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書簡で辿る中西利雄の滞欧生活
山口　和子

はじめに
　中西利雄は滞欧中、家族に宛てて数多くの手紙や絵はがきを
送っている。ご遺族のもとにのこされているそれらを、筆者が
初めて調査させていただいたのは、1997年から98年に、当館
および小田急美術館で開催した「没後50年 水彩画の革新者 中
西利雄展」を準備している時であった。その数は、手紙が120
通（封筒のみ、手紙のみというものを含む）、絵はがきが約240枚（そ

の中には、複数のはがきに文章を綴り、手紙のようにまとめて封書で送っ

たものもある）に及ぶもの（「中西利雄滞欧書簡リスト」本書pp.65-71を

参照されたい）で、中西の筆まめぶりが窺える（なお、本書で紹介す

る中西の書簡には、このリストと照合するための番号を次のように付して

いる。家族宛絵はがき：P-1〜P-238、家族宛手紙：L-1〜L-120、野口健

司宛絵はがき：PN-1〜PN-7）。日記でも書くように、日々の出来
事や悩みを、ほぼ毎日書き送っている時期もあり（届いた手紙に

返信するという形ではなく）、いずれにしてもこれらの書簡は、ひ
とりの若き留学生の様々な思いはもちろん、当時の外国生活の
様子などをつぶさに伝えるものともなっている。と同時に、約
240枚の絵はがきは、100年ほど前の諸外国における風景や風
俗等の記録としても貴重であることは、言うまでもない。
　このリストからも明らかなように、中西の書簡は、1929年
までは絵はがきが多く、1930年からは手紙が中心となる。こ
れは、中西が1929年まではもっぱら旅に明け暮れており、
1930年以降はパリのアトリエで過ごすことが多くなったこと
と関係している。しかし1928年の手紙も一部が伝わっている
ので、もしかすると1928～29年の手紙は、何かの事情で失わ
れてしまったのかもしれない。
　また、東京･中野の中西家では、息子からの書簡の到着日を
封筒等に記載していることが多く（前掲本書「書簡リスト」）、その
時々の郵便事情で多少の差違はあるものの、パリからの書簡は
概ね17～18日で、中野まで到着していることがわかる。一時、
到着まで１ヶ月以上かかる場合があり、中西も疑問に思うのだ
が、それらの書簡には、「Via Siberia（シベリア経由）」と書き
入れるのを忘れたことに気づき（1930年４月23日付母和歌宛手紙：

L-15）、以後は順調に届くようになる。

　中西利雄の滞欧生活については、中西の著書『水繪 技法と随
想』（綜合美術研究所、1943年（1955年に美術出版社から『水絵の技法』

として改題･再版））所収の「水繪と私―巴里留學とフランスの水繪」
に詳しいものの、滞欧期の手紙や絵はがきの調査を通じて、さ
らに多くのことが明らかになった。と同時に、手紙や絵はがき
の日付や消印等を時系列に辿る中で、同書で記されている年月
の記述には、事実と多少齟齬が生じているものがあることにも

気づいた。上述の著書は、中西後年のものであり、年月日の多
少のずれは、ある意味当然ともいえる。
　筆者は、前述した中西利雄展（1997−98年）の図録制作に際し、
書簡等の調査を通じて新たに判明した事実を、年譜や作品解説
等に反映するとともに、同図録所収の拙稿（「中西利雄の滞欧時代

――画家中西利雄の誕生まで」）にまとめた。しかしながら、ご遺族
のもとにのこされている絵はがきや手紙は、既述のようにかな
りの数にのぼり、展覧会図録の限られた紙面では紹介できなかっ
たことも多く、いつか形をかえて詳述したいと考えていた。さ
らにその後筆者が担当した水彩画の展覧会（「近代日本の水彩画―

その歴史と展開―」茨城県近代美術館、2006年、「水絵への情熱―中西利

雄と蒼原会の画家たち」茨城県つくば美術館、2012年）等の準備を通じ
て、中西利雄のご遺族のみならず、中西の友人たちのご遺族の
もとにのこされていた資料も調査する機会を得た。
　本稿では、筆者がこれまでに調査した中西利雄の書簡（手紙・
絵はがき）を紹介しながら、中西の滞欧生活について述べてい
く。ただし、本稿での書簡の紹介のしかたは、章立てに則し、
筆者の視点で各書簡から一部を抜粋して論じていくものである
ことを、まず記しておく。そのため、書簡によっては複数箇所
が抜粋され、それぞれが本稿の異なる箇所で紹介されている場
合もある。本来であれば、註釈を付けて手紙の全文をありのま
ま掲載したいところではあるが、何分、中西が家族に宛てた遠
慮のない手紙には、現時点ではまだ、公開を控えた方がよいと
思われる記述も多い。いずれにしても、いわゆる書簡集のよう
な形での刊行には、もう少し時が必要であろう。

Ⅰ フランス留学まで
　中西の留学までの動向について詳述するのは本稿の目的から
外れる。しかしながら、彼の水彩画に対する思いや、その後の
人間関係を考察していく上で、留学に至るまでの経緯を知るこ
とは欠かせないため、概観しておきたい。
　中西が水彩画と出会い、その魅力にとりつかれたのは小学生
の時である。「水繪具――それは私にとつて何と言ふ魅力に富
んだ材料であつたらうか。純白なエナメルのパレットの上に貂
毛の水繪筆で水繪具を溶かす樂しさは私にとつて限りなく魅惑
的なものであつた」（前掲『水繪 技法と随想』p.296）。初めて水彩絵
具に触れた時の忘れられない思い出を、中西は後年、このよう
に述べている。やがて中学時代、図画教師の真野紀太郎（日本水

彩画会創立会員のひとり）を通じて日本水彩画会仮研究所に通い本
格的に水彩画に取り組み始め、1921年には《河岸》が第８回日
本水彩画会展に初入選した。
　1922年、中西は東京美術学校西洋画科に入学する。同級生
には、荻須高徳、山口長男、小磯良平、猪熊弦一郎、岡田謙三、
高野三三男、小堀四郎、牛島憲之、永田一脩らがおり、まさに
多士済々であった。才能豊かな同級生たちに恵まれる一方、美
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術学校の授業で水彩画が教えられることはなく、愛着のある水
彩画にこだわる中西は、課題を水彩画で提出して、油彩画で描
くよう注意されることもしばしばであったという（前掲『水繪 技

法と随想』pp.296-297）。

　学校では水彩画が認められないくやしさもあってか、入学の
同年、中西は日本水彩画会仮研究所の仲間であった小山良修、
富田通雄とともに水彩画の研究グループ「東京三脚会」を作り、
同志を募る。同会の写生例会や展覧会の開催といった活動を通
じ、中西は友人たちと水彩画の研鑽を重ねていった。1924年
３月には、第11回日本水彩画会展に《橋の在る風景》（図C-1）
等４点が入選し、同会会員にも推される。その一方、水彩の用
材としての制約にも気づき始めた中西は、美校３年からは藤島
武二のもとで学び、油彩画にも積極的に取り組んだ。こうした
様々な研究の成果か、1924年10月（美校３年時）、第５回帝
展に《盛夏麗日風景》（図C-2）が初入選する。帝展への入選は、
同期生では永田一脩（1922年第４回帝展入選）に次ぐ快挙であっ
た。さらに中西は1925年、第12回光風会展で光風賞を受賞
するなど、美校在学中から水彩画家として、頭角を現していく。
また、中西たちは1924年11月に「東京三脚会」を「蒼原会」と
あらため、これまでの活動に加え人体デッサンの勉強会を定期
的に行い、さらには地方会員制度（後の地方支部）を設けるなど、
水彩画の研究グループとして会の活動の幅も拡げていった。
　ところで、中西を含め逸材揃いの美校西洋画科同期生たちは、
卒業の1年前である1926年２月、「上杜会」を結成する。メン
バーは44名、ここには中退者や留学生も含まれていた（註1）。
ちなみにこの時、岡田謙三と高野三三男はすでに美校を中退し、
渡仏している。1927年３月に彼らは美校を卒業すると、半年
後の同年９月に第１回上杜会展を開催、美校卒業後研究科に在
籍していた中西も、同展に出品した。しかしこの展覧会の直後、
荻須高徳と山口長男が渡仏、こうした友人たちの動向から、中
西が渡仏を志すのは当然のことといえるだろう。1928年５月、
小磯良平にやや遅れ、中西は日本郵船の「白山丸」でフランス
へと旅立つ。美校同窓の藤岡一も同船していた（前掲『水繪 技法

と随想』 p.299）（註2）。そして中西の後にも、上杜会メンバーの
渡仏は続く。上杜会のメンバーたちがパリにいることは、中西
のみならずお互いに心強かったに違いない。一方で中西は、日
本にいる蒼原会のメンバーたちを、いろいろと気にかけること
にもなるのだ。

Ⅱ 1928年５月～11月

　1）神戸からマルセイユへ

　中西は5月21日に中野区桃園の家を出て、東京駅で蒼原会
の仲間たちから見送りを受けて出発、22日に京都、23日に奈
良に寄り、その夜は京都の新京極で父たちとビリヤードを楽し

み、5月24日、神戸港から白山丸で出港した（図M-33）。
　白山丸は、1923年に竣工した日本郵船の欧州航路向け貨客
船で、横浜～ロンドン航路（スエズ運河経由）に就航、この間
を約50日で結んでいた。全長158.5m、総トン数10,380トン、
ヨーロッパ各国の客船に比べると小型であったものの、豪華な
内装や設備が施されていたという。
　中西の部屋は二等四号室、四人部屋で、医学博士の野村、広
島高等工業学校（現在の広島大学工学部の母体）教授の中江大部（2年

間、コレージュ･ド･フランスで学ぶために渡仏。1944年に同校が広島工

業専門学校となって以後、第２代校長を務めた）、そして画家の鈴木良
三が同室であった（註3）。
　５月25日、門司に入港すると、中西は門司から早速、両親
宛に絵はがきで、汽車で筥崎八幡宮に詣でたこと、食事のテー
ブル席が決まり、自分の右が劇の研究に行く生嶋、左が木村毅

（小説家、文学評論家）になったことを知らせている（1928年５月25

日消印両親宛絵はがき：P-1）。木村は、中西の家族宛の絵はがきに
俳句を寄せる（図M-1①②）（1928年５月31日付父理吉宛絵はがき：

P-4）など、出港してほどなく、船での親しい交流が始まった
ようだ。やがてこの白山丸の仲間たちは、「白山会」を作り、
滞仏中定期的に集まる機会を持つこととなる。船上での生活
について中西は、「船の中の生活はやることが多くて急しい位、
退屈なぞありません。午前七時起床、八時朝飯、午前中は本
を讀んだり、デッキゴルフやったりします。午后は運動（甲板
でキャッチボール）を盛んにやります。六時入浴、夜は本かト
ランプです」（前掲：P-4）と記し、また、このほかビリヤードを
したり、食事もなかなか御馳走が出ること（1928年５月28日付母

和歌宛絵はがき：P-2）等も書き送っており、楽しい航海の様子が
窺える。
　寄港地では船から降りて、その土地を観光することが出来た。
中西も初めて触れる海外の情景に感動しながら、数多くの絵は
がきを送っている。

５月28日上海入港
（1928年５月31日付弟幸三郎宛絵はがき：P-3）
廿八日に上海を見物しました。実に立派な建築が多い近代都
市です。眞物の支那料理も味ひました。

６月1日香港入港
（1928年６月1日付父理吉宛絵はがき：P-5）
吉岡の案内で島巡りもやり、ピークへも登りました。素晴ら
しくよい道路二十七里を立派な自動車で一息に飛ばして実に
ゆかいでした。（絵はがきの夜景をさして）之れが有名な世界三大
夜景の一、香港のそれです。

６月７日シンガポール入港
（1928年６月７日付両親宛絵はがき：P-7）
七日、シンガポール着、自動車で博物館　貯水池、マホメッ
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トの寺院、植物園等見物。日本人町の會席料理、新喜楽で日
本料理を食べました。珍奇なことの續発にたまげてゐます。
又猛烈な暑さにも驚きました。これから續いて各地から出し
ますこんなハガキ、番号をつけてとっておいて下さい。最も
よいのを送りますから。

６月８日頃ペナン入港
（1928年６月８日頃の絵はがき 封書で複数送付：P-12）
之んな立派な並木道がどこまでも續いてゐます。日本出発以
来、日本のやうな道路はどこへ行ってもありません。この上
を、自動車で飛すんですから、一寸愉快です。

６月13日コロンボ入港
（1928年６月13日付絵はがき 封書で送付：P-13）
六月十三日、コロンボにつきました。ペナンから一千三百里、
日本の九州位の島、セイロンの首府です。

６月21日アデン入港
（６月22日付絵はがき 封書で複数送付）
（P-14）昨六月二十一日、アラビヤの一角、アデンに船がつ
いて、時間があったので見物しました。寫眞の如く青い樹木
なぞほとんどなく、赤黒い岩山を背景に出来た廃墟の如き町
です。雨が三年に一度だそうで、大変な所です。日本の有難
味を感じました。（図M-2①②）

（P-16）之は水賣り、こんなのが道をブラブラしてゐます。
オアシスも見ました。とてもとても、日本で想像もつかない
珍らしいことの續出に膽を潰してゐます。

ポートサイド（エジプト）出港後地中海にて
（1928年６月28日付絵はがき 封書で送付）
（P-19）之のスインクス（ママ）見ました。駱駝に乗ってピラミッ
トとスインクスの間を一寸歩かせるそして寫眞に撮る――こ
れを皆やるようです。僕も寫眞をとりました。

（P-20：弟幸三郎宛）五千年の文化の跡を尋ねエヂプトの偉
大さを目のあたり、見、感深し。

６月30日ナポリ入港
（1928年６月30日付父理吉宛絵はがき：P-21）
ナポリにつきました。南欧の美くしい町です。友人と三人で
博物館を見に上陸しましたが、両替する時、金を少ししか買
はず失敗しました。ミューゼアムは廣過ぎて、とても半分も
見られません。テイアノ*の名画を見て、歸りに中食をすま
せ、町を歩き廻って、三時、船へ戻りました。午后六時出帆、
明後日（二日）マルセイユへつきます。
＊ティツィアーノ

７月2日マルセイユ到着
（1928年7月2日付父理吉宛絵はがき：P-22）
長い航海も終って、無事、本日、（二日）マルセイユに上陸致
しました。船がつくと直ぐ、日本よりの便り十一通入手致し
実に嬉しく一通一通たのしみに開封しました。（―中略―）只
今、こんな立派なホテルに泊まっております。明日、巴里に
向ひます。（図C-31①②）

（1928年７月３日付母和歌宛絵はがき：P-23）
昨日はマルセイユ見物、巌窟王で有名なディフの島も見まし
た。マルセイユ、さすが欧州の港、立派な町です。

　５月21日に中野の家を出てから42日、39日間の航海の後、
中西は無事マルセイユへ到着した。到着後、中西は日本からの
手紙11通に喜んでいる。当時すでに、マルセイユの日本郵船
白山丸気付で手紙を送ることが出来、また一方日本郵船は、船
が主要な寄港地へ到着すると、日本の留守宅へ乗客の無事をは
がきで知らせていたようだ（図M-3）。
　マルセイユでの中西は、アレクサンドル･デュマの『モンテ･
クリスト伯』にも登場するシャトー・ディフなどを観光した後、
HÔTEL LOUVRE & PAIX（Le Grand Hôtel du Louvre et 
de la Paix）に宿泊、「こんな立派なホテルに泊まっております」
と、ややはしゃいだ絵はがきを出している（図C-31①②，
P-22）。このホテルは1863年に高級ホテルとして建てられ、
第２次大戦中はドイツ海軍によって使用されるなどしたが、現
在は市の行政事務所と店舗等が入ったマルセイユの歴史的な建
造物として知られている。この高級ホテルに１泊後、翌３日、
マルセイユ発９時40分の急行で、中西はパリへ向かった（1928

年７月３日付母和歌宛絵はがき：P-23）。

　２）パリからクラマールへ

　７月３日夜、パリのリヨン駅に到着すると、山口長男と荻須
高徳が中西を出迎えた。中西は、当時小磯良平も滞在していた、
パリ14区のトンブ=イソワール通り138番地、オテル・ビュファ
ロー（Hôtel Buffalo, 138 rue de la Tombe-Issoire）に身を
落ち着ける（註4）。パリ14区は市の南中央部にあたり、エコー
ル・ド・パリの画家たちの拠点であるモンパルナスは、14区
の北部（それに接する５区６区の一部を含む）で、このホテル
の場所は、モンスーリ公園などに近い、14区の中でも南の方
になる。中西が渡仏してきた1928年当時、パリには852人の
在留邦人がおり、そのうちいわゆる芸術家の数は、179人であっ
たという（註5）。このパリ14区には、とりわけ多くの日本人芸
術家たちが暮らしており、荻須高徳や高野三三男らが住んでい
たダゲール通り11番地もこの14区にある。藤田嗣治も、この
当時はモンスーリ公園の近くに住んでいた。
　中西は、７月５日には、一人で地下鉄に乗ってあちこちまわ
り、エトワールの凱旋門へも登っている（1928年７月５日付弟幸
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く見へます。実に素晴らしい環境、僕の理想の健康地、断然
少し位不便は忍んで九月からクラマールに移ります。

　その約1週間後、８月17日には、「画室の鍵、もらって来ま
した。明日あたり掃除でもして、家具をマガザンで買入れよう
と思ってゐます。住所名一寸、前のは違ってゐました。」と、
正しい住所「41 rue de Fontenay à Clamart（クラマール、
フォントネー通り41番地）を知らせている。（1928年８月17日消

印父理吉宛絵はがき：P-30） 

　しかし、９月３日付の父理吉宛絵はがき（P-31）に記された
住所は、「10 allée de Meudon, Clamart（ムードン小路10番
地）」に変わっている。８月17日の段階では鍵をもらっただけ
でまだ引っ越しておらず、そこからわずか２週間あまりで再度
引っ越しをするとは考えにくいものの、何らかの事情で、当初
のフォントネー通り41番地から、ムードン小路10番地に移る
ことになったのであろう。ちなみにこれら２つの場所は、直線
距離にして1キロまでは離れていない。
　10月12日中西家着の絵はがき（P-32，図M-5）には、写真
に「コノ裏ニ五階造りのアパートがあります。その二階五号」
の書き込みがあり、中西のクラマールの住まい周辺の様子をよ
く伝えている。当時、パリから出した手紙は、17～18日で中
野の中西家まで届いていたようなので、この絵はがきは９月
25日頃出されたと思われる。絵はがきの写真の場所は、クラマー
ルの森沿いに続く美しい並木道、La Rue de Meudon（ムード
ン通り）で、中西のアパートがあるAllée de Meudon（ムード
ン小路）は、この通りから入る小径のひとつである。おそらく
毎日のように通ったであろうこの美しい並木道を中西は作品に
描いており、数点が知られている（たとえば図C-4，C-5）。
　また中西はこの頃の生活の様子を、『みづゑ』に寄稿している。

　只今クラマールのアパートに住つております。二階の五番
丁度日本の八疊位の室と小さな臺所がついておるものです。
瓦斯があるので大變便利で夜、休む前湯を沸して身體をふく
ことを必ずやつております。食事は最初十日間程自炊してゐ
ましたが皿洗ひがいかにも面倒なので近頃は近所の素人家で
賄をしてもらつてゐます。中食と晩食で十五フラン（一フラ
ン八錢六厘位）、勿論、田舎料理のことゝておいしくはあり
ませんが、しかし結構。時々巴里に出て結構な料理を味つて
元氣をつけます、クラマールにおるとお小遣がいりません。
近頃や、Nostalgieの氣味です。皆多少づゝやられてゐるや
うです。（―中略―）こつちの生活は鍵の生活です、只今僕こ
と、大小取交ぜ六個の鍵を腰にブラ下げております。（―以
下略）／クラマールにて／九月廿二日（中西利雄「フランス通信」『み

づゑ』286、1928年12月、p.453）

　こうして中西のクラマールでの生活が始まったが、この寄稿
文を書いた時から1月あまりたった10月30日、家族に宛てた

三郎宛絵はがき：P-24）。16日にはルーヴル美術館へ行き、そこ
で求めたアングルの絵はがきで、「今日、ルーブルの美術館見
ました。アラユル名画で埋っておって五日や六日ではとても半
分も見られないでしょう。」と、父理吉に感想を伝えている（1928

年７月16日消印父理吉宛絵はがき：P-25）。またこのホテル滞在中、
中西は、近くのモンスーリ公園へ毎朝散歩に行き、雀にパンを
やったり、手紙を書いたりすることが日課になった（1928年７

月23日頃の母和歌宛絵はがき：P-27）。さらに蒼原会の友人野口健
司（註6）へは、「毎日、スケッチ帖もって歩いてゐます。郊外ビ
ヤンクール、ムードンの岡、クラマールの森等、描く所が多過
ぎて困る位です。ルーブルのカモンドのコレクションとルクサ
ンブルグの近代絵画は実に美事です。分けてセザンヌは日本で
見たのとは大分違い素晴らしい出来です。」（1928年7～8月頃の

野口健司宛絵はがき：PN-2（註7））と書き送っており、日が経つに
つれてパリのみならず、パリの近郊まで足をのばし、絵を描き
はじめた様子もうかがえる。一方、音楽好きの中西は、このオ
テル・ビュファローで暮らしはじめてほどなく、安ホテルには
不釣り合いな「脚のついた立派な蓄音器」を買って来てモーツァ
ルトのレコードをかけたため、宿のマダムが驚いてたちまち中
西を尊敬してしまったというエピソードを、小磯良平は後に記
している。小磯によれば、その曲はモーツァルトのK378（ヴァ

イオリンソナタ第34番変ロ長調）で、朝、突然に小磯の部屋にもき
こえてきたという（註8）。
　「畫集の中で何度か感激した過去の傑作が無數と言つてもよ
い程蒐集されて」（前掲『水繪 技法と随想』p.300）いるルーヴル美術
館、「市中に何十となくある畫商の壁面や飾り窓」に「惜氣もな
く陳べられて」（同前掲）いる現代画家の作品、絵画のみならず
音楽についても「レコードだけで知つて居た名手の演奏を直接
耳で聴くことが實に屡々可能」（同前掲）な環境という、「强い刺
戟の中で最初の一ヶ月を茫然なすこともなく過した」（同前掲）後、
中西は「靜かな生活と新鮮な空氣を求めて」（同前掲）パリ郊外の
クラマールへ居を移すこととなる。クラマールは、佐伯祐三や
小島善太郎、川口軌外等の日本人画家たちが住んだことでも知
られるが、この頃、川口はクラマールで暮らしており、他に日
本人画家たちも多く住んでいた。白山丸に同船して来た鈴木良
三も、はじめパリに住んだ後、クラマールにアトリエを見つけ、
移っている。静かな環境でありながらすぐパリへ出られ、日本
人もいるこの場所を、中西は、暮らしやすいと考えたに違いな
い。８月９日、中西は住む所を決め、９月からこの地に移るこ
とにする。

1928年８月９日付父理吉宛絵はがき：P-29（図M-4）
今日、クラマールへ行って画室を見て、大変気に入りました
ので、家主に會って定めてきました。1ヵ年四千フラン、傾
斜地の梨の木に取まかれた、未だ誰れも入らない出来た許り
の画室、澄んだ空気、青空、赤い屋根、画室の窓から巴里市
が遠く望まれ、ヱッフェル塔がチョビッとたっておるのがよ
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手紙で中西は、次のように述べている。

1928年10月30日付手紙：L-1
それから、近日、近所の家庭に移ります。老人二人きりの靜
かな家でその二階の小さい室を借りることにしました。何處
か旅行するにしてもアパートですと不用心ですし、ホテルと
同ぢで自分の家と云ふ感ぢがなく、落付きませんので。度々
変更して無駄な金もつかひましたが止むを得ません。

　『みづゑ』の寄稿文「フランス通信」にあるように、大小取り
混ぜた６つの鍵の生活は、中西にとってなかなか馴染めないも
のであったろう。加えて、パリに到着して4ヶ月近くたち、「近
頃や、Nostalgieの氣味です」と記しているように、ホームシッ
クにも陥る。

日本で考へて居いた繪畫と、此處で見出した偉大な繪畫との
間の、その餘りにも甚しい隔絶に茫然として、一つの混亂に
陥らざるを得なかつた私は可成長い間徒らな懐疑と焦燥に苦
しめられ、その上只一人のアパート住ひいは鄕

ノスタルジー
愁の堪へがた

い淋しささへ加つて、秋雨の降り續く數日を部屋に引きこも
つて鬱々と過すやうな日が續いたりした。（前掲『水繪 技法と随想』

pp.300-301）

　当時の様子を、後年中西はこのように綴っているが、そんな
彼が、留学先での一人暮らしの孤独や、食事の心配などから逃
れるため、一般家庭に下宿することを選ぶのは、自然な成り行
きともいえよう（註9）。
　ところで、10月30日付けの手紙にある「老人二人きりの靜
かな家」とは、4 rue Duffaut（デュフォー通り４番地）のベルジェ
家である。デュフォー通りは、La Rue de Meudon（ムードン
通り）から入る道の一つで、ベルジェ家は、中西のアパート（10 
allée de Meudon）から200メートルほどという近距離であっ
た。『みづゑ』の寄稿文で中西が述べている「近頃は近所の素人
家で賄をしてもらつてゐます」というのが、おそらくこのベルジェ
家で、毎日のように通ううちに、結局、ここへ移ることになっ
たのではないかと思われる。中西は翌1929年末（もしくは
1930年初）に、パリのエルネスト・クレッソン通り18番地の
アトリエへ移るのだが、そこに至るまでの1年以上にわたりこ
のベルジェ家に下宿し、パリに移ってからもベルジェ家との交
際は続いてゆく。ちなみに中野の中西家では、息子と文通する
ために、この住所を印刷した封筒を作成している（図M-6）。
海外に手紙を出すにあたり、欧文による住所等の記載を間違え
ないようにという配慮であろう。
　また中西は後年、この転居の理由について、次のようなこと
も記しており、中西の好みを知る上で興味深い。

私がRue Dufort（ママ）の四番地に一年以上も居つたのは、ベ

ルヂヱ婆さんの室代が廉かつたからでも、日光がよく入るか
らでもなく、その室の壁紙が落ついた美しい色をしてゐて氣
に入つたからだ。その前に居つたアパルトマンの壁紙はその
毒々しい赤と黒の花模様で日夜私を脅して一ケ月あまりで私
を追出してしまつた。（中西利雄［壁紙を怖れる］「水繪散策Ⅲ」『みづ

ゑ』345、1933年11月、p.315）

　中西がホームシックから恢復していくにあたり、このベルジェ
家の人々との触れあいに加え、パリおよびその近郊に住んでい
た日本人の仲間たちとの交流も大きかったであろうことは、言
うまでもない。東京美術学校の仲間たちはもちろん、中西が渡
仏にあたり乗船した白山丸の仲間たちによる「白山会」の定期
的な集まりも、中西の心を癒やすのに一役買ったようだ。11
月６日～８日、白山会の十一月例会で、鈴木良三、中江大部、
生嶋らとともに、モレ=シュル=ロワンに遊び、中西はその様
子をパテベビーで撮影する等して、楽しい時を過ごした（1928

年11月６日付父理吉宛絵はがき：P-34）。
　このパテベビーとは、フランスのパテ社から1922年に発売
された9.5mmフィルムによる、カメラ・映写機のシステムで、
8mmフィルムが登場するまで個人向カメラの主流をなした。
小磯良平によれば、中西がパリで蓄音器の次に買ったのが、こ
のパテベビーであるという（註10）。中西は滞欧中、このパテベ
ビーでしばしば撮影し、やがて撮影したフィルムの上映会など
も行うことになる。またこの11月６日付の絵はがきには撮影
したフィルムが「よく出来たら送ります」と書かれているのだが、
弟幸三郎もフィルムを撮影する趣味を持っており、中西は日本
の家族と、それぞれが撮影したフィルムを送り合い、互いに楽
しんでいたようだ（その様子は1930年2月24日付父理吉宛手紙：L-4（本

書pp.30-31）からもうかがえる）。

　11月８日には、モレ=シュル=ロワンからの第2信を、父と
弟宛に送っている。

1928年11月８日付父理吉・弟幸三郎宛絵はがき：P-35（図
M-7①②）
モレーは実に画材の豊富なよい所です。巴里から一時間半程
ですが全く田舎で、こゝに、六日、七日と二泊して寫生した
りボートに興がったりしました。昨七日の午后から、フォン
テンブローの森を横ぎって、バルビゾンの村にミレーの画室
を訪ねました。昨夜は夜食後、ストーブを圍んで、皆なで日
本の民謡等合唱しました。旅情シミジミわいて皆、日本のこ
と想ひ出したやうです。左の端のオテル ド ロアンが僕の泊
まったホテル、前の川に浮んでおる湯舟で湯に入ってよい気
持ちになったのです。今日は午后から巴里にかへりましょう。

　この1ヶ月後、ヨーロッパでの最初の冬、中西はかねてから
希望していたイタリア旅行に出かける。
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Ⅲ 旅にあけくれる1年 
� ：1928年末～1929年

　1）イタリア旅行

第一に私の考へたことは折角歐州まで勉强に来た以上、此處
で見ることの出來る繪畫の傑作をなるべく多く且シッカリ見
て置こうと云ふことであつた。そして氣持ちの落付かない前
にガサガサとお土産の滯歐作品などを描きなぐることは斷然
癈めやうとも思った。（前掲『水繪 技法と随想』p.301）

　こうした思いのもと、この後の1年間（1929年11月まで）、中
西は旅にあけくれることになる。その最初といえるこのイタ
リア旅行には、小磯良平と、小磯の神戸二中（兵庫県立第二神戸

中学校）の先輩で画家、また朝日新聞社の社員でもあった古家
新（1928年～1929年滞欧）が同行した（註11）。旅行に際し中西は、
ガイドブックで細かく下調べをしたようで、のこされている
手帖等（図M-34，M-35）も、それを物語っている。小磯は次
のように述べている。「中西君とはよく旅行をいっしょにした。
イタリアの旅、スペインの旅、ロンドンへの旅。彼はブルーギッ
トをしらべる事が大変得意であった。ホテルやレストランの
事情にくわしく、下しらべしてあやまりなくやる事に興味が
あるらしく私は唯ついてゆくだけであった」（註12）。３人は、
12月10日の夜パリを発ち、スイス経由でイタリアに入る。以
下、中西が出した絵はがきをもとに、この旅行の様子を辿っ
ていこう。

1928年12月11日付父理吉宛絵はがき：P-38（註13）

昨夜、巴里発、スヰス経由、伊太利の旅に出ました。アルプ
スを境に、美しい太陽の下に、伊太利の平原は廣々と展開し
てゐました。（―中略―）今日と明日はミラノ泊り、レオナル
ドの最后晩餐を見てベニスに行きます。先々元気、言葉は
一二三すら分らない三人連、よく出かけたものです。伊太利
ミラノ、メトロポールホテル

1928年12月13日消印父理吉宛絵はがき：P-39（図C-32①
②）
今日、午前ミラノをたってパドバに来ました。汽車の中でお
辨当を求めましたが一寸面白いものでした。紙袋の中に、パ
ン、ハム、マカロニ（小皿に入っておる温かい）、鳥の肉、チー
ス、お菓子、果物とブドー酒一合、それにホークとナフキン
と楊子が添へてありました。パトバ午后一時三十分着、アル
ベルゴ、スタンショネ*に投宿、一寸ミラノより貧弱な宿、
直ぐ歩いてサンマリアデルアレナ寺にヂョットの素敵な壁
画**を見ました。明日は水の都ベニスに向ひます。
＊アルベルゴ・スタツィオーネ（Stazione）か？　＊＊スクロヴェーニ礼拝
堂に描かれたジョットのフレスコ画。この礼拝堂は、古代ローマの競技

場（アレーナ）跡に隣接していることからアレーナ礼拝堂ともいわれる。
スクロヴェーニ礼拝堂の正式名称は、アレーナの慈愛の聖母マリア聖堂

（Santa Maria della Carità all'Arena）。

1928年12月14日付父理吉宛絵はがき：P-40（図C-33①②）
ベニスに来ました。停車場の前は直ぐ川で、其處からゴンド
ラに乗って海に近いアルベルゴー、ホンタナと云ふホテルに
泊りました。ミラノでよいホテルに泊ったのでここは遠慮し
て学生的な家にしました。（―中略―）川沿ひにこんな美くし
い、面白い家が立並び、世界中の人が集っております。こゝ
で一週間位、画を描いたり、お寺を見たりします。三人共よ
く気の合った、実に愉快な旅です。

1928年12月15日付弟幸三郎宛絵はがき：P-41
ベニスの第二日目、午前中デュカルの壮麗なる宮殿*にベニ
ス派の代表的作品を見る。午后はサンマヂョレーの寺**へ、

（―中略―）毎日毎日寺を見て歩くので、なかなか疲れます
がしかし元気です。
＊パラッツォ・ドゥカーレ　＊＊サンタ・マリア・マッジョーレ教会

1928年12月21日消印野口健司宛絵はがき：PN-3
只今水都ベニス。之ゝの名物、スカラロッコ*のティントレッ
トの大壁画、チチアノの傑作、（―中略―）明日は美しい花の
フローレンスへ。
＊スクオーラ・グランデ・ディ・サン・ロッコ（サン・ロッコ大同信組合）

　この野口健司宛の絵はがきには12月21日の消印があり、「明
日は美しい花のフローレンスへ」とあることから、中西は12月
22日にヴェネツィアを発ち、フィレンツェに行ったことが分
かる。しかし、この旅でフィレンツェから出した絵はがきは、
のこっていない。中西が出さなかったのか、出した絵はがきが
なくなったのかは不明である。ただ、次に訪れたアッシジから
出した12月29日付母和歌宛の絵はがき（P-44）は、フィレンツェ
のアルノ川沿いの風景のもので（図M-8①②）、宿泊したホテ
ルが写っており、「コゝが我々の泊ったパンション、クロシニ

（Pensione Crocini ペンショーネ・クロッツィーニ）」の記載もある。
そして、中西がフィレンツェの寒さにやられ、風邪をひいたこ
とが書かれているので、体調を崩したために、フィレンツェか
ら便りを出せなかったのかもしれない。
　12月25日には、フィレンツェを発ってアッシジに入る。

1928年12月28日付弟幸三郎宛絵はがき：P-42
二十五日、フローレンスをたって、聖フランシスの故郷、ア
ツシゝに来ました。こんな、やうな山の中腹に美しい静かな
アツシゝの町は横ってゐます。朝夕の景色等、一寸と日本の
高山のやうな感ぢがします。
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　同日付で父理吉にもほぼ同内容の絵はがき（P-43，図C-34
①②）を出している。そして12月29日、一行は首都ローマに
入った。

1928年12月29日付母和歌宛絵はがき：P-45
十二月廿九日、午后四時アツシゝをたってローマに来ました。
さすが伊太利の首都だけあってなかなか立派です。ホテルア
レキサンドル*と云ふ近代的の宿に泊って疲れもなほりまし
た。万事好都合にはこんでおり、元気ですから御安心下さい。
＊創業1910年のホテル・アレクサンドラであろう。1月10日付絵はが
き（P-53）では「アレキサンドラ」と記されている。。

1928年12月30日付母和歌宛絵はがき：P-46（図C-35①②）
昨夜はフラスカチとか云ふお酒などのんで休みましたので今
日（三十日）は元気恢復、午前、国民美術館*とバルケロ**と
云ふミュゼーを見ました。巴里のやうな美くしい公園もあり、
並木道もあって、なかなか近代都市です。午后は三人で目的
もなく、町を漫歩しました。まだ日本料理店を発見出来ませ
ん。明日は大使館へ行って尋ねて見ましょうと思ひます。
＊Museo Nazionale Romano（ローマ国立博物館）のことであろう。�  
＊＊ボルゲーゼ美術館のことかもしれないが、不詳。

1929年元日付父理吉宛絵はがき：P-48（図C-36①②）
ローマで迎へた昭和四年正月元旦は相悪、朝から雨でした。
八時半、三人でパンを食べて例の通り美術館へ出かけました
が、西洋でもさすが正月とて何處もお休み、雨に降られて一
寸怨観、そこでタキシーを日本料理、日本館に飛しました。
と又、之は意外、スッカリ本式に先ずおとそが出る、テーブ
ルの上を見ると、黒塗の膳に寿のはく、黒豆、昆布巻、おな
ます、ヱビの口取、甘煮、之やで おぞうにを祝って大いに
満足しました。しかし會計で三人で廿円*は一寸高いですが、
しかし無理もありません。
＊当時の1円を現在の2,000円前後と換算すると約40,000円。この換算
については、本書p.8を参照されたい。

1929年１月２日付父理吉宛絵はがき：P-49
正月二日、ローマを去ってナポリに来ました。昨年六月廿八
日*白山丸でナポリによった時から半年振二度目のナポリ入
りです。ホテル、ベルトリニと云ふ第一流のホテルに泊って
ゐます。山の中腹にあって窓から見たナポリ湾の景色は素敵
です。
＊実際のナポリ入港は６月30日である。

1929年１月４日付父理吉宛絵はがき：P-50（図C-37①②）
一月四日、日本人専門の案内人アントニオ*をたのんでポン
ペイの廃墟を見物しました。ナポリから自動車で一時間許り、
雨の中をアントニオの案内で可成くわしく見て廻りました。

劇場、パン屋、お寺、富豪の家等。よく掘り出したものです。
終って同ぢ自動車を飛してアマルフィに来ました。二三日、
ここで靜養します。
＊この時代に日本人専門の案内人がいることは興味深い。

1929年１月５日付父理吉宛絵はがき：P-51
一月五日、今日は幸ひ晴れました。朝日が船室のやうなホテ
ルの私達の室にさし込んでゐました。之れが私達の泊ってお
るルナ、ホテル*です。岬の端にある一寸風変りなホテルで
英国人がたくさん避寒に来てゐます。なかなか御馳走がでま
す。（―中略―）先月パリーをたってモウ二十六日にもなりま
すが、元気でおりますから御安心下さい。
＊現在も四つ星ホテルとして営業を続けるホテル・ルナ・コンヴェント。
12世紀に修道院として創られた建物を改築した歴史あるホテル。

1929年１月10日消印父理吉宛絵はがき：P-53
一月四日から七日までアマルフィにて寫生等致し八日、ナポ
リ経由、ローマに戻りました。今日*は午前、寫眞の右手に
見えるヴァチカン宮殿内のシスチン、チャペルにミケランヂェ
ロの壁画を見、午后は今まで見た伊太利の画の中で特に頭に
殘っておる傑作の寫眞を求めるため、アリナリ寫眞店に過し
ました。宿は前と同ぢアレキサンドラ、ホテルです。
＊前後関係からおそらく1月9日。

　こうして中西は、アマルフィに1月４日から７日まで滞在し、
写生等を行ったが、この時の写生体験は、中西にとって忘れら
れないものとなったようだ。

一九二九年の一月六日、伊太利の南の海岸アマルフィで一枚
の水彩を描きました。此の時の気持を忘れることが出来ませ
ん。此の數年来、アノ時程、その空気と描く気持がピッタリ
一致したことはありませんでした。それを今一度やって見た
いのです。（1930年７月14日付母和歌宛手紙：L-38）

　１年半後にこのように綴るということは、中西の心に相当印
象深く残る出来事だったのは間違いない。この体験を経た中西
は、手紙で述べているようにもう一度イタリアを訪れることを
切望するようになる。
　この１月６日に描いた作品というのは現在のところ不明だ
が、アマルフィ滞在中に描いた作品３点が明らかになっている。
1点は裏面に「『AMALFIにて』伊太利　一九二九年一月五日、
伊太利、アマルヒにて」と書かれている作品（当館蔵）（図C-6）、
２点目が、画面に「1929.1.7」の年記がある作品（図C-7）、３
点目が《風景》（田辺市立美術館蔵）で「1929.1.8」の年記があ
る。1月８日は、アマルフィを発ってローマに戻った日なので、
発つ前に描いたか、後から仕上げて年記を入れたものと思われ
る。アマルフィで描いた作品は、ヨーロッパに来てちょうど半
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年後のものになるが、それ以前に日本で展覧会に出品した作品
（図C-1～C-3）とは、作風が大分変化してきた様子がうかがえ
る。

1929年１月10日付弟幸三郎宛絵はがき：P-54
明日、ローマをたってフランスへかへります。今日は寫眞の
ローマの廃墟*を訪れました。パテーベビーは全部で十六巻
撮りましたが**、画の方で疲れて、フヰルムの方は好結果を期
する訳にはゆきません。
＊Palazzo dei Cesari　＊＊イタリア旅行中、中西がパテベビーで撮影し
たヴェネツィア、ローマ、アマルフィ等の映像が、のこされている。

　2）南フランス滞在

　1ヶ月にわたるイタリア旅行を終えた後、中西たちはパリへ
は戻らず、引き続き今度は南仏でもう1ヶ月を過ごす。最初に
滞在したカーニュ=シュル=メールは、ルノワールが晩年暮ら
した所でもあり、多くの日本人画家たちにとって、謂わば「訪
れるべき場所のひとつ」となっていた。

1929年１月12日付父理吉宛絵はがき：P-55（図C-38①②）
十一日、午后九時四十五分、ローマ発、翌十二日午前七時ゼ
ヱノバにて乗換、十一時五十五分、ヴアンチミュ*の伊佛国
境通過、二時近く南佛の避寒地ニース着、こゝで一ヶ月伊太
利を持ち廻ったトーマスクックのトラベルチケットを渡して
下車、中食、ニースからタキシーを飛して三時、目的のカー
ニュシュルメールに着、ホテルコロニーに投宿しました。一
日三十五フランと云ふ安價、当分（一ヶ月近く）居る予程、
これで一ヶ月余にわたる伊太利の旅も無事、元気で終ること
が出来ました。
＊ヴァンティミーリア（仏語名ヴァンティミーユ）

　さてここで、はがきに書かれている「一日三十五フランと云
ふ安價」とは、現在の日本円に換算するといくらぐらいになる
のか、少し考えてみたい。
　中西は、書簡の中で、しばしばフランを日本円に換算して、
家族に分かりやすく説明している。例えば、フォントネー=オー
=ローズのホテルの安い部屋が「七日間六十法

フラン
、一日八フラン

五十（……）日本貨にして七十銭位」（1930年６月11日付母和歌宛

手紙：L-29）、コティ（Coty）の石鹸が「一個七フラン、（五十六銭）」
（1930年７月16日付母和歌宛手紙：L-39）、トリエールの宿（レスト
ラン･パスカル）が「一日、三食付　30フラン（２円40銭）」（1930

年９月５日付母和歌宛手紙：L-54）、「一円が十二フラン四十八」（1930

年11月26日付母和歌宛手紙：L-71）･･････といった具合である。そ
して帰国が近くなった1931年７月には、滞仏３年間の円･フ
ランの両替レートについて、次のように書いている。

1931年７月７日付母和歌宛手紙：L-110
幸ひ、日本金と佛貨の換算率は日本の方が断然百パーセント
よく、千円が一万二千五百五十フランになりました。一昨年
の八月頃（田中内閣没落前后）に比べると実に、千円につき
約百五十円よくなっております。来た年は一円が十一フラン
八十、一九二九年八月 一円が十フラン九十、只今が 一円が
十二フラン五十五　で、その上騰した百五十円でゴッホの画
集を求めました――と　マア勝手な理屈*もつきます。
＊1,350フランもするゴッホのカタロ･グレゾネを購入したことを、前年
からの両替レートの差額で購入できたと言い訳をしているのだが、この
購入のエピソードについては後述する。

　これらのことから、レートの多少の違いはあれ、中西の滞仏
時代、1フラン＝約８銭、1円＝約12.5フランで考えるのが分
かりやすいだろう。さてそれでは、この当時の1円は、現在の
貨幣価値に換算するといくらになるのか、であるが、これにつ
いては何の値段を基準に考えるかで、価格に差が出てくるので、
換算はそう簡単ではない。ここでは、価格の変化が分かりやす
く書かれている、週刊朝日編『値段史年表 明治･大正･昭和』（朝

日新聞社、1988年）記載の価格を一つの指標として米価と大卒初
任給を例に考えたい。まず米価（白米）10キロあたりの小売価
格を比較してみると、1930年では２円30銭、1987年では3,780
円（前掲書p.161）とある。1987年の価格は、現在我々が小売店
で目にする価格とさほど違わないような気もするが、総務省統
計局による小売物価統計調査によると、2021年12月現在の米
５キロ１袋あたりの平均価格が2,007円とのことなので（2021

年における毎月の価格自体も最高価格と最低価格で132円ほど差があるの

だが）、２倍となる10キロは4,014円ということになる。これ
に基づき、2021年12月現在で換算すると、1円は約1,745円（ち

なみに前掲『値段史年表』の1987年当時の価格だと単純計算で1,643円、

消費者物価指数85（現在100）を加味すると1,932円）となる。
　一方、大卒初任給で考えてみると、銀行員の場合で1927～
1940年が70円、1987年が146,000円（前掲書p.51）、公務員の
場合（戦前の高等官、戦後の上級職）で1926～1937年が75円、
1986年が121,600円（前掲書p.67）とある。厚生労働省の令和元
年賃金構造基本統計調査結果によると、大卒初任給の平均は
210,200円なので、銀行員の初任給で見ると1930年当時の１
円は現在約3,002円（前掲『値段史年表』の1987年当時の初任給だと単

純計算で約2,085円、消費者物価指数84.4（現在100）を加味すると約2,470

円）、公務員で見ると1930年当時の１円は現在約2,802円（前

掲『値段史年表』の1986年当時の初任給だと単純計算で約1,621円、消費

者物価指数84.3（現在100）を加味すると約1,922円）ということになる。
　このように、米価を基準にする場合と、大卒初任給を基準に
する場合とで、1930年当時の１円がいくらになるか、かなり
の差が出てしまうのだが、上記を総合して鑑み、ざっくりと
1930年当時の１円＝現在の2,000円前後と考えると、以後、
書簡を読み進めていく上で計算しやすく、分かりやすいのでは
ないかと思われる。
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たヴァンスは、もともとのヴァンスの方であるが、ヴァンスと
サン=ポールとは距離も近く、中西たちもサン=ポールを訪れ
たことであろう。中西が撮影したパテベビーのフィルムには、
城壁に囲まれたサン=ポールの眺めや、それをスケッチする場
面などが写っているものも、のこされている。

1929年１月25日付父理吉宛絵はがき：P-59（図C-39①②）
二十二日ヴァンスに来て今日は四日目です。カーニュより画
になる所も多いです。宿には英佛の女の人がほとんとで、な
かなか賑やか、なかなか愛嬌もふりまきます。今日は珍らし
く雪が降りました。午后から寫生に出ましたが日本ほど寒く
ありません。（―中略―）一月廿五日、ヴァンス、ホテル、レ
ヂナ

　ここで述べられている、ヴァンスの雪景色を描いた作品が何
点か知られている。同行していた古家新と一緒に、同じ場所を
描いた《雪景色（ヴァンス）》（図C-8）、（古家新の作品は《残雪
の丘（南フランス）》、神戸市立小磯記念美術館蔵、図C-9）、
他に《ヴァンスの雪》（郡山市立美術館蔵）、さらに《雪の風景》

（当館蔵）（図C-10）等がある。《雪の風景》は、ヴァンス旧市街
の外から、サン=ポール=ド=ヴァンスを眺め、描いたものである。

1929年２月３日付父理吉宛絵はがき：P-60
今日（二月三日）日曜日なので汽車で一時間程のGrasseへ散
歩に行き大変気に入った風景なので終りの十日をこのグラッ
スで過すことに定めホテルも室をきめて来ました。（―中略―）
いよいよカーナバルが始ってグラッスでも假装にマスクの人
で賑ってゐました。

1929年２月７日付母和歌宛絵はがき：P-61
今日ヴァンスよりグラッスに移りました。ホテルBelle Vue、
一寸大きな小奇麗な宿です。午后ニースのカーニバル「花合
戰」を見に行くつもりでしたが、乗合におくれて駄目、その
代り、カンヌCannesへ行きました。ニースと同ぢ世界の避
寒地です。パリーが引越したやうな賑やかさ。明日から十六
日までグラッスで掉尾の奮闘をします。大作をやる心組でヴァ
ンスから大きな紙を用意して来ました。

1929年２月９日付母和歌宛絵はがき：P-62（図M-9）
グラッスの一日、午前七時半目が覚めます。八時、女中が朝
飯を室へ持って来ます。九時から仕事を始めます。水彩、本
日は半切のデッサン、十一時半まで 十二時中食、階下の食堂、
イギリスやフランスの毛唐人二十人程と一緒に。午后一時か
ら仕事、今日は自動車でカンヌへ寫生に、四ツ切一枚、午后
七時夜食、終って十時まで古家君と二人でトランプ、それか
ら日本への便り、十一時ねむります。画の方すこし目鼻がつ
きかゝつてゐます、今が大切な時です。

　したがって、1月12日付絵はがき（P-55）の「一日三十五フ
ランと云ふ安價」については、5,600円ぐらい（1フラン=８銭、
1円を2,000円と換算）であること、イタリア旅行中、1月1日
にローマで食べた日本料理、３人で20円は約４万円であること、
また、中西が最初に住むことにしたクラマールの画室の家賃、
1年4,000フランは約64万円であることがわかる。
　いずれにしても中西たちは、このカーニュの安宿に10日間
滞在することとなる。

1929年１月13日付母和歌宛絵はがき：P-56
伊太利の旅を終って二日目、自動車でニースへ行って見まし
た。シーズンのこととて、巴里が引越して来たかと思はれる
やうな賑やかさ、世界中の金持が集ってゐます。一点の雲も
ない青空と外套もいらない暖かさが冬中續くのですから人の
集るのも理りです。カーニュには日本人の画描きもたくさん
おります。

1929年１月18日付父理吉宛絵はがき：P-57
今日（十八日）、クラマールから日本よりの便り十七通、回送、
到着、拝見しました。久し振りで日本の便りを手にして嬉し
く讀みました。（―中略―）今、カーニュで毎日画を描いてお
りますから御安心下さい。

1929年１月21日付父理吉宛絵はがき：P-58
明二十二日、ヴァンスVenceと云ふ所へ移ります。カーニュ
から約十キロ、山上の町、寫眞の町の近くで素敵な景色、健
康地、ここで当地勉強します。（―中略―）水繪少々出来まし
た。至極元気です。

　ところで、『水繪 技法と随想』の草稿（既に註2, 註4, 註9で触れ

ている）には、「Ｋと地中海岸のカーニュで別れ、Ｆと二人で山
の中のヴァンスへ上った」という記述があるので、小磯良平（Ｋ）
と別れ、ヴァンスへは中西と古家新（Ｆ）の二人で行ったようだ。
　今日、ヴァンスというと、いわゆる「ヴァンス」と、ヴァン
ス旧市街から南へ数キロ離れたところにある「サン=ポール=
ド=ヴァンス」の２つが連想されるが、これら２つはどちらも、
旧市街が城壁に囲まれ、山（丘）の上に位置し、観光地として
人気がある。町としてはヴァンスの方が大きく、現在こちらは、
旧市街から少し外れたところにあるマティスのロザリオ礼拝堂
が有名だ。一方、サン=ポール=ド=ヴァンスはいわゆる“鷲の
巣村”のひとつであり、シャガールが晩年暮らし、その墓があ
ることでも知られている。ところでサン=ポール=ド=ヴァン
スが正式な地名になったのは、実は2011年のことで、もとは
サン=ポールという名であった。ただフランスにはサン=ポー
ルの名を持つ町や村が数多くあり、それらとの混同を避けるた
め、非公式に「サン=ポール=ド=ヴァンス」と呼ばれていたも
のが、正式名称になったという経緯がある。中西たちが滞在し
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1929年２月15日付父理吉宛絵はがき：P-64
いよいよ巴里へかへる日も近づきました。明十六日はニース
へ花合戰を見に行き、十七日、午前十一時の汽車でパリーへ
かへることに定めました。度々恐れ入りますがながい旅で、
日本の薬も殘り少なくなりましたので送っていただきたく思
ひます。宝丹、タカヂアスターゼ、ダイモール、風邪薬等、

　この２月15日付の絵はがきは、カンヌの港の絵はがきで、
写真面には「グラッスから、こゝへ毎日、写生にかよってゐます。
乗り合いで三十分」の書き込みがある（図M-10）。
　グラースからカンヌまでは約20キロだが、乗り合い自動車
で30分というのは、現在とほぼ変わらない。また、宝丹（明治

期から現在でも販売されている胃腸薬）、タカヂアスターゼ（消化薬、

現在は名称が少し変更されている）、ダイモール（下痢、食あたりの薬）

といったいわゆる当時の常備薬を家族に送付依頼している点も
興味深い。なお、ニースの花合戦の様子を中西がパテベビーで
撮影したフィルムものこされている。

　この1ヶ月余にわたる南仏滞在は、教会や美術館等を巡って
名作を見て歩いたイタリア旅行と異なり、カーニュ=シュル=
メールに10日、ヴァンスに16日、グラースに11日と、じっ
くり腰を落ち着け、近隣のニースやカンヌも訪れて、制作に励
むものとなった。既述のヴァンスの雪景色のほか、《カーニュ（南
仏にて）》（図C-11）等が、この南仏滞在の成果である。上述の
２月９日付母宛の絵はがきでは「画の方すこし目鼻がつきかゝ
つてゐます、今が大切な時です」と、模索しながら方向性を見
いだそうとしている様子もうかがえる。しかしこのまま順調に
は進まず、中西は、試行錯誤を繰り返しながら、悶々と悩む日々
を過ごすことになるのだが、それはもう少し後のことになる。

1929年２月18日付父理吉宛絵はがき：P-65
グラッスよりカンヌに出て、そこを午后四時発の列車で十八
日午前十一時パリーガールドリヨン*着、日本飯で元気をつ
け、無事、クラマールの家にかへりました。元気で長い旅を
終ったことをお知せ致します。
＊パリのリヨン駅

　3）�展覧会への出品、�  
そしてスペインとイギリスへ

　こうして二ヶ月を超えるイタリア～南仏の旅を終えた中西は、
４月、渡仏して初めて展覧会に出品する。その展覧会とは、薩
摩治郎八の援助を受け、４月８日から20日までパリのルネサ
ンス画廊で開かれた仏蘭西日本美術家協会の第1回パリ展であ
る。同協会の会長を藤田嗣治がつとめ、創立委員の一人である
高野三三男（註14）が、中西とは東京美術学校で同窓だったこと
等から、中西も誘われて参加したものと思われる。のこされて

いる中西の書簡には、この展覧会について触れているものは
ないが、同展の出品目録に「NAKANISHI, ４ rue Duffaut, 
Clamart （Seine）.　63 Peinture」（註15）の記載があり、ここ
で記載されている住所は、既述したクラマールにおける中西の
下宿の住所と一致する。なお出品作《Peinture（絵画）》がどの
ような作品かは不明である。またこの仏蘭西日本美術家協会の
展覧会は、同年６月にブリュッセルで、同年10月には第2回
パリ展が開催されたが、中西が参加したのは、この第1回パリ
展のみである。

　この後、中西はふたたび小磯良平とともに、４月にはスペイ
ンへ、５月にはイギリスへ旅行する。後に自ら記すように「こ
の年（昭和四年）は先ずよい繪をしつかり見て置こうといふ意
圖のもとに席の暖まる暇もなく實によく旅に出た」（前掲『水繪 

技法と随想』p.304）のである。
　スペイン旅行は、現地での滞在が４月19日から23日（４月

17日夜にパリを発ち同24日に帰途についた）と一週間に満たないもの
で、この旅行には小磯良平のほか、小磯の神戸二中の同級生で
詩人の竹中郁も同行した。このスペイン旅行で中西が撮影した
パテベビーのフィルムに、二人も写っている。またスペイン旅
行での絵はがきは４通がのこっている。

1929年４月19日付弟幸三郎宛絵はがき：P-68
四月十七日午后十時パリーをたってスペインに来ました。今
日（十九日）午前七時マドリッド着、公使館の世話になって
ホテルマゼスチックに落ちつきました。三十時間の汽車の旅
には少々弱りましたが元気です。明後日の日曜には闘牛を見
ることにきめました。又、なにか珍しい便りしましょう。ヱ
スコリヤル、トレドにも行く予定です。

　中西は、上記と同じ４月19日付けで、ほぼ同じ内容の絵は
がきを妹婿の中西甚兵衞宛にも出している（P-67）が、こちら
には、「汽車のなかでは英佛語共全然通ぜず」困ったこと、「マ
ドリッドには公使館員共、日本人は七人、一寸立派な町です。」
との記述もある。
　いずれにしてもこの当時、パリからマドリードまで汽車で
30時間もかかったこと、また公使館が、一般日本人旅行者の
宿泊先の世話等も行ったことの記述は興味深い。

1929年４月21日付父理吉宛絵はがき：P-69
四月二十一日（日曜）スペイン名物の闘牛を見物致しました。
七千人程入る円形の闘戯場で午后五時十五分から開始、入場
式の華やかさ、殺された六頭の大牛、熱狂する群衆は六巻のパ
テーベビーに撮影しました。（―中略―）ピカドールが馬上から
牛を刺した所、全くの血と砂の乱舞……　明日はヱスコリヤ*へ
＊エル・エスコリアルのこと
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幅せまく小奇麗で親しみやすく、二階の赤い乗合が通る、青
い芝地、古い建物、いかにも英国風、気に入りました。美術
館に疲れてホテルにかへると、日本茶にキンツバが出たりし
て、僕を喜ばせました。
＊ナショナル・ギャラリー

　中西は同25日付で、弟幸三郎にも絵はがきを出している（P-
74）。内容は24日付父宛、25日付母宛のものと重複しているが、
ロンドンまでは「パリーからExpressで約七時間」であること、
カレー～ドーバー間は「快速の舟で一時間」であると、具体的
にかかった時間が述べられている。この当時、英語名：ゴール
デン・アロー（Golden Arrow）、仏語名：フレッシュ・ドー
ル（Flèche d'Or）（「黄金の矢」という意味）という、カレー～ドーバー
間の連絡船とあわせてパリとロンドンを結ぶ列車が走っていた。
列車は、フランスではパリ～カレー間、イギリスではドーバー
～ロンドン間を走り、乗客は、連絡船とあわせて２度の乗り換
えで目的地へ行くことができた。中西のいうExpressとはこの
ことである。
　またここで登場した日本のホテル「常盤」は、当時、ロン
ドンのデンマーク・ストリート22番地にあり、同８番地には
経営を同じくするレストラン「常盤」もあった（註16）。この
頃のデンマーク・ストリートには、日本の商店や会社等も建
ち並び、ここは1930年代には“リトル・トーキョー”とも言
われていたという。ちなみにこの「常盤」の支店はパリにも
あり、中西は後に、パリの「常盤」にもしばしば通うことと
なる。

1929年５月26日付弟幸三郎宛絵はがき：P-75
今日はブリチシュミュゼアム見ました。話以上に立派な大博
物館で日本の部には又兵衞のもの、土佐派の作等立派なもの
がありました。特にエヂプトとギリシャローマが素敵です。
ハイドパークも見ました。地下鉄でロンドンブリッヂ、タワー
ブリッヂも巡りました

　同５月26日付母和歌宛の絵はがき（P-76）は弟宛と同内容で
あるが、「宿にかへって一風呂浴び室で夕飯、お吸物、おさしみ、
そうめん等、日本とかわりありません。」の記述もある。

1929年５月28日付母和歌宛絵はがき：P-77
五月廿八日、白山会*の多田さんの御案内で今日はキューガー
デンと郊外、テームズ川の上流、ハンプトンコートを見物し
ました。キューガーデンは小石川植物園の二十倍以上もある
大植物園、世界中のアラユル植物を集め、西本願寺勅使門の
4
5 の模型等あり、ハンプトンコートには宮殿と英国式大庭園、
パリーから来た我々も、美しさに唯驚いてしまひました。
＊ロンドンでも白山会の繋がりがあることが分かる。

1929年４月23日付父理吉宛絵はがき：P-70
四月二十三日、晴、今日はトレドに行きました。川にとりま
かれた一寸景色のよい所で此橋はアルカンタラ橋、之れを渡っ
て町に入るのです。大画家グレコーの家を訪ふたり、彼の傑
作を見たり、一日を過しました。愉快な一日でした。明日は
パリーへ戻ります。

　これらスペイン旅行の際の絵はがき４通のうち、３通が闘牛
の絵はがきで、残る1通がトレドのものである。このスペイン
への旅は、主としてベラスケス、エル・グレコ、ゴヤを見るた
めのもの（前掲『水繪 技法と随想』p.304）であり、当然プラド美術
館等も訪れたのであろうが、はがきでの言及はない。「六巻の
パテーベビーに撮影」したという闘牛は、中西にとっても衝撃
的な体験だったに違いない。そのフィルムは現在ものこってい
る。

　スペインから戻った中西は、ほどなくイギリスへと旅立つこ
とになるのだが、その間、クラマールに住んでいた川口軌外が
帰国するのを見送っている。以下は中西と川口との交流を示す
資料でもあるので、紹介しておきたい。

1929年５月４日付父理吉宛絵はがき：P-71
五月四日（土曜）、午后十二時　今、川口さん御一家をガー
ルドノール*へ送って歸った所です。日本人十人程に見送ら
れて、一寸そこへ行くやうな気軽さで出発されました。紀
州**へ寄られるさうですから、東京着は少しおくれましょう。
母上のこと申しておきました故、御訪ね下さい。
＊パリの北駅　＊＊川口軌外は和歌山県出身。

　続く５月のイギリスへの旅は、ナショナル・ギャラリーの大
コレクション、テート・ギャラリーのイギリス絵画、ヴィクト
リア＆アルバート美術館のイギリス水彩画のコレクション、大
英博物館、そしてちょうど５月に開催されるロイヤル・アカデ
ミーの公募展における水彩画の入選作等を見ることが目的で
あったという。（前掲『水繪 技法と随想』pp.304-305）

1929年５月24日付父理吉宛絵はがき：P-72（図C-40①②）
小磯君と二人でロンドンに来ました。カレー、ドーバー間の
海峡も浪もなく湖のやうな靜けさ、ドーバーに上陸すればモ
ウ英語の国、税關も無事にすんで午后七時半、ロンドン、ヴィ
クトリア駅着、常盤へ投宿しました。夕飯に卯ノ花が出たり、
一寸、よい気分です。今、散歩してかへった所、明日から美
術館巡りを始めます。

1929年５月25日付母和歌宛絵はがき：P-73
ロンドンの二日目、寝坊して十時すぎ家を出る。ガイドブッ
クを求めて先ず国民美術館*を見ました。ロンドンの町は道
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1929年５月29日付母和歌宛絵はがき：P-78
今度のロンドン行は、日本旅館に泊ったので色々の日本の御
馳走を食べて飛んだ所で日本気分を味ひました。秀逸はお寿
し、木の芽でんがく、キンツバ等。来月は二人で独逸とスヰ
スを廻って来る予定です*。又面白い通信致しましょう。
＊実際は出かけなかった。

1929年５月29日付父理吉宛絵はがき：P-79
今日は午前中、ソツハー、スクエアー*のニューマンに行っ
て永らくの希望だったニューマン水彩繪具を求めました。午
后、ワーレス、コレクション**を見、タキシーでタワーブリッ
ヂに馳付け、少々パテーにとりました。（―中略―）明日は午
前九時の汽車でパリーへかへります。
＊ソーホー・スクエアー　＊＊ウォレス・コレクション

　ここで触れられているニューマンに寄ったことについて、中
西は後に次のように記している。４年後の文章なので日にちの
齟齬はあるものの、ニューマンの絵具を手にした喜びが伝わっ
てくる。

いよいよ今日は海峽を越へてパリーに戻るといふ日の朝*、
とうとう私はソホ廣場二十四番地の重い扉を押した。間口二
間許りの、それこそ近代文化の世界から實際に置去られた苔
むす小さな店だつた。（―中略―）ともすれば口から飛出しさ
うになる我が貧弱なるフランス語を押へ押へ、犹一層プーア
なる英語の力を借りて、欲しい繪具を注文した。そして私の
多年の宿望は遂に達せられたのだ。私の眼の前に一打づつ、
ギツシリつまつた水繪具の箱が積み上げられた。コバルト・
ブリュー！　この箱の中にはあの美くしい靑色が、しかもニ
ユーマンのそれが十二本入つて居るのだと思ふと嬉しさがこ
み上げてくる。（中西利雄［ソホ廣場廿四番地］「水繪散策Ⅳ」『みづゑ』

346、1933年12月、p.351）
＊絵はがきの記述は帰る前日となっているので、はがきの記述が正しい
と思われる。

　さて美術館巡りが目的のこの旅について、中西は後年、ナショ
ナル・ギャラリーのピエロ・デラ・フランチェスカの２点の作
品やフェルメールの「最美の小品」２点に感動したこと、興味
深かったものとしてテート・ギャラリーのターナー及び19世
紀のラファエル前派等の水彩画、ヴィクトリア＆アルバート美
術館の18～19世紀イギリス水彩画をあげている。一方、ロイ
ヤル・アカデミーの公募展における水彩画は、当初からあまり
期待はしていなかったが失望したと述べている。（前掲『水繪 技法

と随想』pp.305-306）

　なお、ここで中西が述べているピエロ･デラ･フランチェス
カの２点は、《キリストの洗礼》（1437年以降）と《キリストの降誕》

（1470−75年）、フェルメールの２点は《ヴァージナルの前に座
る若い女性》（1670−72年頃）と《ヴァージナルの前に立つ若い

女性》（1670−72年頃）である。また、ヴィクトリア＆アルバー
ト美術館の18～19世紀イギリス水彩画を見たのは、この時で
はなく、２度目のロンドン旅行（1931年９月）の時ではないか
と思われる。ロンドン再訪の際、この美術館の1800年から近
代までの水彩画の年代順陳列は大いに得るところがあったと、
母に書き送っていることから（1931年９月12日付母和歌宛絵はがき：

P-224）、最初の訪問では、この展示を見ていない可能性が大き
い。

　４）ノルマンディーとブルターニュへ

　５月30日にパリに戻った中西は、７月になると、ノルマン
ディー地方へ小旅行に出かける。これまでの旅行には、小磯良
平ら友人が一緒だったが、このノルマンディーへの旅行は、本
当の一人旅となった。

1929年７月６日付父理吉宛絵はがき：P-80
外国での初めてのホントウの一人旅、今日（七月六日）パリー
を発ってアーブル*に来ました。パリーから三時間、有名な
フランスの港、出船入り船の賑しさ、只今、ヴンルーヂュ**に
とろりとして夕飯を終った所、（―中略―）明日はHonfleur***
へ汽船で行き四五日おります。七月十四日は例のフランス革
命のお祭りですからパリーへかへります。約一週間の小旅行。
＊ル・アーヴル　＊＊vin rouge（ヴァン・ルージュ=赤ワイン）のことで
あろう。　＊＊＊オンフルールは、セーヌ河の河口をはさみ、ル・アーヴ
ルの対岸にあたる。ここでは、明日汽船で行き四五日いると書いているが、
翌７日付弟宛の絵はがき（P-81）はル・アーヴルから出しており、７日
にオンフルールは訪れていないか、ル・アーヴルから日帰りで訪れたの
であろう。いずれにしても７月10日には、オンフルールを訪れている

（P-84）。

1929年７月８日付父理吉宛絵はがき：P-82（図M-11①②）
八日、アーブルを発って、小さい汽船で約一時間、ツルビイ
ユ*へ来ました。こゝは冬のニースに比するやうな名高い避
暑地で、お隣りのドービルと共に、パリーやロンドンの金持
連の集る所、案内書で二流のホテルを選んで行ったのですが、
一寸高價なので我々画描きには向きません。そのゼイタクな
こと派手なこと、（―中略―）明日は気に入った構圖を見つけ
たので、初めましょう。
＊トゥルーヴィル

1929年７月８日付父理吉宛絵はがき：P-83
馬車、ヨット、競馬、テニス、シネマにカヂノと至れりつく
せり、まさに貧ボー人入るべからずの樂天地、恐しく華美な
所です。一寸描けさうな所があるので三四日おりましょう。

1929年７月10日付父理吉宛絵はがき：P-84（図M-12①②）
時は千九百二十九年、七月の十日午后の二時、早取寫眞師が
それをパチッをやって見ました。今日は午後からオンフルー
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乗って、トレギヱから三里半程のパンポール*へドライブし
ました。
＊Paimpol パンポル。ちなみに黒田清輝等が訪れたことで知られるブレ
ハ島（ブレア島）は、パンポル沖にある。

1929年８月９日付父理吉宛絵はがき：P-89
八月九日、トレギヱを発って、近藤さん御一家はパリーへ、
僕は又一人になって、この、ブレストに来ました。トレギヱ
の古ホテルから、ブレストのコンチネンタルホテルに移って、
美しい室にスツカリ元気恢復　此處はフランスの西の端、パ
リーから急行で十一時間、可成遠くへ来たものです。ここで
二三日、それから小さな汽船でドゥーアルネ*へ行きます。
お金のあるだけ、ブルターニュを歩き廻って見ましょう。 
＊Douarnenez ドゥアルヌネ

1929年８月11日付父理吉・妹婿甚兵衞宛絵はがき：P-90
八月十一日（日曜）、午后から小さな電車で約一時間半、コ
ンケ*の漁村に来ました。ブルターニュのホントウの端の小
さな村、それでもホテルと一寸、別荘風な建物などあります。
日本人がこんな所へ来たのは、まあ、アマリ多くはないでしょ
う。（―中略―）五時八分のでブレストへ歸ります。明日は汽
船でフラ**、モルガ***、そしてヅウオルヌ****へ行く予程。
＊Le Conquet ル・コンケ　＊＊Le Fret ル・フレ　＊＊＊Morgat　�  
＊＊＊＊ドゥアルヌネ

1929年８月12日付父理吉宛絵はがき：P-91
八月十二日（月）、午前九時半、ブレスト発汽船でル、フレへ、
フレから乗合自動車でモルガへ、モルガはなかなか美くしい
砂浜で人も大分来てゐます。ホテルドプラーヂュで中食、午
后、乗合で知り合った英国の美しい娘さん達と砂浜の上でドゥ
アルネ行の舟の出るまで話などして二三時間過しました。僕
の拙たな英佛混合語で。午后四時半モルガ発。六時ドゥアル
ネ着、満員のホテルにやっと一室さがして入りました。画に
なりさうなよい所です。

1929年８月12日付弟幸三郎宛絵はがき：P-92
旅から旅を一人で續ける時、シミジミ「自分は日本人だゾ」
といふ自覚を感ぢます。そして愛する故国日本がより民族的
に、より世界的に輝かしく、立派になることを心から希望し
ます。まだまだ日本はヨーロッパの国々からは低く見られて
ゐます。事実、そう見られてもしかたのない点もあります。

1929年８月17日付父理吉宛絵はがき：P-93
Douarnenez 第二信、英、佛、獨、米、ハンガリー、日本

（これは僕）と各国の画描きが、浜で画架を並べて描いてゐ
ます。ハンガリーやドイツの画家と友人になりました。ドイ
ツの人から、ベルリン、その他の様子をきゝました。近くド

の町を見に行って一枚描きました。明日はパリーへ引き上げ
引き上げ。でも此の小旅行はなかなか面白う御座居ました。

　６日間ほどの小旅行で、ノルマンディー地方のル・アーヴル、
トゥルーヴィル、オンフルールをまわった中西。避暑地として
名高いトゥルーヴィルでは、その華やかさに圧倒されたようだ
が、ここで「気に入った構圖を見つけた」「一寸描けさうな所
がある」とも記している。この年の11月、サロン・ドートンヌ
に入選することとなる２点のうち１点は、このトゥルーヴィル
の船を主題にした作品（図C-14）（これについては、後で詳述する）

であり、この旅行で得られた成果が、「でも此の小旅行はなか
なか面白う御座居ました。」という言葉になったのであろう。

　８月になると、中西は、ブルターニュ地方を回った。今回も
ノルマンディーの旅に続き、一人でまわったようだ（註17）。

1929年８月２日付父理吉宛絵はがき：P-86（図C-41①②）
ブルターニュの旅に出ました。八月二日、午后一時十分、モ
ンパルナス駅発のラツピードで（特急のこと）、で今夜は
St.Brieuc*泊り、ブルターニュの一寸した町、ホテルドフラ
ンス、此の町での第一流なかなか立派です。
＊サン=ブリユー

1929年８月３日付父理吉宛絵はがき：P-87
八月三日、晴、朝、十時半、サン、ブリオー*を発って片田
舎の又片田舎のトレギヱに来ました。（―中略―）まことに小
さな町、ホテルは百年以上の古建築を直したと云ふ凄いもの、
しかし一日三食付三十二フランは、やすいもの、近藤さん御
夫婦がおられます。では又、三日、夜十時、Hotel Central 
＊サン=ブリユー

　中西の書簡で近藤夫妻の名が登場するのは、この時が初めて
であるが、夫妻の名は以後の中西の書簡でしばしば目にする。
この人物は近藤七郎（1888−1936）といい、福島出身で1906
年に北大の前身である札幌農学校に入学、1908年同校（この年

東北帝国大学農科大学と名称変更）に設立された美術部「黒百合会」
に所属して絵を描いた。卒業後は銀行などに勤めるが、職を辞
して画家となり、1927年に渡仏、滞仏中は、サロン・ドート
ンヌ等に出品している。1931年に帰国後、東京で制作活動を
続け、二科展に出品したり個展を開催する等した（註18）。
　中西がこれ以前から近藤夫妻と知り合いだったのか、この時
初めて出会ったのかは不明であるが、中西は滞欧中、近藤夫妻
と親しく交際を重ねていくこととなる。
 

1929年８月６日付父理吉宛絵はがき：P-88
今日は、同ぢ宿のフランス人のドクターに誘はれて、その人
の自動車へ近藤さん一家と僕、その醫師の家族と同勢八人も
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イツを訪問するつもりなので*。それらの人々は日本の様子
を知りたがります。日本の宗教、芝居、富士山、切腹、柔術
等の話が出ました。（―中略―）明日はこゝをたって、そろそ
ろパリーへかへりましょうか。
＊中西は滞欧中、ドイツへは行かなかった。

　このはがきのとおりにパリへ帰ったとすると、それは18日
ということになる。８月２日から18日に至るこのブルターニュ
への旅では、中西がブルターニュ地方の本当に小さな町や村を
廻っているのが興味深い。同じ一人旅でも、７月のノルマン
ディー旅行は、港湾都市や避暑地など、いわゆる名の知られた
街を訪れたものであったが、このブルターニュへの旅は、中西
自身が記しているように、あまり日本人が訪れないような所を
中心に回っている。中西がなぜこのような場所を選んだのかは
不明だが、例えば友人の小磯良平や古家新、竹中郁は、前年の
1928年７月、西村秀雄とともにブルターニュ地方のベリール
=アン=メールを旅行しており（註19）、これが、ひとつの契機
になっているとも考えられる。この当時、ブルターニュ半島の
南に位置する小島、ベリールを旅行する日本人など殆どいなかっ
たと思われ、中西も、小磯たちとはまた別の、日本人があまり
訪れない場所＝フランス最西端の地の中でも小さな町や村を、
回ってみようと思ったのかもしれない。
　また、既述のように、７月のノルマンディー旅行でひとつの
成果を得た中西には、再度海沿いの町や村を旅することで、再
びなにがしかの成果を作品にしたいという強い思いもあったと
思われる。というのは、７月にノルマンディーの旅から戻って
まもなく、中西は、６月28日付の小山良修からの手紙を手に
したはずで（中西のもとへはおそらく、7月17，18日頃に着いたと思わ

れる）、その手紙には次のような一文があった。「君の時々の通信、
其たびに會の連中によんでゐるが、みんなたゞ唯うらやましがっ
てゐる、そして、大いにはげみになるよ　まだ期日ははっきり
しないが、丸善の蒼原展へ　是非君の滞欧作を入れたいから　
どうか、四五点送ってくれ給へ」。これを読んだ中西は、日本
の仲間への励みとなるような作品を送りたいと、考えたに違い
ない。そして実際、ブルターニュ旅行から戻って一週間ほどたっ
た８月26日には、作品を日本へ送っているのだ。

1929年８月26日消印父理吉宛絵はがき：P-94（図M-13）
来る九月二十一日、――二十六日、丸善で開かれる蒼原会展
の為、水彩三点本日発送、開會前に到着は一寸難しいですが、
若し開期中にで（ママ）着きましたら、直ぐ小山君（小石川区関
口駒井町三）へ電報で知せて、一日でも二日でも陳列出来る
やう取計って下さい。そうしないと、丸善に対して小山君の
面目が丸潰れになるさうですから。作品は勿論私として甚だ
不満足ですが、行きがかり上止むを得ません。到着の節電報
のことお願いします。小山君へ、（額端（ママ）はなるべく黒に
願いたい）、

　こうして中西が送った３点の作品は、第４回蒼原会水彩画展
（日本橋丸善：９月21日～26日）に出品され、評判となった（小

山良修「蒼原会略史」『蒼原』1、1935年10月、p.65）。また中西や小山
の師として会の活動を支えた小山周次はこの時の中西の作品に
ついて次のように記している。「中西利雄君、滯佛の効果は三
點の畫面に現はれた、一體にどちらかといへば地味な方故大し
た藝當はない、地道な勉强をしている點を買つてやらねばなる
まい。土臺が出來てるだけに見てゐて危氣がない。」（註20）。
なお、残念ながら、この時の蒼原会展の目録等は現在見つかっ
ておらず、中西が送った３点の作品がどのようなものであった
かは分からない。いずれにしても、これが中西の滞欧作の、日
本における初披露であった。

　5）�ゴッホを訪ねて　オーヴェール=シュル= 
オワーズ、オランダ、次いでベルギーへ

　日本に水彩画を送ったこの日（８月26日）、中西はまた、野
口健司に次のような絵はがきを送っている。

1929年８月26日付野口健司宛絵はがき：PN-4（図M-14）
外国生活も一ヶ年たつて大分なれ、落ちつきました。之から
仕事始ぢめます。昨日、オーベルシュルオアーズにゴーグの
墓を訪ね、又、醫師ガッシヱ氏に會見してゴーグの作品見せ
てもらいました。蒼原会展、成功を祈ります。

　この文面から中西が、８月25日に、ゴッホ終焉の地であるオー
ヴェール=シュル=オワーズを訪ねたことが分かる。この訪問
については、既出『水繪 技法と随想』所収の「ゴッホの水繪に
就いて」の中にも言及がある。そこでは、ステファン・ポラチェッ
クの『焰と色』を訳したゴッホ研究家のＳ氏や画家のＫ氏と、
昭和４年の初秋に同地を訪ね、ゴッホ兄弟の墓やガシェ家を訪
ねたこと、ガシェ家でゴッホが寺院を描いた30号程の素晴ら
しい作品を見せてもらったこと（前掲書pp.323-324）が述べられ
ているので、訪問したおよその時期と、S氏とは記されている
翻訳書から式場隆三郞であることは以前から分かっていた。近
年、尾本圭子氏の研究で明らかにされたガシェ家に伝わる３冊
におよぶ日本人芳名録（註21）の３冊目（表紙に『出頭没頭』と書かれ

ている1929年３月３日から1939年４月24日までの記載）に、1929年
８月25日の日付のもと近藤七郎、式場隆三郞、中西利雄の署
名があることが分かり（註22）、訪問した明確な日程に加え、「画
家のK氏」が、本稿既出の近藤七郎であることも判明した。そ
して上記の野口健司宛の絵はがきも、訪問日を裏付けるものと
なっている。
　３冊の芳名録に記された日本人の名（複数回署名した者も含む）は、
のべ280名ほどにのぼり（註23）、大正から昭和初期に滞欧して
いた画家たちにとって、この地を訪れることは、ある意味で必
須事項になっていたようだ。なお、野口宛てのはがきに見られ
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1929年９月２日付母和歌宛絵はがき：P-98
アムステルダムの第一印象はまことによいものでした。人も
優しく、ホテル美くしく、全く外国におる気がしません。日
本へかへることを忘れてしまいさうです。獨逸語*を知らな
くとも僅かな英佛語でこんなに楽しく旅が出来るのは全く現
代に生れた者の幸せです。かるく中食をすませ、直ぐ歩いて
国民美術館**を訪れレンブランの數々の傑作に接しました。
立派な美術館に之の見事な画
＊実際はオランダ語である　＊＊アムステルダム国立美術館

1929年９月３日付父理吉宛絵はがき：P-100
九月三日、よい天気、午前九時半、中央ステーションの裏か
ら出る汽船にのって、マルケン島とヴォーレンダム*の廻遊
に出かけました。（―中略―）マルケン島は戸數百戸許りの小
島ですがその服装の美くしいので有名です。家は木造でオモ
チヤのやうな色。ヴォーレンダムも面白いコスチュームでオ
ランダ見物の人の皆訪ふ所です。
＊Volendamフォーレンダム

1929年９月４日付母和歌宛絵はがき：P-101
今（四日午后三時三十分）、オランダ、アムステルダム駅を
ベルギー向けて発たうとしてゐる列車の中におります。今日、
午前八時起床、九時ホテルを出て荷物を駅に一時預けにし、
再び引返して、ナショナルミュゼアムを見、中食后今一つ現
代画の美術館*を見て、今駅へ来たところです。
＊アムステルダム市立美術館

　このように中西にとってオランダの旅は楽しく、その印象は
頗るよいものであったが、ベルギーでは、次のようなひどい目
に遭ってしまう。

1929年９月４日付父理吉宛絵はがき：P-102
ベルギーはアントワープにこそ着きにけり。（四日午后八時）
まではよかったのですが町はづれの小駅で降され、電車で乗
換までして案内書でさがしておいたホテルへ行けば閉店して
あらず、荷物提さげてホテルさがしやうやく飛込めば之れは
又ドヱライ家（―中略―）ドアーを開けるとかびくさゝがプー
ンと来る始末。オランダがあまり美くしかったので、いよい
よきたなさが目につきます。

1929年９月５日付母和歌宛絵はがき：P-103
昨夜はひどい目にあいました。アントワープのHotel、室へ
入った時、此ベットは居さうだといやな予感がしたのですが
果せるかな、電気を消して横になるやいなや凶猛極りなき南
京虫一大隊の襲撃にあい、終夜悪戰苦闘、ついに一睡もせず
今日はフラフラする頭をおさへて此のガン*へ逃げて来ました。
＊ヘントのフランス語名　英語・ドイツ語名はゲント

る「醫師ガッシヱ氏に會見して」という記述は、中西の勘違い
によるものであろう。ゴッホの作品にも描かれ、その最後を
看取った医者のポール = フェルディナン・ガシェ（1828−
1909）は、すでにこの世になく、この時中西が面会したのは、
息子のポール・ルイ・ガシェ（1873−1962）である。尾本氏
によると、息子には特に職業はなかったようで、強いていえば

「画家」で、サロン・デザンデパンダンなどに出品していたと
いう（註24）。
　このオーヴェール訪問直後、中西はゴッホ展を観るためにオ
ランダのハーグへと旅立つ。下記８月31日付父宛のはがきに「突
然でしたが」とあるように、ハーグでのゴッホ展の情報を、こ
のオーヴェール訪問によって得たのかも知れない。この当時、
ハーグに拠点を置くクレラー=ミュラー家が営む会社の建物で
は、ゴッホを含む同夫妻のコレクションが公開されていたが、
1929年の７月～10月には、コレクションによるゴッホ展が開
催され、油彩98点、水彩24点、素描135点が展示されたのだっ
た（註25）。また、この展覧会の芳名録には21名の日本人の署
名があり、その中に1929年９月１日付の中西の署名も含まれ（芳
名録p.100）（註26）、下記９月１日付はがきの記述と一致する。

1929年８月31日付父理吉宛絵はがき：P-95（図M-15①②）
突然でしたが、ゴーグの二百何十点かの画の展覧会を見るた
めに今日、オランダに参りました。今、こんなモダーンな立
派なホテル*に泊まっております。オランダと云ふ国のモダー
ンなのに一寸驚きました。町も乗物も人も。（―中略―）オラ
ンダを見てベルギーに一寸寄り、九月七日にはパリーへかへ
ります。オランダの物價は恐ろしく高價です。
＊絵はがきは宿泊したHotel Terminus（ホテル・テルミヌス）のもの

1929年９月１日付父理吉宛絵はがき：P-96（図C-42①②）
素晴らしく御馳走の朝食をすませて、電車でマダムコーレ
ル*のコレクションを見に行きました。午后はミュゼーロワ
イヤル**にレンブランの傑作を見、午后五時頃はカメラ持っ
て電車で二十分程の海辺へ遊びに行きました。なんと云ふ平
和な美くしい国でしょう。貧富の差が少ないのか皆美くしい
家に住んで生活をたのしんでゐる様。
＊ ヘレーネ・クレラー = ミュラー（Helene Kröller-Müller）。中西は
Kröllerをコーレルと記している。　＊＊マウリッツハイス王立美術館

1929年９月２日付父理吉宛絵はがき：P-97
九月二日晴、午前中、再度コーレール、コレクションを訪れ
てゴーグの画に別れを惜みました。（―中略―）十二時二十七
分の電車でヘーグ*発（―中略―）一時半、アムステルダム着、
ダムホテルは満員、ホテルフリーストは僕の気にいらず、親
切なホテルフリーストの主人の紹介でこんな立派なモダーン
なホテル**に泊まりました。
＊ハーグ　＊＊絵はがきはHotel Het Gouden Hoofd（ホテル・ハウデン・
ホーフト）のもの
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1929年９月６日付父理吉宛絵はがき：P-104
ガンのホテル、デリッセは相当立派な宿で立派な洋服ダンス
等あり、南京虫も出現せず今日（九月六日）は午前十時まで
安眠しました。（―中略―）正午四分の急行でガン市発、一時、
ブリューヂュ着、荷物を一時預けし駅前のホテルをひやかし
た所 室も気に入り、價も相当なので泊ることにしました。
名はHotel du Singe D'or、明日は巴里へかへらねばなりま
せん。

　オランダ、ベルギーへの旅の目的には、レンブラントやファ
ン･エイクを見るということもあった（前掲『水繪 技法と随想』

p.306）。ベルギーからの絵はがきは嫌な経験を中心に綴られて
おり、作品を見たこと等は触れられていないものの、一泊した
ヘントで、ファン･エイク兄弟によるシント・バーフ大聖堂の《ヘ
ントの祭壇画》（1432年）を見たことは間違いないだろう。

　6）マルセイユへの旅

　10月23日、中西は日本郵船榛名丸で11月３日にマルセイ
ユへ到着する東京美術学校西洋画科の同窓生、荻野暎彦を出迎
えるため、同科一年後輩の鈴木重成とともに、マルセイユへの
旅に出る。中西にとって気の置けない友との二人旅は楽しかっ
たようで、この旅の途中、中西が母和歌宛に出した1929年10
月25日付の絵はがき（P-110）には、「お初におめにかゝります。
私は利雄君の悪友鈴木と申します（―中略―）愉快な旅をつゞ
けつゝ　重成」との添え書きも見られる（図M-17②）。鈴木は
帰国後、美校西洋画科1928（昭和３）年の卒業生により作られ
た「三春会」（1934年創設）に出品したりしたが、その後カン
ボジアへわたり、現地の美術学校（後の王立美術大学）で教鞭
をとったという（註27）。
　鈴木重成は、中西の書簡にはもう2度ほど登場するが、
1930年2月24日付父理吉宛手紙には、何らかの事情で日本か
らの送金が途絶えた鈴木に、中西が1500フラン用立てしたこ
とが書かれている。中西の書簡には、二人の鈴木（鈴木良三、
鈴木重成）の記述が見られるものの、年上の鈴木良三を「鈴木
さん」、後輩の鈴木重成を「鈴木君」と書き分けているので、ど
ちらのことかは明確に判る。

1929年10月23日付母和歌宛絵はがき：P-106（図M-16①②）
拾月二十三日、美校の鈴木君と二人、ガールドリヨン*を
十二時十五分発、マルセイユへの旅に出ました。午后七時、
クレルモン**着、グランドホテルドラポストに投宿、お風
呂附きの室に納って大いに満足しております。
＊パリのリヨン駅　＊＊クレルモン=フェラン

1929年10月24日付母和歌宛絵はがき：P-107
午前中、名高いクレルモンのノートルダムに参詣、塔に登っ

て寫眞等、撮りました。午后、少々豪勢をきめて、自動車で
ピュイズドーム*へ登りました。五千尺近い山の上まで立派
な自動車道がついてゐるのです。此自動車道の通行税一人五
フラン五十、ホテルから頂上まで一時間弱、便利な世の中に
なりました。
＊ピュイ・ド・ドーム、クレルモン=フェランの市街地から西へ9キロほ
どにある、標高1464ｍの火山

1929年10月25日付父理吉宛絵はがき：P-108
二十五日、クレルモンを発って、サンヂヱルマン*乗換、午
后一時、ヴッシー**着、Vichyの名は鑛泉水として知られて
ゐます。夏のシーズンは各国人で賑はふさうです。中食后、
二人で散歩しました。町の中方々に鑛泉がわいてゐます。（―
中略―）我々も鑛泉を一杯のみました。有馬温泉の元湯を呑
んだやうに。
＊サン=ジェルマン=デ=フォセ駅　＊＊ヴィシー

1929年10月25日付母和歌宛絵はがき：P-110（図M-17①②）
Vichy午后六時四十二分発サンゼヱルマンホッセ*乗換、ミ
ラノ行急行に乗る。食堂のディナーも相当美味。僕はビール
にトロリとなって、送っていただいた中央公論の藤村の「夜
明け前」を読みふける。午后十時半、リヨン着、タキシーで
ホテルロワイヤル**へ、二階四十五番の王様の室のやうな
お風呂附きのシャンブル***に、二人共満足此の上なし。
＊サン=ジェルマン=デ=フォセ駅　＊＊リヨンのベルクール広場に面する
オテル･ル･ロワイヤル･リヨンは５つ星高級ホテルとして現在も営業中。　
＊＊＊仏語で部屋

1929年10月26日付母和歌宛絵はがき：P-111
九時起床、ミュゼー*を見ました。シャバンヌの壁画、マネー、
クルベー、の名作、正午ミュゼーを出たら雨になりました。
一寸したレストランで中食、靜物用の切**等求めて、午后
は又、二時間をミュゼーに過ごす。よい一日でした。（―中
略―）明二十七日、十時二十五分リヨン発、アビニョン見学、
マルセイユへ向います。
＊リヨン美術館。フランスでも有数の規模の大きな美術館のひとつ。大
階段を囲む壁にピエール・ピュヴィス・ド・シャヴァンヌが描いた壁画
がある。　＊＊リヨンは絹織物の産地として知られており、静物画用の布
を購入したと思われる。

1929年10月27日付父理吉宛絵はがき：P-112
五日の旅終へて、一ヶ年半振りで、僕が初めてフランスの土
を踏んだなつかしいマルセイユへ来ました。一寸変りました
所も目につきます。寫生しつつハルナの到着を待ちます。ホ
テルメヂテランネー*、高くて室が悪いので一寸閉口してゐ
ます。明日、グランドホテルに移りましょう。
＊オテル・メディテラネ（Méditerranée）か？
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　7）サロン･ドートンヌへの入選

　これまで見て来たように、クラマールへ移ってからの1年、
中西はもっぱら旅をして過ごしたが、旅に出ない時は、クラマー
ルからムードンにかけての美しい森やムードンにあるロダンの
アトリエ付近を写生したり、養老院の老人や村娘をモデルにた
のんで人物を描いたりした。また、油彩で制作をする方が多く、
水彩は遠出する時に持ち出す程度であったという（前掲『水繪 技

法と随想』p.304）。
　この中西の制作態度は、「水繪具といふものに固執すること
から自己を解放し」、「一畫學生として勉强をやりなほそう」（前

掲書p.303）と考えたことによるものである。学生時代から水彩
画を描くことに対し周囲から様々言われ続けてきた中西は、滞
欧生活を通じ優れた巨匠たちの水彩画に触れることで、「最も
優れた畫家に依ってのみ、最もよき水繪が描かれて」おり、優
れた作品であれば「それが油繪であらうが水繪であらうが、そ
んな事は大して問題にされない」という認識をあらたにする。
そして水彩画を追究するにしても「水繪具といふ材料に一から
十まで執着する必要は全くないと覺」るとともに、「總ゆる適
當な材料で自由に、おほらかかに繪畫の勉强を始めようと決意」

（以上前掲書pp.301-302）したのである。
　また中西は、制作に行き詰まるとパリへ出て、ルーヴル美術
館や画廊を回ったり、モンパルナスの研究所へ通ってクロッキー
を行ったりしたという（前掲書pp.306-307）。
　中西の著書や書簡の中に、彼が通ったというモンパルナスの
研究所の名前は出てこない。しかし、研究所での様子について

「午后二時開始、二時――三時着衣一ポーズ、三時――四時裸
體一ポーズ、四時――五時裸體二ポーズ、五時――七時の二時
間は五分づゝ裸体クロッキー二十ポーズである。」（前掲書p.307）

と記しており、モデルが５分毎にポーズや場所をかえる“Croquis 
à cinq minutes”という授業があることから、アカデミー･ド
･ラ･グランド･ショミエールであろうと思われる。このアカ
デミーは、オープンなシステムで、好きな期間だけ、たとえ数
時間だけでも入学でき、モデルのスケッチを行い、教師のアド
バイスを受けることも受けないことも自由であったという。友
人の小磯良平をはじめ、多くの日本人留学生たちも通っていた。

　旅にあけくれ、またクラマールではこのように過ごす中、
1929年11月、第22回サロン・ドートンヌ（グラン･パレ、パリ：
11月3日−12月22日）に、《Trouville, bateaux（トゥルーヴィ
ル、船）》（図 C-14）と《Meudon, la Maison blanche et le 
Chemin（ムードン、白い家と道）》（現在は《ムードンの丘》という

タイトルで知られている）（図C-15）の2点が入選した（註28）。中
西はサロン・ドートンヌについて「繪は頗る玉石混淆で日本の
展覧會よりレベルが高いとは云へないやうに思つた。水繪の出
品は矢張り少なく二千點近い出品画に對して三四十點よりなか
つたと思ふ。（―中略―）水繪は無名作家が多く、感心させられ

1929年10月30日付父理吉宛絵はがき：P-113
マルセイユはさすが世界の港、各国人を集めてゐます。画材
も豊富、毎日ホテルの室から寫生してゐます。日本飯「フヂ」
で生きのよい鰹のお刺身に大いに元気をつけました。今日は
午後からAix*見物、一寸いゝ所でした。魚がウマイので二
人共大喜び、ハルナ入港の日も近づきました。
＊Aix-en-Provence　エクサン=プロヴァンス

1929年11月２日付母和歌宛絵はがき：P-115
二十七日、八日と旧港前のオテルメヂテランネ。こゝが高價
で不愉快なので、二十九日、同ぢく旧港前のオテルノーチッ
クに移りました。昨一日は電車でヱスタック、（セザンヌの
描いた所）に行きました。そして今日は十一月二日。ハルナ
入港も明日になったので、再度、ホテルを変へて、グランド
オテル*へ。リヨンのロワイヤルにも劣らぬ素敵な室、お風
呂付、こゝでいよいよ明日、荻野君をむかへます。今日は午
后からゴーグのよく描いたアルゝへ。
＊Le Grand Hôtel du Louvre et de la Paix 中西が1928年７月２日の
マルセイユ到着時に泊まったホテル

　なお、このアルル訪問時に、ゴッホが描いたことで知られる
跳ね橋の前で撮影した写真（図M-36）がのこされている。

1929年11月３日付母和歌宛絵はがき：P-116（図M-18①②）
十一月三日午前七時、ハルナ丸、無事入港、元気な荻野君の
顔を見た時は嬉しく安心しました。美校先輩の田口様*もご
一緒（―中略―）明日パリーへ。
＊田口省吾（1897−1943）、評論家 田口掬汀の息子。省吾の息子は作家
の高井有一。なおこの絵はがきには、荻野暎彦の添え書きがある。

　荻野を無事迎えた中西。これ以来、中西は荻野と行動をとも
にすることが多くなり、荻野は以後の中西の書簡に最も多く登
場する人物となる。また、上記10月30日付父宛絵はがき（P-
113）に、毎日ホテルの窓から写生している旨が書かれているが、
その時描いた作品のひとつが当館所蔵の《マルセイユ風景》（現
場制作）（図C-12）である。この作品の裏面には「一九二九. 
十.マルセイユ」と書かれており、それを裏付けている。マル
セイユ滞在中、中西はホテルを変えているが、「オテルメヂテ
ランネ」も「オテルノーチック」も旧港前のホテルであると記し
ており、窓からはここで描かれているような景色が見えたはず
である。なお当館は、この現場制作をもとに、ひとまわり大き
なサイズで制作した《波止場（マルセイユ）》（図C-13）も所蔵
している。
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るやうな水繪の出品はあまり無かつた」（前掲書pp.307-308）と、
後年冷静な分析をしているが、この当時の中西にとって、サ
ロンへの入選は嬉しいものだったに違いない。ただ残念なこ
とに、この入選について中西が記した書簡はのこっていない。
翌年の２度目の入選の際には、家族に手紙等を送っているので、
中西の筆まめぶりを考えても、初めてのサロン･ドートンヌ入
選で、家族へ何も通知しないことは考えられず、何らかの事
情でこの前後の書簡がなくなってしまったと考えるのが自然
であろう。また、中西入選の報に接した竹中郁が、「祝、サロ
ンドオトンヌ入選（―中略―）サロン入選祝賀会の要あり、お
ごるべし」と書き送ったはがき（図C-43）がのこっており、こ
こには、「ホテルビュファローの竹中君からこんなはがき来ま
した。オゴルかな　利」と中西の添え書きもある。つまりこの
はがきは、家族のもとへ封筒に入れられて送られたはずで、
このはがきの存在も、中西が家族に宛てなんらかの手紙を送っ
たことを裏付けている。なお、竹中のはがきには、10月17日
の消印（17・Ⅹ）があるが、展覧会の会期は11月３日からな
ので、開幕２週間前にはすでに入選の知らせが届いていたこ
とになる。したがって、10月23日にマルセイユへの旅に出発
した時には、中西はサロン・ドートンヌに入選したことを知っ
ていたわけだ。

　サロン・ドートンヌに入選した２点の作品中、《Trouville, 
bateaux（トゥルーヴィル、船）》は、既述のようにこの年７月
のノルマンディー旅行の成果である。この作品は、最初に中西
作品を体系的に研究した匠秀夫当館初代館長の研究で「現存し
ない」（註29）とされていたが、その後、中西利雄長男、中西利
一郎氏の調査で、前出図版（図C-14）の作品であることが判明
した。その図柄は、中西が1930年１月８日、引っ越したばか
りのパリのアトリエ（これについては後述する）の様子を描いたイ
ラスト（図C-47①）の中に、「サロンに出シタ水繪」の表記とと
もに作品の一部がラフに描かれているもの（図C-47②）と一致
する。そしてこの作品は、《港と教会》というタイトルで、
1979年や1984年の回顧展（註30）に出品されていたものであっ
た。この作品右下には「1929.7」の年記もあり、それは中西が
トゥルーヴィルに滞在していた期間とも一致する。

　8）エルネスト・クレッソン通りのアトリエへ

　1929年12月、中西はクラマールの下宿から、パリ14区、
エルネスト・クレッソン通り18番地（18 rue Ernest Cresson）
のアトリエに移ることが決まる。ここに住んでいた小磯良平が
帰国することになり、中西がその後を引き継いだのである。こ
のエルネスト・クレッソン通り18番地は、外国人画家向けアパー
ト形式の貸アトリエで、中西が小磯から引き継いだ部屋は、正
宗得三郎、大久保作次郎、伊原宇三郎、小磯良平と、代々日本
人画家によって受け継がれ、中西の後は森芳雄に引き継がれる

ことになる。中西が借りた頃の家賃は、3ヶ月で1,030フラン
であったようだ（註31）。また後日中西は、自分が画室を出たあ
との家賃について、現在四千フラン（一年）を、五千四百フラ
ンに値上げすると知らされたことを書いているので（1931年８

月９日付母和歌宛手紙：L-115）、中西がこのアトリエを借りている
期間、家賃の値上げはなかったようだ。
　ちなみにこの建物にはほかに、梅原龍三郎、児島虎次郎、坂
本繁二郎、林倭衛、小山敬三、岡本太郎等、多くの日本人画家
が住んだ。
　このアトリエについて、中西は後に次のような文章を記して
いる。

アトリヱは、代々日本人畫家によって、即ち正宗、大久保、
伊原、小磯の諸氏により受つがれた由緒ある畫室、階段こそ
九十何段もあつて毎日相當私をなやましたが、その他の點で
は申分なかつた。そして壁は伊原氏自ら塗る所のグリの水性
ペンキによつて、アトリヱの空氣とピツタリ合つて、始めて
其のアトリヱを見に行つた時、私を無性に喜ばせた。そして
私も其の灰色に合せて水性ペンキを壁の傷んだ部分に塗る勞
働を三日間やつたが、御蔭で私はそれから壁紙に惱まされる
心配もなく日本に歸る日まで、そのアトリヱで勉強すること
が出來た。（中西利雄［壁紙を怖れる］「水繪散策Ⅲ」『みづゑ』345、

1933年11月、pp.315-316）

　しかし実は、小磯からのアトリエ引き継ぎは、必ずしもスムー
ズではなく、中西はちょっとしたトラブルに遭ってしまう。

1929年12月11日付父理吉宛絵はがき：P-117
拾二月拾一日、宮田君* 小堀君** 小磯君と僕 四人揃って差
配の所へ行きました。そしてその悪差配にかゝって、僕のア
トリヱへ入る望みも消えかゝりました。その悪差配曰く、貴
方達の後はモウ当方で定めてしまったから駄目だと、勿論、
フランス語のうまい宮田君 小堀君が百方抗辯つとめたので
すが。（―中略―）僕が一ヶ年半も待ったアトリヱも駄目となっ
たら、又新たにさがす元気もありません。いづれ、門番と差
配が金にしようとの悪計です。
＊医学博士で画家の宮田重雄（1900−1971）であろう。当時宮田は、パ
リのパスツール研究所で血清研究のかたわら絵を描いていた。　＊＊東京
美術学校西洋画科同窓の小堀四郎（1902−1998）であろう。

1929年12月17日付父理吉宛絵はがき：P-118
幸ひウマク解決がつきました故御安心願います。昨日、小磯
君と、秋間と云ふフランス語の名人を連れて交渉に出かけま
したら、案の條、お金が欲しいので、二人*に二百フランづゝ
やって、手續きをすませました。その節、小磯君が半分、負
擔して、大変同君にはお気の毒してしまひました。（―中略―）
此の月二十日からアトリヱは僕のものになります。
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Ⅳ 1930年の絵画制作 Ⅰ（1月から8月）

　1）アトリエからディエップへ

　1930年の書簡は、年賀状として送られた絵はがき（P-120，
図C-44）、そして1930年１月８日の日付がかかれたアトリエ
のイラスト（L-2，図C-47①）（このイラストは手紙に添えて同封さ

れたと思われるが、その手紙は現在のこっていない）に始まる。そして
しばらく日があいて、2月18日付父理吉宛手紙（L-3）の、「今
年の冬はトウトウパリーで冬を（ママ）過ごしてしまひました。
しかし矢張りパリーの冬は悪い季候です」へと続く（この間1ヶ月

以上あるが、書簡が失われてしまったのかも知れない）。絵画制作に関
する記述は、３月７日付母和歌宛の手紙が最初になる。

1930年３月７日付母和歌宛手紙：L-5
やっと、少しずつながら、画の方も芽を吹き出したこととて
今一、二年は是に止って勉強したいと考へます。で大体の所、
来年（一九三一年）の冬（十一月頃か）パリーを発って、歸国
の途につきたい考へです。

　この冬をパリのアトリエに籠もって制作を続けた中西は、自
分なりに多少の進展を見たようで、３月７日にはこのように記
した。しかし十日後の３月17日付の手紙（L-7）では、早くも
次のように悩んでいる。

1930年３月17日付母和歌宛手紙：L-7
今、六十号描いて居ます。なやんでおります。今頃は水繪描
きません。小山君*のヱハガキ、彼のウマクなったのに驚い
てゐます。自分の信ずる所をやって見る許りです。まだまだ、
ホントウの芽は吹きません。
　情としては早く歸国して、御安心の参るやうにしたいと思
ひますのですが、なかなか仕事の方は思ふやうになって呉れ
ません。淋しさや誘惑や怠惰やそんな敵がたくさんゐます。
多くは望みませんが、いゝ画が描きたいです。
＊小山良修

　こうした思いは、おそらく、日本から送られてきた小山良修
の作品の絵はがきを見て、考えさせられることがあったからで
あろう。思いを整理するためか、あるいはずっとパリのアトリ
エに籠もっていたため気分を変えたくなったのか、3月末、中
西はノルマンティー地方のディエップへ出かけることにする。
昨年11月にマルセイユの旅から戻って以来、約５ヶ月ぶりの
旅行である。

1930年３月31日付父理吉宛絵はがき：P-121
英佛海峡に臨んだディヱプに来ました。パリーに居ること五ヶ
月、久し振りでホテルの窓からきく波の音は又、格別です。

＊12月11日付父宛絵はがき（P-117）で触れられていた差配と門番（コン
シェルジュ）

　こうしてなんとか、12月20日、小磯からアトリエを引き継
ぐことが出来た中西は、野口健司に移転先の住所を記した年賀
状を送っている。

1929年12月31日消印野口健司宛絵はがき：PN-6
賀正、パリも今年は大変凌ぎよいです。来る一月四日より、
テアートルピガールでセザンヌの作品八十点の会があります。
有難い都です。冬のセーヌは実に美しい。左記アトリヱへ移
りました。18 rue Ernest Cresson  Paris （14e）

　中西がこのアトリエに実際に引っ越した日は（借用する権利を

有したのは1929年12月20日であるものの）、実は正確には分からない。
前掲『水繪 技法と随想』には、「三年目の一月に私は住み馴れ
たクラマールの素人下宿を引き拂ってパリの畫室へ移った」

（p.308）とあるのだが、上述の12月31日消印の野口宛はがきに
は「移りました」と書かれているので、12月中には引越したよ
うにも思える。しかし、このはがきは年賀状（＝すなわち１月の状

態を想定して書いたもの）であり、消印は、クラマールの消印なのだ。
また既出「水絵散策Ⅲ」の「其の灰色に合せて水性ペンキを壁の
傷んだ部分に塗る勞働を三日間やつた」という３日間も考慮に
入れなければならないだろう。アトリエのイラスト（L-2，図
C-47①）には、1930年１月８日の日付があるので、この日ま
でに中西が引っ越しを完了したことは間違いない。また、窓か
ら見えるエッフェル塔をはじめ、既述の蓄音器やサロン・ドー
トンヌ出品作、オランダで買った人形、今描いている絵や画材
なども描かれていて、なかなか楽しい。と同時に、ここで始ま
る新たな生活に対する中西の期待も感じられる。

　さて、パリのアトリエに移って以降、中西の家族への書簡は
大きく変化する。絵はがきは減り、圧倒的に手紙が多くなる（「中

西利雄滞欧書簡リスト」本書pp.65-71）。手紙はほとんどが母宛で、
近況報告のみならず、日本から送ってほしいもののリクエスト
や送金依頼、そして中西の悩み等、日々の思いが赤裸々に綴ら
れているのだ。繰り返しになるが、日を置かず書き続けた手紙
は、ある意味で中西の日記とも考えることが出来る。このよう
に1930年からの書簡には、1通の手紙に様々な内容が述べら
れているので、以後は、「絵画制作に関すること」「交友関係」「食
生活」といったテーマごとに、各書簡から該当箇所を抜粋する
形で紹介していくが、まずは絵画制作に関するものから見てい
きたい。
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三日程、なんにもしないでボンヤリ空と海を見て暮したいと
思っております。

　また４月1日には、家族宛の文面をしたためた複数枚の絵は
がきを封筒に入れて送っている。そのうち母宛（P-123）のも
のには、宿泊先「Hotel AGUADO」の場所が示されており（図
M-19①②）、ここで二三日ゆっくりすること、宿泊客がイギ
リス人ばかりであること等が書かれている。
　そして4月3日には、ディエップを午前7時55分の急行で発
ち、パリのサン=ラザール駅から車をひろって10時40分、パ
リのアトリエに戻っている（1930年4月3日付母和歌宛手紙：

L-11）。戻ると日本からの便りが何通か届いており、その中に
は中西が送付を頼んだ日本で制作した水彩画の包みも含まれて
いた（なお、中西が送付を依頼した際の書簡はのこっていない）。

　2）アトリエでの人物画制作

1930年４月３日付母和歌宛手紙：L-11
私の古い水彩画御送り下され有難う御座居ました。お手數か
けまして申訳ありません。早速、開いて沁々、昔の ― と云っ
ても二三年前の自分の画を見ました。そして幼稚さ浅薄さに
驚くと共によくマアこんなものを麗々しく人前に出せたもの
だと実に恥いりました。パリーに来て自分の姿、小さい幼稚
な自分をはぢめて知ったことはせめてもの幸ひでした。今度、
日本へかへったら、之んな恥しい思ひはしたくありません。

（―中略―）昔の画を見るにつけても、矢張り画描きは少し
でも長くパリーに居る方がよいことを覚りました。之からは
一つ仕事に馬力をかけて、一寸いやなことですが御土産作品
も少しは描きましょう。（―中略―）又来週からモデルはぢめ
ましょう。少しづゝは、目鼻がついて来ます（油の方に）、
水彩は不満足です。今筆を持ちません。ウマイ、マズイは別
として、人に恥しくない自分の画を描いてからかへりたいも
のです。モウ僅か一ヶ年半よりないのですから、マゴマゴし
てはおられません。

1930年４月７日付母和歌宛手紙：L-12
今日は月曜、午后モデル始めました。アルサス生れのマダム、
ベネジクチュフ。靴が高い故か、恐しいノッポで、扉を開け
た時、首が上の方にあって驚きました。いゝモデルです。モ
ウシバラク水彩を描きません。油でシツカリやつておけば水
繪だつて進歩します。近頃少し水彩に興味を失ひました。む
ずかしい許りであまり本格の勉強になりませんので。しかし
止めやうとは思ひません。

　この様に、モデルを雇ってアトリエで制作を続ける中西だが、
昨年から引き続いてもっぱら油彩画を描いていることが分かる。
水彩画に満足できず、水彩への興味すら失いかけるものの、「し

かし止めやうとは思ひません」の記述からは、水彩画への強い
思いも感じられる。水彩画への悩みを抱えつつの油彩での制
作。こうした状況におけるアトリエでの人物画制作は、以後し
ばらく続くこととなる。

1930年４月21日付母和歌宛手紙：L-14
先週は人物三十号着衣やりましたが、割合、思った通りに行
き、少しは慰められてゐます。手の難しいのはホトホト閉口
してゐます。手だけでももう少し研究しなければなりません。
時々は今までして来た勉強の跡を出して来て見ますが、まる
で駄目です。水彩等、數だけは相当ありますが、日本に持っ
て歸って発表しやうなぞ思ふ画は一枚もありません。淋しく
もありますがどうも、自分が悪いですから止むをえません。
歸国する日までに、一、二枚は気に入った作品が出来ること
を願ってゐます。

1930年５月11日付母和歌宛手紙：L-22
仕事の方、続けて油の方許りやってゐますが　水彩の如くに、
材料そのものに制限されないのは、愉快です。しかしまだと
りとめたものもありませんが。

1930年５月17日付母和歌宛手紙：L-23
相変らずアトリヱでモデルを描いております。一寸好いモデ
ルが手に入ったので約一ヶ月程、續けました。アルサス生れ
の女でロシヤ人と結婚して、パリーに住って居るのださうで
す。未だ若い癖に二つになる子供があるさうで、そんな点か
ら、割合、他のモデルより温和なのでしょう。

　中西はアトリエでの人物画研究を、この年の8月末頃まで集
中して続けており（この間、パリ近郊のフォントネー=オー=ローズに3

週間ほど滞在しているのだが、これについては後述する）、その間、モ
デルも何名か代わっている。1930年の８月末までの中西の手
紙で触れられているのは、４名である。
　まず、上述の４月７日付手紙（L-12）で記されている「アルザ
ス生まれ」の「いゝモデル」マダム・ベネジクチュフ。５月６日
付母和歌宛の手紙（L-20）で「ヨイモデルだが、此奴、時々我儘
を云って弱ります」と記してはいるものの、1ヶ月以上、雇っ
ている。５月18日付母和歌宛の手紙（L-24）（この日は日曜なので

モデルは来ない）に「明日から又、新しいモデルがアトリヱへ来ま
す」の記述があるので、上述の５月17日付手紙（L-23）が書か
れた日まで、このモデルを描いていたことが判る。次に言及が
あるのは、イタリア人のモデルである。

1930年５月31日付手紙：L-28
今週は友人小堀君*の紹介で伊太利生れの女をモデルに使っ
て居ります。三十号人物、着物はうまく行ったのですが、顔
で手こずって、今日はとうとう消してしまひました。油にし
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す。最近、少々無理勉強をして、大きな水繪を（二尺― 一
尺六寸）を十五六枚描いて見ましたが結句、無理して多く描
いても、よい画は出来ません。二三日たつと、皆んな嫌にな
つてしまひました。画位、正直なものはなく、慾ばってたく
さん描いても、骨折ぞんに終ることがシバシバです。（―中
略―）ともかく、やれる所までやって見ます。今、グアツシュ

（水彩と油の混血児みたいな材料）をやっております。

1930年８月２日付母和歌宛手紙：L-43
今、グアツシュで大きな画を描く下稽古をやってゐますが、
どうも甘くなって、又、人眞似になって面白くありません。
画って、むずかしいものです。描いても描いても算術のやう
に思った答へが出来て来ません。パリーにだって僕より下手
な画描きが幾千人もゐるでしょう。しかし上手な奴ときては
又素晴しくうまくて、そいつ等の画の前に立つと、ガッカリ
して気が遠くなります。（―中略―）近頃はなんだか自分の画
がいゝのだか、悪いのだか判らないやうな混乱振りです。な
るほど、昔の画と比べてみれば、一寸は見られるやうになっ
たのでしょうが。来週は鈴木良三さんのマダム（アミと称し
て同棲しておる婦人）にポーズしてもらって、油をやるつも
りです。（―中略―）せめて、二十点は人に見せられる作品を
持ってかへりたいと思います。

1930年８月５日付母和歌宛手紙：L-44
只今、鈴木さんのアミ、マドモアゼル、レオンにモデルになっ
てもらって、油を描いております。（―中略―）それにつけて
もフランス語が上手になりたいと思ひます。で一生懸命、午
后はモデルのレオンと話します。先ず一通りは面白く世間話
し位判ります。時々、レオンに佛和大辞典をさがさせながら。

1930年８月13日付弟幸三郎宛手紙：L-46
今、幸ひよいモデルを得たので、毎日午后、アトリヱで勉強
しております。以前よりやゝ筆の運びも楽にはなりましたが
まだまだとても、よい画は出来ません。来月は午前午后と大
いにやって見たいと、大きなトワル（画布）等用意して意気
組んでおります。

1930年８月16日付母和歌宛手紙：L-48
先日、大分、上等な画布、五十号八枚分、求めました。九月、
十月とモデル續ける用意です。之からの一ヶ年半は今までの
二年にも三年にも比敵する能率のあがる期間と考へます。大
分、勝手も分り、落付きも出ましたから。で伊太利寫生旅行
でとゞめをさすとして、ともかく来年の秋までには、少しは
まとまった作品が獲られると、―― 一寸、獲らぬ狸の皮算
用ですが ―― とマア思ってゐます。

ろ水彩にしろ、相変わらず悪戰苦闘を續けております。時々
は書きためた水彩を出して来て見ると、少しは見られるのを
発見しますが、その數は実に又少數です。
＊小堀四郎

1930年７月８日付母和歌宛手紙：L-35
只一人きりの生活にも練れました。シャツのつくろい等は其
の時其の時のモデルがやって吳れます。今のモデル伊太利ト
リヱスト*生れの十八才、母上が出発の節入れて下さったこ
んな鈴のついてゐる日本の鋏**を器用に使って新しいシャ
ツの長い袖をつめてくれます。
＊トリエステの仏語読み　＊＊手紙には握り鋏のイラストが描いてある。

　７月８日付の手紙（L-35）に書かれたトリエステ生まれのモ
デルと、５月31日付の手紙（L-28）にあった小堀四郎の紹介と
いうイタリア生まれの女性は同一人物である可能性もある。「日
本の鋏を器用に使って新しいシャツの長い袖」詰めをしてくれ
るという記載からは、モデルとの親しさも感じられるが、「シャ
ツのつくろい等は其の時其の時のモデルがやって吳れます」と
も書かれており、手紙で触れられている以外にも、モデルがい
たことは推測できる。中西は、モデルに、気軽にしばしば、縫
い物等を頼んでいたのであろう。
　翌８月に登場するモデルが、鈴木良三の女友達、レオンで、
彼女に関する最初の言及は、8月2日付の手紙（L-43）になる。
この７月、パリは涼しく過ごしやすかったことも手伝って、中
西は「海へ行くこともなく、引続きアトリヱに籠城して」（1930

年７月24日母和歌宛手紙：L-40）制作を続けているのだが、満足の
いく作品がなかなか出来ず、制作上の悩みは、一つのピークに
達していく。と同時に、水彩にグワッシュを併用した色彩研究
について初めて手紙で述べているのもこの頃である。悩みなが
ら試行錯誤を続け、ひとつの方向性を見いだそうとしている
･･････。レオンがモデルをつとめたのは、このような時期にあ
たる。

1930年７月24日付母和歌宛手紙：L-40
今夜（七月二十四日）、今まで出来た画（水彩画だけ）を整理
して見ました。全部（大小合せて）約百五十点あります。之
のなかで私が日本で発表してもよいと思ふのは約一割でしょ
う可。もう後、一ヶ年半で約同數出来るとして、全体で四十
点位、発表出来る画を持ってかへりたく希望しております。
今秋のサロンドートンヌに出品して見たいと思っておる作品
が現在二点あります。やゝ、気に入った作で、水彩にグアツ
シュを併用したもの、之れも今少し深く研究して見たら面白
いと考へえてゐます。

1930年７月31日付母和歌宛手紙：L-42
苦しみながらも、少しずつは、画の方もすゝんでおるやうで
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1930年８月26日付母和歌宛手紙：L-52
今週は私もいさゝ可、死物狂いで画を描いてゐます。午前と
午后。午前九時、レオンが来ます。僕の朝飯のパンを持って。
寝坊しなくて結句いゝです。でも午前午后、たち續けておる
ので、ロクな画も描けないくせに、午后六時にはヘトヘトに
疲れて、レオンの足音が階下に消へると、ベットの上にぶっ
倒れて、休みます。 

　3）日曜日には郊外へ

　このように中西は、4月3日にディエップから戻って以降８
月末まで、モデルを雇い、アトリエで奮闘する毎日を続けてい
る（後述するフォントネー=オー=ローズ滞在期間を除く）。しかしながら、
日曜日にはアトリエでの仕事を休み、パリ郊外へしばしば写生
や遊びに出かけた。この写生では、中西は主に水彩を用いてい
る。「よい空気と美しい流れと生々しい樹木はパリーの疲れを
休めて」（1930年４月15日付手紙：L-13）くれるものだった。この
郊外への外出には、しばしば荻野暎彦が同行している。

1930年４月７日付母和歌宛手紙：L-12
昨日の日曜（四月六日）には荻野君と二人で、クラマールか
らムードン方面に寫生に出かけました。午后三時まで二人共
頑張って一枚仕上げ、非道く空腹を感ぢたので、カフヱーに
飛込んで、大きなパンを存分食べました。

1930年４月21日付母和歌宛手紙：L-14
先日の日曜日（四月十三日）には山内君*、荻野君と僕の三人
で、サンゼヱルマン、アン、レイ（パリー近郊の名所、電車
で約三十分）に散歩に行きました。フランスに王朝盛んなり
し頃、離宮に使用された城等あり、善美を盡した庭園、延々
一里に近き大テラス（散歩用の）皆公園になって居り、日曜、
祭日にはパリー人を楽しませております。
＊荻野と同じ船で渡仏してきた青年。中西の書簡では「日佛通商の方、と
云って来た二十六才の青年」（1930年５月11日付母和歌宛手紙：L-22）
と書かれている。その名は中西の書簡に散見するが、中西の手紙には姓
のみしか書かれていない。後日、帰国した中西のもとに届いた1932年
３月22日付のはがきに書かれている「山内篤治」と同一人物と思われる。

1930年４月27日付母和歌宛手紙：L-16
四月廿七日（日曜）、春らしい青空、荻野君と二人でFIN 
D'OISE*まで寫生に行きました。此處はセーヌ河の下流、
オアーズ河の合流する地点、ガールサンラザール**より約
四十分、日本の田舎でも一寸、見られないやうなボロ汽車で。

（―中略―）荻野君は油、僕は水彩を各一枚づゝものして、
午后三時、川沿ひのレストランでハムとパンの遅い中食をす
ませ、又、寫生なぞしてパリーへ歸ったのが、午后七時
＊ファン･ドワーズ：コンフラン=サントノリーヌにある駅名　＊＊パリ
のサン=ラザール駅

1930年５月３日付絵はがき：P-125
パリーから汽車で三十分許りの近郊に之んな美しい靜かな所*
があります。五月三日（土）、午前モデルをやったので午后
一人でスケッチブックだけもって行って見ました。川沿ひに
小奇麗な別荘なぞあってよい所です。
＊ラ･ヴァレンヌ=サン=ティレール

1930年５月４日付絵はがき：P-127（図M-20①②）
荻野君とVillier Sur Morin*に寫生に参りました。ガールド
レスト**発午前十時二十四分、Esbly***乗換、美しい平和な
村に降りたのが十一時半、二人共各一枚ものして、此の寫眞
のレストランで中食代りに御菓子なぞ食べました。ここは以
前、死んだ二科の佐伯祐三がウント勉強した所で、たくさん
日本人画家も行くため、村の人も親切にして吳れます。コノ
ハガキもホテルのマダムが吳れたのです。
＊Villiers-sur-Morin（ヴィリエ=シュル=モラン）　＊＊パリの東駅　 
＊＊＊エスブリー駅

1930年５月11日付母和歌宛手紙：L-22
今日の日曜日は山内 荻野 僕の三人で先日、寫生に行ったヴァ
レンヌ*に出かけ、雨に降られながら、ボート漕いだり、一
日清遊しました。
＊ラ・ヴァレンヌ=サン=ティレール

1930年５月18日付母和歌宛手紙：L-24
十八日（日曜）、寫生に出る予定でしたが午前中天気が面白
くないので、二人*でステッキ片手の散歩に出かけました。
アルマ**よりセーヌ河の蒸気船に乗る頃から、上々の好天
気となり、一時間近くの川下りは実に愉快でした。
＊中西と荻野　＊＊アルマ橋

　1930年４月～5月における日曜の郊外への外出について、
中西の書簡で触れられているのは以上であるが、ほぼ毎週出か
けていたことを鑑みるともう少し多いのではないかと思われる。
４月15日付手紙（L-13）に次の日曜は「Villiers Montbarbinへ
参ります」（ヴィリエ・モンバルバン：パリ近郊クレシー=ラ=シャペル

にある駅の名）という記載はあるものの、実際に訪れたかどうか
は判らない。また、当館ではアンギャン=レ=バンが描かれた
作品を所蔵しているので、書簡での言及はないものの、中西が
郊外への写生の一環として、この頃この地を訪れたことは確か
である。
　平日はアトリエでモデルを描き、日曜日は郊外へ写生や遊び
に出かける生活が定着する中、中西は、６月、パリ郊外のフォ
ントネー=オー=ローズで３週間を過ごす。パリから列車で20
分程の場所ということもあり、必要に応じて、しばしばパリへ
行っては戻る（用足しのみならず、パリで食事をとって戻る等も）こと
を繰り返したようだ。
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が２つ開催されている。ルーヴル美術館で開催された、「ウ
ジェーヌ・ドラクロワ展」（Exposition Eugène Delacroix : pein-

tures, aquarelles, pastels, dessins, gravures, documents : Musée 

du Louvre, juin- juillet 1930）と、ベルネーム画廊で開催された「ジェ
リコーより今日までのフランス水彩画家達展」（Les Aquarellistes 

français de Géricault à nos jours : Galerie Georges Bernheim, du 

18 juin au ３ juillet 1930）である。
　ドラクロワ展には油彩の他、100点近い水彩画も展示された。

「私は數多くのドラクロアの水繪を此時見て眞に驚嘆した。ド
ラクロアの水繪を見ると、それは決して餘技的にとか習作的に
とか考へられないもので、その技法は正に正面から堂々と攻め
た水繪技法の本格的な最高度の練達を示して居るのである。そ
れらは（―中略―）藝術的な香りと鋭い感覺を持ち、その水繪
具の効果に於いては豊かさと新鮮さに満ちて居るのである」（前

掲『水繪 技法と随想』p.313）。また、フランスの水彩画家達展につ
いては、「かくも多くの畫家の手に成つた水繪の多數が一堂に
集められ展觀されたと言ふ事は眞に珍らしいことで、私にとつ
て忘れることの出來ない興味深い展覧會だった」「大作こそ無
かったが、それらは繪畫として極めて純粋な美しさに満たされ
た、香り高いものであった」（前掲書pp.316-317）。後年、この
二つの展覧会について、中西はこのように述べており、以後の
中西の水彩画制作にあたって、非常に大きな啓発と示唆を与え
るものとなったようだ。中西は同書でこのように続けている「此
の二つの展觀は私に教へるものゝ實に多くを持って居た。私は
會場に何度となく足を運んで、それらの水繪の語る不思議な美
しい世界に見入ったのである」（前掲書p.317）。

　中西は、７月以降もアトリエでの人物画制作と、週末におけ
る郊外でのスケッチ等を続けている。しかし、以後の書簡には、
具体的なスケッチ等の様子が書かれたものは少ない。７月15
日付母和歌宛絵はがき（P-135）はパリから出したものだが、
絵はがき自体はムラン（Melun）のものなので、それ以前にム
ランへ出かけたことは確かであろう（但しその文面はスケッチとは

無縁の内容）。1930年７月～８月の書簡で郊外スケッチについ
て具体的に触れているのは、７月24日付母和歌宛手紙（L-40）
の「明日はクラマールへ写生に行きます」というものと、８月
17日付絵はがき（P-136〜P-140）のマント（マント=ラ=ジョ
リー）へのスケッチである。

1930年８月17日付絵はがき（封書で５枚送付）：P-136〜
P-140

（P-138）十一時四十五分発、急行でMANTESまで走り續け
る。トリヱール辺りのセーヌの下流の美しいこと。十二時
五十分、マント着。重い荷かついで、お寺までテクル。

（P-139，図M-22①②）此の古い橋は、コローも描いてゐる。
一家揃って川べりで食事してゐる平和な情景を随所に見る。
僕、珍らしく神妙に水彩一枚仕上げる。一寸甘いがマアマア
日曜日の餘興ぢや止むをえまい

1930年６月11日付母和歌宛手紙：L-29
六月十一日、此の數日来、素晴しい好天気續きめっきり、暑
くなりました。今日、午后、荻野君を誘って、ホントネーオー
ローズへ出かけました。パリーの市内電車で行ける所ですが
大変な田舎です。以前、古家新君がおった所で、其のホテル
で一寸休みましたら、皆出て来て歓待して吳れました。しば
らく田舎の景色描かないので、丁度、安い室（七日間六十法*、
一日八フラン五十）が空いておった故、来ることにして、定
めて来ました。明日から一週間か二週間、ホントネーで風景
を勉強しましょう。一日が八法

フラン
五十（日本貨にして七十銭位）

とは安いホテルです。其れでゐて洗面所が別室についてゐる
と云ふ訳、まア、夕飯はパリーで食べて、ホントネーに歸り、
早寝早起をやって、画を描きましょう。
＊法＝フラン

1930年６月12日付絵はがき（封書で３枚送付）：P-132〜
P-134

（P-132，図M-21①②）繪の道具と、家出でもするやうな手
廻りの品をいれた風呂敷包み抱へてフォントネーオーローズ
に来ました。此のホテル*にゐます。一等上等の室、一日八
法五十（七十銭）

（P-133）こんなノンキな汽車でパリーから二十分程、市内電
車も一二七番と八十六番が来ます。至極便利で、それでゐて
実に田舎田舎してゐます。

（P-134）拾号風景一枚描きました。明日はパリーのアトリヱ
から水繪の道具運んで来ましょう。毎日パリーへ出られます
から便利です。
＊Maison ANCELIN（メゾン・アンスラン）

1930年６月29日付母和歌宛手紙：L-33
ホントネー、オーローズの生活もモウ三週間になります。来
週は巴里に引上げやうと思っておりますが仕事の關係で多少
延びるかも判りません。油がそれでも十点程、まとまりまし
た。始めは水彩の大作をやる積りで参ったのですが、油繪の
方に、（洒落ではありませんが）――油がのって水繪は出来ま
せん。来週はパリーで寫生する予程、セーヌの岸も美しいが、
ヂャルダン、チュイルリーのさびのついたパリーらしい美し
さは格別です。

　中西がフォントネー=オー=ローズのホテルを引き払ってパ
リに戻ってきた日は、はっきりしない。７月１日にはパリから
手紙を出している（L-34）ものの、既述のようにフォントネー
=オー=ローズ滞在中、中西は、しばしばパリに戻っているか
らだ。７月８日付の手紙（L-35）からは、アトリエでモデルを
描いていることが判るので、この日までには、完全にフォント
ネー=オー=ローズのホテルを引き払ったことは明らかだ。
　なお、この６月にはパリで、中西にとって興味深い展覧会
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　マントの絵はがき５枚目には、スケッチを終えてパリへ戻り、
食事をした後、カフェでフジタと会った時の様子が次のように
書かれている。

（P-140）カフヱーのテラスで藤田に会ふ。新しいマダム同伴、
さすが藤田の御所有物だけあって其の手の美くしさに驚いた。

Ⅴ 1930年の絵画制作 Ⅱ（9月から12月）

　1）トリエール=シュル=セーヌでの日々

　９月、中西はパリから35キロほどのセーヌ河の下流、トリエー
ル=シュル=セーヌに２週間ほど滞在する。毎週末にパリ近郊
の様々な場所へスケッチ等に出ていた中西だが、この地を訪れ
てみようと思ったきっかけは、上述の８月17日にマントを訪
れた際に車窓から見えた「トリヱール辺りのセーヌの下流の美し」

（1930年８月17日付絵はがき：P-138）さであったのだろう。

1930年９月５日付母和歌宛手紙：L-54（図M-23①②）
九月五日（金）、パリーを離るること約35キロメートルの小
さな Triel（トリヱール）の町に参りました。汽車で約一時間、
戸數五百、セーヌ河の下流に沿った一寸、描けさうな町です。
昨日、下檢分に来て、気にいつたので、ホテルの室をさがし
たのですが、こんな所へもパリーから避暑に来る人があると
見えて、満員でかなりさがすのに骨を折りました。で、やっ
とホテル、コンメルスにとてもキタナイ一室をさがし出して、
ともかく定めて、昨日はかへりました。しかし今日、来て見
ると全く物凄い位、キタナク暗いので、（―中略―）外をさが
しましたら、幸ひ川向ふの Restaurant Pascal（レストラン、
パスカル）の三階の一室が空いておったので明日はそこへ移
るつもりです。此處とて、電気がなく、ランプが机の上に置
いてある始末、しかし食堂も庭も清々しく いかにも清潔な
ので気に入りました。一日、三食付30フラン（２円40銭）安
いものです。景色もなかなか美くしく、相当描けそうです。
気にいった作品が出来たら、サロン、ドートンヌに送って見
ましょう。

　この手紙は、中西がキタナイと書いているオテル・デュ・コ
メルスの便せんに書かれており、同封されたトリエールの町の
概略図（図M-23②）も、ホテルや主要な建物の位置関係が一目
で分かり興味深い。また、現在６枚のこされているトリエール
= シ ュ ル = セ ー ヌ の 絵 は が き（P-141〜 P-146，図 M-24〜
M-26）も、この町の様子をよく伝えている。中には写真面に
書き込みがあるものもあり、宿泊している「レストラン･パス
カル」をはじめとする滞在地の説明用に、手紙に同封されたも
のと思われる。そのうち、９月15日の日付があるもの（P-146，

図M-26）には、セーヌ河で釣りをする中西の姿が描き加えら
れていて、下記９月14日～16日の様子を日記風に記した手紙
の、15日の内容と一致する。
　また、トリエールもパリから近いため、中西はパリへ出て用
事を済ませたり、時にはそのまま自分のアトリエに泊まること
もあった。下記の手紙からもその様子が分かる。

1930年９月16日付母和歌宛手紙：L-57
九月十四日（日）、天気悪し。一日、レストランパスカルの
屋根裏でくすぶる。画を直したり、ボンヤリ煙草ふかしなが
ら外を眺めたりなどして暮す。田舎で雨に降られるのは一寸
困り者、（―中略―）今夜だけパリーのアトリヱへ泊りにかへ
ることにして、夕食後、八時十一分の汽車でパリーへかへる。
ガールサンラザール*着、九時十分。タキシーを飛して、ア
トリヱへ。下のコンシェルヂュの所で、八月廿六、廿八日御
差出しの御便りその他、郵便物をもらってアトリヱに入る。
自分の室らしい感ぢのするのも嬉しい。（この後、友人たちと徹

夜して過ごしたことが述べられている。）

十五日（月）七時にねて、十一時に起きて、日佛銀行に走せ
つけて、十二時二分の汽車でトリヱールにかへる。全く、電
光石火。中食をすませ、午后、レストランの親爺と釣りに行
く。まア、ほとんど生れて始めて位の釣り、所が意外にも面
白いやうにピョンピョン釣れて、二時から五時頃までに、僕
だけで十六、七匹釣上げる。
九月拾六日（火）、晴、昨日、三時間も立ったまゝ、釣りを
したので一寸、腰がいたい。午前九時、朝食をお婆さんに室
まで持って来て貰ふ。午前中、お寺を中心にした構圖の三度
目を描く。午后、可成重たい道具をかゝえて、汽車で次の駅

（Andréchy-sur-Seine**）まで出かける。トリヱール以上に
変化のある美しい町だ。セーヌの河沿ひにはパリーの金持ち
の、美くしい庭を持つ別荘が並んでゐる。川には白いボート
が浮んでゐる。なかなかシックな風景。アンドレシー**で
一枚、Pont-Effel*** で一枚、午後七時六分の汽車でトリヱー
ルにかへる。（―中略―）只今、約、十五号大の水彩を描いて
ゐます。之れで筆を練らして、来るべき伊太利旅行の準備を
してゐるわけです。一寸、石井柏亭さんに、画が似て来たの
は嫌味ですが、その内、又、なんとか変るでしょう。柏亭氏
はえらい。アノ使用法こそ、水彩繪具にもっとも、合ってゐ
るのですから。しかし人眞似は禁物、大嫌い。明日は又、一
つ馬力をかけましょう。
＊パリのサン=ラザール駅　＊＊正しくはAndrésy（アンドレジー）　＊＊＊

Pont-Effel（エッフェル橋の意）は、オワーズ川にかけられた橋で、コン
フラン=サントノリーヌにあったが、1944年に壊され、現在はない。

　また、中西はトリエール滞在中、周辺の町々をしばしば訪れ
て、スケッチを重ねている。
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ヱール及び其の近傍のヱハガキだけで百三十何枚、いずれ、
日本に持ってかへって、アトリヱでフランスを思ひ出す、よ
い手がかりとなるでしょう。（―中略―）来週は又、アトリヱ
へ　モデル始めます。
＊正しくはMeulan（ムラン=アン=イヴリーヌ）。なお、ムランの絵はが
き２枚（P-150，P-151）は、この手紙に同封されたものと思われる。

　９月５日から20日に至る、２週間のトリエール滞在（レスト
ラン･パスカルへの滞在は９月６日から20日）について、中西
は「歩き廻ったり仕事したり、釣りしたり、愉快に過せたこと
を喜んでゐます」（９月19日付手紙）と述べている。８月26日
付の手紙（L-52）に書かれていた「死に物狂いで」絵を描き、「ヘ
トヘトに疲れて」「ベットの上にぶっ倒れて」休む状況からは
一転。トリエールとその周辺の美しい自然や、この地の人々と
の心あたたまる交流は、制作に思い悩み疲れた中西の心を、十
分に癒やしたようである。そのような心の状態は、制作におい
ても良い方向へと中西を導き、この地での滞在から《トリエー
ル・シュル・セーヌ》（千葉県立美術館蔵）（図C-16）や《トリエー
ル風景》（当館蔵）（図C-17）といった、滞欧時代の代表作が生
まれている。前者はこの年のサロン・ドートンヌに入選し、後
者は帰国後の第13回帝展に入選することとなる。なお当館で
は、第13回帝展入選作に加え、中西がトリエールで現場制作
した作品（図C-18）も所蔵している。両者を比較すると、いく
つかのモティーフについて、色彩や形状、配置等に違いが見ら
れ、中西が本画に仕上げる際、それらを整理しなおして画面を
作り上げていることがよく判る。

　2）オランダ再訪、２度目のサロン入選

　10月、中西はアムステルダムの市立美術館で９月６日から
11月2日まで開催されたゴッホの展覧会を見るために、再び
オランダ、次いでベルギーを訪れる。この展覧会には、クレラー
=ミュラー家のコレクションを含む366点が出品されており、中
西はこのゴッホ展のことを、トリエール滞在中に知ったのだった。

1930年９月17日付父理吉宛手紙：L-58
それから、オランダのアムステルダムで最近、ヴン、ゴーグ
の記念展が開かれました。陳列点數三百以上ときゝます。昨
年行った所ですが、此んな機會は又とありませんから、荻野
と二人で出かけるやうになるでしょう。

そして10月２日、荻野暎彦とともに、オランダへと旅立つ。

1930年10月２日付父理吉宛絵はがき：P-152
十月二日、パリー発アムステルダムに参りました。昨年と同
ぢホテル、グーデムホーフ*に泊っております。
＊ホテル・ハウデン・ホーフト

1930年９月17日付父理吉宛手紙：L-58
午前中、昨日の画を、筆をいれたりして過す。午后、天気が
悪いので、スケッチ帖と雨具を持って、Poissy*へ行って見
る。汽車で二つ目、汽車賃一フラン八十。一寸、凝ったレス
トラン等ある町で、景色もよい。二ツ三ツ、スケッチしてお
寺を見にいく。天気が悪くなったので、歸る汽車をと思った
所、五分の差で逃してしまい、田舎の汽車とて次のまで二時
間半もあるのは閉口、待つのもつまらないので雨の中、次の
駅Villennes**まで歩いて見る。ビレンヌについてもまだ二
時間もあるので、到々、タキシーをさがして、トリヱールに
かへる。
＊ポワシー　＊＊ヴィレンヌ=シュル=セーヌ（Villennes-sur-Seine）

　本状に同封したと思われる、ポワシーの絵はがきが３枚のこっ
ており、それぞれに「一九三〇、九、一七」（P-147），「一九三〇、
九月十七日午后」（P-148）、「今日行ったポワッシーです。一寸、
よい寺でしょう」（P-149）の書き込みがある。

1930年９月18日付母和歌宛手紙：L-59
トリヱール滯在も早、二週間になりました。特別な、まとまっ
た収穫もありませんでしたが、淳朴な田舎人の間に入って、釣
りしたり、散歩したり、清々しい川辺りの空気の中で過した二
週間は決して悪いものではありませんでした。可成、近所もま
めに歩き廻って見ました。ベルヌィヱー* ベルヌィユ**。ムー
ラン***。アンドレシー。ポワッシー。ビヱンヌ****。コン
フラン、ポン、エッフェル。（―中略―）午后七時半から食事、
八時に終って、それから煙草屋へラヂオを聴きに行くのが一
つの習慣になりました。（―中略―）今夜はモツアルトの「魔笛」
サンサンの「サムソンとディユリア」*****等。明日はロンド
ンのクィンスホールオーケストラがベートーベンの第六シン
ホニーをやるから、是非、早く来いと云ふ言葉に送られて家
にかへりました。お蔭で、音楽をきけて、夜分、退屈しませ
ん。大体において、フランスの人は気さくで、つきあいよい
です。
＊ヴェルヌイエ（Vernouillet）　＊＊ヴェルヌイユ = シュル = セーヌ

（Verneuil-sur-Seine）　＊＊＊ムラン=アン=イヴリーヌ（Meulan-en-
Yvelines）　＊＊＊＊ヴィレンヌ=シュル=セーヌ　＊＊＊＊＊サン=サーンスの
オペラ「サムソンとデリラ」

1930年９月19日付母和歌宛手紙 ：L-60
トリヱールの田舎生活もいよいよ今夜限りで終ります（九月
拾九日）。六日から二十日まで。歩き廻ったり仕事したり、
釣りしたり、愉快に過せたことを喜んでゐます。（―中略―）
今日は午前中、暴風雨で外へなぞ出られませんでしたが、午
后、天気がよくなったので汽車でMuelun*へ行きました。
其して、近辺を歩いて、ヱハガキ等求めてかへりました。実
に美しい町です。所々、心覚えにスケッチしたりして。時々、
アマリ美しいのでタメ息が出ます。今度の旅行で集めたトリ
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1930年10月４日付母和歌宛絵はがき：P-154（図M-27）
いつ来てもオランダは感ぢのよい国です。ヨーロッパを旅し
てオランダが一番文明国のやうに思いました。毎日美術館通
い、ゴッホの三百六十六点、もうこんな素晴しい展覧会は一
寸ありますまい。

　中西は、展覧会を見た感動をこのように記している。そして
この展覧会で、ゴッホが120点の水彩画を描いていることを知っ
て驚いている（前掲『水繪 技法と随想』p.319）。すでに中西は、パ
リの画廊で初めてゴッホの水彩画に触れた時、「あのボキボキ
した筆觸から溢れ出る强い迫力と不思議な美しさ」「水繪具と
いふものの中にこのやうな不思議な美しさと感情を盛り込むこ
とが出来るものか――」（前掲書p.323）と、深い感動を覚えてい
た。そして前年（1929年）の８月末〜９月初めには、既述のよ
うにゴッホ終焉の地であるオーヴェール=シュル=オワーズや、
クレラー=ミュラー･コレクションによるゴッホ展を見るためハー
グを訪れてもいた。中西にとってゴッホは最も尊敬する画家の
ひとりになっていく。そして翌1931年７月７日付母宛ての手
紙（L-110）では、一年間探し求めたゴッホの画集をようやく手
に入れ、その喜びを書き送ることとなる。時系列的には１年先
のことにはなるが、ここで併せて紹介しておこう。　

1931年７月７日付母和歌宛手紙 ：L-110
先々週、一年がかりでさがしておりました、ゴッホの大画集

（四册）を偶然オペラの附近の本屋で見つけまして、手金を打っ
ておきましたので今度の送金は可成待受け気味の所、今朝到
着、早速、銀行にはせつけ、本屋に廻って受取って、アトリ
ヱに持ちこんで、ヤット安心しました。此の画集は、一九二
八年、限定出版にてパリーで発行されたもの、なかなかどこ
にもある品でなく、昨年、荻野が一部手に入れた時は私もの
どから手の出る位欲しかった本、昨年の六月以来、私の知っ
ておる目ぼしい本屋を全部巡ってさがしてゐたのです。なか
なか高價で千三百五十フラン（百二十円位）先ず東京ぢや荻
野と私位しか持ってゐない本でしょう。私の最も尊敬するヴァ
ン、ゴッホの画集を手にいれて今日は実に愉快です。

　この画集とは、1928年に刊行されたド・ラ・ファイユによ
るゴッホのカタログ・レゾネ（Jacob Baart de la Faille, L'Œuvre 

de Vincent van Gogh, Catalogue raisonné, 4 Volumes, Paris et 

Bruselles, 1928）である。そして後年、中西が執筆することにな
る「ゴッホの水繪に就いて」（前掲『水繪 技法と随想』1943年に所収）

という小論は、このカタログ･レゾネをもとに、中西が研究し
た成果である。中西の作品の中で、ゴッホからの影響を直接に
感じさせる作品は少ないが、例えばペンで描画し水彩を施した

《麦秋》（1946年）（図C-30）は、中西が上記の小論の中で次の
ように述べる作品からの影響は明らかであろう。「青い二輪馬
車が畫面中央におかれ、その後にひろびろとプロヴァンスの野

が展けてゐる風景を彼は全く同じ位置から何枚となく描いてゐ
る。その内の一枚はペンで線描きした上に水繪具をかけ、前景
の叢や白壁などにパステルを施したものであるが彼の水繪の中
での最優作であらう」（前掲書pp.330-331）。

　さて、1930年10月のオランダ旅行に話を戻すと、中西は、
アムステルダムで再びレンブラントの《夜警》（1642年）の前に立っ
て感銘を新たにしている。その一方、帰路ベルギーでかなり多
くのルーベンスの作品を見たものの、油彩技術の点は別として、
絵画そのものはどうしても好きになれなかったと記している（前

掲書p.319）。
　中西がアムステルダムから出した書簡（P-152〜P-155）には、
上述の展覧会を見ての感動に加え、オランダ出発前に寄った大
使館で知らされたある事実に対する説明も述べられている。そ
の事実とは、大使館員から聞いた「貴方と同名の方が亡くなった」
というもので、中西は、日本の自宅へ間違った連絡が行くこと
を心配する。そして、はがきには、急遽、電報を打ってからア
ムステルダムに来たこと、自分は無事なので心配しないで欲し
いことを、併せて書き送っている。今日のように簡単に通信が
できなかったこの当時にあって、家族になるべく心配をかけた
くないという中西の思いが読み取れる。
　10月９日、中西はパリへ戻った。

1930年10月９日付母和歌宛手紙：L-63
拾月九日、約一週間のオランダ、ベルギーの旅を終へてアト
リヱに歸りました。まだ、ガン、ブリュヂュ、ブリクセル*
を巡る荻野とは今朝、アンベルス**で別れました。汽車は「ロ
アゾーブリュー」***、荻野が駅まで送って来てくれました。
九時半発、パリー午后二時着。（―中略―）（10月２日にパリを

出て）三、四、五、六 ― とオランダのアムステルダム滯在、
七日、ヘイグを見てアンベルスへ。アンベルス二泊、そして
今日パリーへ戻ったやうな次第です。
＊ブリュッセル　＊＊アントワープの仏語名（Anvers アンヴェール）�  
＊＊＊L'Oiseau Bleu（青い鳥の意）アントワープ～パリを結ぶ国際特急列
車。その名はベルギーの作家メーテルリンクの「青い鳥」からつけられた。

　パリへ戻るとこれまで同様モデルを雇ってアトリエでの人物
画制作と、日曜日のパリ郊外スケッチの日々が続く。

　そして11月、中西はサロン・ドートンヌへ２度目の入選を
果たす。第23回サロン・ドートンヌ（グラン･パレ、パリ：11
月１日−12月14日）に入選したのは既述の《Triel-sur-Seine（ト
リエール・シュル・セーヌ）》（千葉県立美術館蔵）（図C-16）、

《Paysage à  Meudon（ムードン風景）》（現在は《ロダンの家の見

える風景（木立）》というタイトルで知られている）（図C-19）の２点で
ある（註32）。この時、11月８日の『ル・タン（Le Temp）』紙に
おけるサロン･ドートンヌ評で、中西の作品にも言及があり、
中西はこの新聞とともに、次のような手紙を家族に送っている。
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1930年11月16日付母和歌宛手紙：L-67
画の方も覚つかなげながら、少しずつはどうにかなって行く
やうです。

1930年11月29日消印母和歌宛手紙：L-73
仕事の方も、近頃は可成、面白くなって、いろいろのことやっ
ております。古い判画（ママ）の手法を水彩の技法にとりいれて、
いさゝか研究をしておりますがなにか出来さうです。油の方
も此の二ヶ月續けて五十号許り描いて、此の材料にもやゝ手
練れました。なんでも、少し打ち込んでやると面白味が湧い
て来るものです。そして人間は、はぢめて生き甲斐を感ぢる
のぢやないでしょうか。

1930年12月16日付母和歌宛手紙：L-76
パリーも冬の悪い気候に入って毎日、天気が悪く勉強もやり
にくいですが、とにかく續けてゐます。今スヱーデンの娘が
ポーズしてゐます。来週は止めるつもりでしたが、或る人の
紹介で他のモデルが来ることになりました。

1930年12月23日付母和歌宛手紙：L-78
サロンの寫眞到着致しましたさうですが、マアあんな風なも
のを二点出して見ました。一枚の、新しい方の画はまだまだ
自分でも疑問をもっておるので、このまゝでは、面白くあり
ません。もう一奮発、かへるまでなんとか目鼻をつけたいも
のです。

1930年12月28日付母和歌宛手紙：L-79
近頃は、主として、グァツシュをやってゐます。水彩より面
白くなりさうですから。

　当館所蔵の1930年の年記がある《黄色い首巻（人物）》（図
C-20）は、おそらくこの頃の作品であろうと思われる。中西が
パリのアトリエで、モデルを描いた人物画は、実はあまり多く
はのこされていない。中でもこの作品は、帰国後の第19回日
本水彩画会展（1932年）で滞欧作として特別陳列された作品（こ

の時のタイトルは《人物》）としても貴重である。この作品について
中西は後年、「約二十號大の厚手のボール紙にグァッシュで描
いた作、滞佛當時パリー十四區のアトリヱでフランス女をモデ
ルにした人物畫である。グァッシュの効果といふものは水繪と
は又別で寧ろ油繪的追求をしてもよいと考へられる。この作な
ども相當厚手に色をつけて、色を削つたりなどまでして描き込
んでいる。グァッシュでは水繪具のやうな細かい技巧は出來な
いが、そこが又グァッシュの面白い所でもあり、强さも相當出
るものである」（前掲『水繪 技法と随想』p.343）と述べている。
　こうして1930年末頃になると、中西は制作することの面白
味を感じるようになってきた一方、日本の家族からは度々、帰
国予定はいつなのか知らせるよう催促を受けるようになる。そ

1930年11月13日付母和歌宛手紙：L-66
私のサロン画の批評 ― と云ふ訳でもありませんが、一寸
した記事が十一月八日の「ル・タン」紙に出ましたので、此
の新聞送ります。（記事の原文を書き出し、それに続けて）「一つの
優れたムードンの風景が、日本人中西氏の繊細な筆によって、
同程度の、自由さをもつ他一点と共に、水彩画として、より
よく表現されておる。」拙たな譯ですがマア大体こんな意味
です。こんな新聞の批評で納まちまふほど、それほど私も馬
鹿に出来上ってはおりませんから御安心下さい。でも二千何
百点もある画のなかから、隅みっこに並べてある私の画を、
見つけて、こんなことを書くチボー、シソン氏がパリーにお
ることを私は一寸面白く思ってゐます。今度出品した二点の
内、一点は今までの私のゆき方をそのまゝ進めて行った、マ
ア、私らしい、おとなしい繪、他の一点は、可成新し味を加
へた一つの試みと云った繪、それを一面識もない同氏がよく
感ぢて、書いてゐるのには、いささか敬服もし、一面、樂屋
を見すかされたやうなウス気味悪さも感ぢました。

　この文面からこれら２点の入選作について、ル・タン紙の評
を中西が「繊細な筆」と訳し、続けて「今までの私のゆき方をそ
のまゝ進めて行った、マア、私らしい、おとなしい繪」とした
作品が《ムードン風景（ロダンの家の見える風景（木立））》であり、ま
た「同程度の、自由さをもつ他一点」と訳し、「可成新し味を加
へた一つの試みと云った繪」と続けた作品が、《トリエール・シュ
ル・セーヌ》であると思われる。ただ、『ル・タン』紙の原文は、

“un excellent Paysage de Meudon, interprété à 
l'aquarelle avec autant de liberté que de finesse par le 
Japonais Nakanishi”（註33）で、訳すと「日本人中西の、繊細
でありまた同じく自由である（=繊細さと自由さとを併せ持つ）
水彩によるすばらしい《ムードン風景》」となり、《トリエール・
シュル・セーヌ》に対する記述はない。おそらく中西は、新し
い試みを行なった《トリエール・シュル・セーヌ》に対する思
いから、このように解釈したものと思われる。この作品につい
て中西は後年「白

ホワイト
は相當大膽に各所に使はれては居るが畫面を

重苦しくはして居ないと思ふ。それと可成り大きな部分が透明
に一度塗られただけでそのまゝにしてあるのが、現在見て面白
く思ふ點である。當時は全體的効果といふことを極度に考へて
苦んでゐたので、時には自分のものでない異物も感じられるが、
私としては想出多い作品である。」（『水繪 技法と随想』p.333）と述
べている。
　サロン・ドートンヌへの２度目の入選、そして、ル・タン紙
のサロン評で取り上げられたことも、中西にとってひとつの自
信へと繋がったのであろう。以後の手紙からは、制作に思い悩
む様子に代わり、自分なりの成果や手応えを感じつつある様子
が見て取れる。
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して1931年の９月末頃フランスを発ち、11月に帰国すること
を検討していると、次のように伝えた。

1930年12月３日付母和歌宛手紙：L-74
度々のおさいそくで恐縮しております。では大体の見当をお
知せしておきましょう。来年九月三十日、マルセイユ出帆の
康國丸（ママ）*、で日本へは十一月五六日頃着く予定
＊正しくは靖國丸

中西はいよいよ帰国の年＝1931年を迎えることとなる。

Ⅵ 1930年パリでの暮らし

　1）音楽会や舞踏会

　これまで1930年の中西の書簡から、主に絵画制作に関わる
部分を中心に紹介して来たが、ここで少し、交友や、食生活、
趣味に関すること等を見ていきたい。
　クラマールからパリのアトリエに移って、生活の中で大きく
変わったことの一つに、夜開催される音楽会や舞踏会へ足を運
びやすくなったことがあげられる。音楽好きの中西が、フラン
スに来て早々に立派な蓄音器を買ったことは既述のとおりであ
るし、クラマール時代にも、パリで開催される音楽会に通って
いたとは思われる。小磯良平は後年、「三人（中西・小磯･竹中郁）

で音楽会をよく聞きに行ったものである。サール・プレイエル
やサール・ガボオ（このホールの玄関には昔の美しいピアノやチェ
ンバロが飾ってあった）などに出かけた。私達のいた頃はコル
トオ、チボウ、カザルスまたルシアンバレーに興奮した頃でも
あった」（註34）と書いているので、中西が小磯らとコンサート
に行ったとすれば、それは小磯が帰国する前のクラマール時代
ということになる。だが、クラマール時代の中西の書簡にはコ
ンサートに行ったことはあまり触れられていない（註35）。パリ
に移り、中西は、書簡で触れているだけでも様々なコンサート
へ出かけ、夜に映画を見、舞踏会等にも参加するようになる。

1930年２月18日付父理吉宛手紙：L-3
先日（二月十五日）荻野君のおられる日本人学生會館*でB

バル
al

（舞踏会）がありまして、僕も出席しました。そして、すゝ
められるまゝにベルギー生れのお嬢さんやフランスの娘さん
と生れて始めてダンスと云ふものを人前で踊りました。いさゝ
か、厚顔しいのに自分自身であきれました。ベルギーの嬢さ
んの両親は大変喜んで呉れて、四人でビュフヱー（日本なら
模擬店）へ行って、飲物などとり、いろいろ話ししたりしま
したがその時、羊

ヨーカン
羹をすゝめましたら皆、おいしがって食べ

ました。愉快な人達です。（―中略―）鈴木さん**とタキシー
で家へかへったのが朝の六時、十二時までねむりました。は

じめてパリーらしい美くしい舞踏会を見まして、愉快でした。
＊1929年、薩摩治郎八がパリ国際大学都市に建設した「日本館」　＊＊「鈴
木さん」と書いているので鈴木良三と思われる。

1930年３月17日付母和歌宛手紙：L-7
今夜、荻野君と二人、サルプレイヱル* のコルト チボー カ
サルス**の三重奏（先ず現在では世界一の顔合わせ）を聴き
に行き（以下略―）。
＊Salle Pleyel パリ８区にあるコンサート・ホール、Salleとは仏語でホー
ル、広間　＊＊ピアニストのアルフレッド･コルトー、ヴァイオリニスト
のジャック･ティボー、チェリストのパブロ･カザルスで、1905年にカ
ザルス三重奏団を結成した。

1930年３月25日消印父理吉宛手紙：L-8
今夜*はサル、プレイヱルでベートーベンの二つの交響楽を
ブルノー、ウォルター**が指揮したので聴いて来ました。
立派でした　
＊3月25日消印なので3月24日　＊＊ブルーノ･ワルター

1930年５月６日付母和歌宛手紙：L-20
十時から荻野君と二人、オリンピヤ*に活動寫眞を見に行っ
て今かへった所です。
＊L'Olympia オランピア劇場。開業は1893年。現在はミュージックホー
ルとして知られるが、一時映画館にもなっていた。

1930年５月11日付母和歌宛手紙：L-22
同ぢ夜*、二人**でテアトルシャンゼリゼーにアンナパブロ
バ***の舞踊を見ました。
＊５月10日　＊＊荻野と中西　＊＊＊20世紀初頭のロシアのバレリーナ、
アンナ・パヴロワ

1930年５月17日付母和歌宛手紙：L-23
五月十三日と十五日の両日、ベルリン国立オペラの名指揮者、
フヱルトベングラーがパリーに来てグランドオペラで演奏会
を開きました。二日共荻野君と二人で聴きに行きましたがフ
ランスのオーケストラとは又格段の相違で、強い感激を覚え
ました。

1930年５月31日付手紙：L-28
今夜は荻野君と二人、（尤もいつも二人ですが）サルプレイヱ
ルで催された、是こそホントウの世界一の歌い手、シャリアッ
ピ*氏のレサイタルに行きました。年一回、それも唯一夜限
りパリーで開かれる会なので大変な人気で、それこそパリー
社交界の花形、總出動と云ったやうな賑やかさでした。
＊フョードル・シャリアピン

1930年12月21日付母和歌宛手紙：L-77
今日は十二月二十一日の日曜日、午后九時からサル、イヱナ
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　この後、1930年８月19日付母和歌宛手紙（L-50）では、荻
野の引っ越しが確定し、それを「御母上にもお知らせ下さい」
との記述がある。上記２月24日付父理吉宛手紙には「おついで
の節、ご両親におつたへ下さい」という記載もあり、在仏の息
子を持つ日本の親同士も交流を持っていたことがわかる。ちな
みに荻野の父は、古美術保存事業に尽力し、国宝保存会委員な
どもつとめた荻野仲三郎（1870−1947）である。
　この頃パリには、中西、荻野に加え、荻須高徳、山口長男、
小堀四郎、高野三三男、加山四郎、藤岡一といった上杜会のメ
ンバーがおり、いずれにしても気心の知れた同窓生たちがこれ
だけ揃っていたことは、お互い心強かったに相違ない。1930
年４月６日には、中西は荻野とともに、ムードン方面への写生
ついでに、当時ムードンにあった藤岡一の家庭を訪問し、夫人
の手料理をごちそうになる等もしている（1930年４月７日付母和

歌宛手紙：L-12）。
　この上杜会パリ在住会員は、1930年７月19日、東京美術学
校教授、岡田三郎助夫妻の歓迎会を開催しており、中西はその
様子を手紙で伝えている。岡田は欧州へ出張のため、また小説
家･劇作家として知られた妻八千代は、三郎助と別居していた
が、この頃一時和解し、パリへやってきたのだった。

1930年７月24日付母和歌宛手紙：L-40
七月十九日（土曜）の夜、昭和二年度美校出身の上杜會パリー
在住會員主催で岡田三郎助御夫妻歓迎會を万花酒樓に開きま
した。集るもの、先生御夫妻を始め、上杜會七名*（藤岡氏欠
席）その他總て十六名、仲々盛會でした。寫眞出来ましたら
送ります。終って、吉例の上杜會レベイヨン**（夜明し會）を
七名で高野君のアトリヱ（11 rue daguerre）に催し、雑談に、
一夜を明し、午前五時、高野君お心盡しのお茶漬けに一同、
舌鼓みを打って散會しました。近頃面白い集りでした。
来る廿六日に、今度は美校出身者全部の歓迎会が日本人倶楽
部であります。出席します。
岡田先生に御挨拶した時、先生はよく、貴方のことを記憶さ
れておられて、お母さんお元気ですか ――なぞおつしゃつ
ておいででした。夫人は日本服で堂々とパリーを歩いておい
でです。先生はベルサイユのホテルに、夫人はモンパルナス
のホテルロイヤルに泊っておられます。
＊中西、荻野、荻須、山口、小堀、高野、加山　＊＊réveillon：真夜中の
食事、夜通しの祝宴

　なお、この時の写真によると、この会には、当時パリにいた
東京美術学校助教授の和田季雄夫妻や、荻須高徳の友人である
大橋了介、横手貞美も参加していた。
　実は、上杜会パリ在住会員のまとまった集まりとしては、こ
れが２回目となる。１回目は前年の1929年12月８日に和田
季雄夫妻を囲んで開催したもので、写真を見ると中西も出席し
ているのだが、このことに触れた中西の書簡類は、残念ながら

で、ソニヤ、ベルビズキー*が各国の俗謡を歌ふので、行っ
て見ました。三十国の歌を各々其の国語で歌ってきかせるの
です。どんな日本語で日本の歌を歌ふか、一寸面白く期待し
てゐましたら「猫ぢゃ猫ぢゃとおっしゃいますが、猫が・・・・」

「猫ぢゃ猫ぢゃ」には一寸、てれましたが西洋人は、あの、
簡單な、陽気な節が気に入ったのか大変な拍手でアンコール
をしました。（―中略―）パリーに居ると飛んだものをきかさ
れます。
＊ソニヤ・ベルビズキーについては不詳

　以上が、書簡に開催場所や演奏者･演目等が書かれているも
のであるが、それ以外にも「淋しい時は荻野君と二人で活動寫
眞を見に行きます」（1930年４月15日付手紙：L-13）「活動寫眞を
見ました」（1930年６月19日付母和歌宛手紙：L-31）、あるいは「オ
ペラを見てゐる時」（1930年８月16日付母和歌宛手紙：L-48）等の
記述が見られ、中西はもっと多くの映画やコンサート等に足を
運んだと思われる。また、書簡において５月までの記述が多い
のは、パリでの新生活が始まり、映画やコンサート通いの近況
を家族に伝えたい思いが強かったからであろうとも考えられる。

　2）交友：上杜会メンバー、在仏邦人、外国人

　中西のパリでの交友については、まず、上杜会のメンバーた
ちからみていきたい。既述のように、中西がフランスで最初に
頼り、交友したのは、東京美術学校西洋画科の同窓生＝上杜会
の仲間たちである。中西のパリ到着時にリヨン駅で迎えた荻須
高徳と山口長男、ともにヨーロッパ各地を旅行した小磯良平。
小磯からはそのアトリエを引き継いでもいる。中西がマルセイ
ユで出迎え、以後しばしば行動を共にし、その書簡に最も多く
登場する人物=荻野暎彦も、上杜会のメンバーである。またフ
ランス滞在が長くなるにしたがい、中西の立場も、頼る側から
頼られる側へと変わっていく。そして友人の住居の世話等もす
るようになる。

1930年２月24日付父理吉宛手紙：L-4
荻野君、去る二月二十一日（土）、50 rue Vavin, Paris（6e）*
のアトリヱに引移られました**。二人で引越しました。そし
て、台所道具とかカーテンとかテーブル類を二人で時々マガ
ザン***に買出しに行きます。至って元気でお暮しです。お
ついでの節、ご両親におつたへ下さい。
＊パリ６区ヴァヴァン通り50番地　＊＊荻野はそれまで日本人学生会館に
いた（２月18日付父理吉宛手紙）。　＊＊＊仏語で商店、店

1930年８月14日付母和歌宛手紙：L-47
今日（八月十四日）実に幸ひにも僕のアトリヱの一階上のア
トリヱが空きました。早速、荻野君へ飛ぶやうにして行って
知せて、荻野君の入ることに決定しました。
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のこっていない。写真には他に、荻須、山口、荻野、藤岡、小
堀、高野に加え、この当時はまだ在仏していた小磯良平や小磯
の友人竹中郁も写っている（註36）。
　こうしたパリ上杜会の集まりは、中西の書簡にはもう１度出
てくる。1931年４月30日、パリを去る和田季雄の送別会を兼
ねて開催されたものである。また、上杜会ではないのだが、帰
国目前の和田を囲む東京美術学校関係者による集まりも、
1931年５月10日に行われている。時系列的には次の年になる
が、これら２つについても併せて触れておこう。

1931年４月30日（５月１日朝）付母和歌宛手紙：L-92
午后七時より日本人倶楽部で和田先生送別会を兼ね、上杜会
開催、會するもの、十名、親しみのある、よい集りでした。
記念撮影后、荻野だけ歸宅（―中略―）後った一同、タキシー
二台に分乗して、モンマルトルの藤岡君のアパルトに参上、
そこで、御馳走になり、到々、夜明し、朝の六時、一同、引
上げました。

1931年５月10日付母和歌宛手紙：L-94
上海亭で本日、和田先生夫妻にお目にかゝりました、先生は
来る十五日の箱根丸で日本へかへられます。皆んなの希望で、
私のアトリヱでシネマを見せることになり、私だけ一足先き
にアトリヱにかへり、準備等してゐると八時半、同勢七人、
和田夫妻、同級の藤岡夫妻と清ちゃん、荻須君、下級の吉井
淳二君、そこへ偶然、加治木中佐*も見えて大変な賑やか
さ。私の撮ったニースのカルナバルの実寫、ルクサンブルグ
公園**、其の他を映寫、それから、お持たせのお菓子を丁戴、
日曜日らしい賑やかさ、愉快でした。
＊加治木は、中西によれば、フランス大使館付武官として何度もパリへ
きており、今回で４度目。中西とは偶然日本料理店で出会って話をした
のがもとで交際が始まり（1931年６月24日付母和歌宛手紙：L-105）、
従五位勲三等海軍中佐（1931年６月25日付母和歌宛手紙：L-106）の肩
書きを持つという。この人物は、海軍兵学校38期卒業で、少佐時代の
1925年末から２年間在フランス大使館付海軍武官補佐官を務め、1930
年に中佐となった加治木智種であると思われる（The Naval Data Base
人名事典による）。加治木は、1931年の中西の書簡に、しばしば登場す
る　＊＊リュクサンブール公園

　上杜会の仲間に加え、白山丸に同船してきた白山会のメンバー
とも、中西は深い付き合いを続けている。鈴木良三については
これまでも述べてきたが、同じく同室だった広島高等工業学校
教授の中江大部とも、パリの中西のアトリエで牛鍋をつついた
りするなど（1930年４月15日付手紙：L-13）、かなり親しい交際を
続けたようだ。1930年４月21日にはともに競馬にも出かけて
いる。

1930年４月21日付母和歌宛手紙：L-14
今日は中江教授とロンシャンの競馬を見に行きました。パ
リー名物の一つで、その芝地の美くしさは実に無類です。パ

リー、いや、ヨーロッパの流行は春のロンシャンの競馬場よ
り始まるといはるゝ位、パリー中の金持が流行の先端をきそ
ふ有様は実に盛んなものです。（四月二十一日、パックの祭
日*でモデルは休み）
＊Pâques（パック）とは仏語でイースター（復活祭）のこと。イースター
は日曜日であり、1930年４月21日は月曜日なので、曜日があわないの
だが、イースターから連続してモデルが休みなのだと思われる。本来な
らアトリエで制作をしている日に競馬へ出かけたことの理由を律儀に説
明しているようだ。

　また、書簡への登場は1931年になるのだが、中西は作家の
福永恭助（1889−1971）とも、白山丸以来の仲間として交友
していたようだ。

1931年３月１日付母和歌宛手紙：L-83
改造二月号に一寸、面白いパリーの話が出てゐますから逆輸
入してお目にかけます。筆者は白山丸で一緒にパリーへ来た、
そしてクラマール時代には、僕のベットを買して（ママ）あげ
たことのある、福永恭助さん、多賀京助さんと変名してゐま
すが。

1930年４月27日付母和歌宛手紙：L-16
昨夜、鈴木良三さんのアトリヱで白山会の解散會をやりまし
た。二ヶ年續いたパリーの白山会も、来月始め、木村さん*、
六月に中江さんがお歸りになるので、殘るのは鈴木氏、僕、
及び今ニースに居る生嶋君だけになるので、一先ず解散して、
又改めて日本で集まることになったのです。木村さん（「改造」
に出される有名な文士）は六月始め日本へつかれます。
＊既述した木村毅

　白山会のメンバーも帰朝者が増えていく中、解散会が行われ
た。そして11月には鈴木良三も、帰国の途につく。

1930年11月13日付母和歌宛手紙：L-66
昨十二日、鈴木良三さん、日本へお出発になりました。白山
丸で二ヶ年前、一緒にパリーへ入った方、昨夜はガールドリ
ヨン*まで御見送りしましたが、なかなか賑やかでした。
＊パリのリヨン駅

　一方、パリで新しく出会った人々のうち、1929年８月以降、
中西の書簡にその名が頻出するのが既出の画家、近藤七郎一家
である。

1930年２月24日付父理吉宛手紙：L-4
先日、プーラレヱヌ*の近藤様のお宅でお雑煮の会にお招き
を受け、大いに食べてお正月気分を満喫しました。その折、
映寫器持参、杉並制作の「尾花咲く頃」二巻を御覧にいれま
した**大好評でした。マダムなぞ大変御満足で母上のお姿
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St. Gothard　Paris XⅣ」の記載があるので、この人物だと思
われる（註37）。また中西は、この松岡を介して、パリ在住の外
国人たちとも交流をもった。
　

1930年12月16日付母和歌宛手紙：L-76
今日は十二月十六日（火）、夕飯を、松岡君とG

ガスタオ
astao Worms

氏と三人で共にして、それから、ガスタオさんの自動車で音
楽会へ行きました。此の人は南米生れでパリーへ画の勉強に
来てゐる人、サロンにも二点出品してゐる、如く性質の温順
な（全く西洋人に珍らしい位な）画描きです。

　このGastão Worms（ガスタン･ウォルムズ：1905－1967）
はブラジルの画家である。フランス系ブラジル人の母親も、や
はり画家であった。1927年から1932年までパリに留学し、
アカデミー･ド･ラ･グランド･ショミエールや、アカデミー･
ジュリアンで学んだ。帰国後は、1951年の第１回サンパウロ
･ビエンナーレにも出品している。
　1930年12月28日には、中西、ウォルムズ、松岡の３人で、
トリエールまでドライブに出かけており、その様子をイラスト
入りの手紙で伝えている（図M-28）。

1930年12月28日付母和歌宛手紙：L-79
今日は日曜日、珍らしい快晴、私のアトリヱのお向ふの室に
は一ヶ月振りで美しい太陽が輝いてゐます。で私達は郊外へ
ドライブすることにしました。→　此處にウオルムスさんの
物凄く立派な？ガタガタ自動車があります。此車で我々はと
うとう、トリヱールまで行って来ました。あのレストラン、
パスカル（お魚を釣った）に乗りつけてお茶をのんでかへり
ましたが、主人公ビックリしてゐましたヨ。四時間もパリー
郊外を遊び歩いて、そのガソリン代金、九フラン（七十銭）　
でまだ油があるので、夕飯を喰べに行くのに、レストランま
で此の車で行きました。イヤハヤ、西洋人のお友達も出来て、
大分、パリーの生活も面白くなりました。

　ウォルムズは、翌1931年３月17日付の手紙（L-88）にも登
場し、この前日の夜（３月16日）、中西のアトリエで、荻野、
山内たちとともにレコードを聴いて、楽しく過ごしている。
　また中西は、松岡の紹介で、二人のポーランド人とも親しく
なっている。

1930年12月23日付母和歌宛手紙：L-78
昨夜は松岡君の紹介で知り合いになったポーランドのマドモ
アゼルとムツシューが訪ねて見えたので、遅くまで、アトリ
ヱでレコード等かけて遊びました。二人共、パリーへ七寶の
やうな技術を習ひにきてゐる人、一体にヨーロッパでは小さ
い國の人の方が人間がよいやうです。パテーベビーを見せた
ら、大喜びでした。

を御覧になって「お目にかゝかったやうで嬉しい」など、一
家七人、お喜びでした。
＊ブール=ラ=レーヌ　Bourg-la-Reine　パリ南部郊外にあるコミュー
ンで、パリ中心部からも９キロほど　＊＊日本の家族と、撮影したフィル
ムを互いに送り合っている様子が窺える。

　この近藤一家も、1930年11月末に帰国の途につくこととな
るのだが、次の２つの書簡からは、近藤一家との交際の親密ぶ
りがよく分かる。

1930年11月18日付母和歌宛手紙：L-69
本日午后、近藤さん、及び奥様 ラン子さん三人でわざわざ
アトリヱまでおいとまごひにお出でになりました。いよいよ
二十五日午前十一時ガールドリヨン発、マルセイユ、及ニー
ス一泊の上、二十八日の香取丸で日本へおかへりです。パリ
―マルセイユ間の汽車の切符の買入れ方のご依頼を受けまし
たので、お手傳ひすることにして、千フランお預りしました。
明後日、お別れの宴を兼ね、前々より御約束の、ツール、ダ
ルヂャン（パリーで名高い鴨料理店）で夕飯を共にすること
になりました。洋服に一寸困りましたが。

1930年11月24日付母和歌宛手紙：L-70
昨日の日曜は近藤氏の子供連れて一日 ルナ、パークで遊び
ました。今日は（十一月廿四日）、近藤氏としてはいよいよ
終りのパリーの夜、夕飯后、ホテル、イヱナにお訪ねし、近
藤氏と二人で、カフヱークーポールで、朝の二時まで話し込
みました。実によいご夫婦（―中略―）私は、来年の忘年会
は マダムと三河屋でやることに御約束してあります。近藤
さんがかへつたら、少しく、歸へりたくなりました。

　親しかった近藤一家の帰国に、中西は淋しさを禁じ得ない。
なおこの後、帰国した近藤夫人からは、中西のもとに虎屋の羊
羹が送られてくる。近藤の帰国時に、中西が気安く「日本へお
かへりになったらヨーカンでも送って下さい」と言ったことに
応えてのものであった（1931年６月11日付父理吉宛手紙：L-99）。

　1930年の中西の書簡には、松岡という人物もよく登場する。
この年の５月以降頻出し、荻野も一緒であることが多い。
1930年５月５日の夜には、荻野とともに松岡のアトリエを訪
問したり（1930年５月６日付母和歌宛手紙：L-20）、９月14日、ト
リエール滞在中の中西が一時パリのアトリエに戻った際、荻野、
松岡とともに中西のアトリエでレコードを聴いたり（1930年９

月16日付母和歌宛手紙：L-57）等している。中西は松岡について「松
岡君は美校師範科出の人、可成親しくしております。実に温健

（ママ）な人。」（1930年12月16日付母和歌宛手紙：L-76）と記している。
1930（昭和５）年12月発行の『東京美術学校卒業生名簿』を見
ると、図画師範科、大正９年３月の卒業生に「在佛國　松岡銀
六」、また同名簿の在外卒業生の項に「松岡銀六　16 rue du 
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　この時おそらく松岡はおらず、中西一人がポーランド人たち
と過ごしたようだ。フランスに来て２年半、中西の交際範囲が、
かなり広くなっている様子がわかる。
　こうした日本人以外の友人達との交友は、翌1931年になる
とさらに広がり、フランス人の結婚式に招待される等もしてい
る。下記のように、結婚式では「親しい友人だけ７人」の中に、
日本人の中西が含まれていることを考えると、中西はパリで知
り合った外国人たちともかなり濃密な交友関係を構築していた
ようだ。

1931年７月７日付母和歌宛手紙：L-110
木曜日には、あるフランス人の結婚のお祝ひに招待されまし
た。正式のではありませんから、私も、花でも持って出かけ
るつもりです。こう云ふ集りでは必ずダンスが附きものです
が、これも幸ひ、先月末、モデルに教はつて、覚つかないな
がら歩けるので、まア、一つ出かけて見ましょう。

1931年７月９日付母和歌宛手紙：L-111
今日は午后から、結婚のお祝ひに行きました。モンパルナス
の一流の花屋で立派なバラ（二十輪）を銀の箱に入れて、タ
キシーを172 rue de Ve［……］*のマダム、サブリの家に飛
しました。お嫁さんは伊太利人、そしてポルトガル人の技師
さんと結婚したのです。お祝ひの文句なんて、僕にうまく、
いへる訳がありません。いゝ加減にして、七人で（親しい友
人だけ）食事を共にしました。そして例に依ってダンス、毛
唐は大人でも随分、思ひ切ってはしやぐものです。愉快な半
日でした。
＊Veniseかと思われるが判読不能

　５日後、７月14日のパリ祭は、このメンバーと楽しんだよ
うで、「此の連中と七月十四日のお祭りには大いに踊りました。
気軽るな面白い人達です」（1931年７月20日付母和歌宛手紙：

L-113）と記している。
　中西はまた、偶然出会った日本人画家仲間とともに過ごすこ
ともあった。

1930年11月16日付母和歌宛手紙：L-67（図M-29）
十一月十六日（日曜）　昨夜土曜なので、珍しく出會った二
科の海老原、吉井と三人、シルクジベールを見に行き、終っ
てからカフヱークーポールで、話しが面白くなって到々夜明
しで語り合い、タキシーでアトリヱへかへったのが、朝の六
時、で起きたのが午后一時、（以下略―）

　ここに登場する二科の海老原、吉井とは、海老原喜之助と吉
井淳二である。海老原は1923年に渡仏（34年帰国）、以後も
しばしばフランスを訪れている。吉井は、東京美術学校で中西
の二年後輩にあたり、卒業後の1929年に渡仏、32年に帰国し

た。海老原と吉井は、ともに鹿児島出身で中学の同級生でもあ
り、生涯にわたって親交を結んでいるので、パリ滞在時も二人
はしばしば行動をともにしていたのであろう。また、シルク・
ディヴェール（Cirque d'hiver：冬のサーカスという意）は、建築家
ジャック・イットルフが設計し、1852年に完成した20角形の
建物で、直径41メートル、2000人が収容できるという。19
世紀末、有名なヴィクトル･フランコーニにより運営されてい
た時代には、ロートレックやスーラが、このサーカスの様子を
作品に描いた。現在も冬はサーカス興行、その他の時期はコン
サートやショーなどが行われている。中西はパリ11区にある
この建物を、作品にも描いている（図C-21）。
　中西の書簡ではまた、東京美術学校の先輩で、1929年から
32年までフランスに滞在していた田口省吾（1897−1943）の
息子の死（1931年）にも触れられている。田口は評論家、田口
掬汀（1875−1943）の息子で、作家の高井有一（1932−2016）
が省吾の息子であることはよく知られている。パリで亡くなっ
た息子は、高井有一の兄にあたる。

1931年４月26日付母和歌宛手紙：L-91
田口さん（荻野君と一緒の船で来た）の赤ちゃんがなくなり
ました。昨日の朝、一寸、田口君のアトリヱを訪ねた所、ま
るで魂の抜けてしまった人のやうな田口夫妻からそのことを
聞いて、どう慰さめてよいのやら、途方に暮れました。生れ
て八ヶ月、よい子でしたが可哀さうに急性肺炎で、日本も知
らず、死んでしまったのです。

　このように、滞仏中の中西の交友は、書簡で述べられている
だけでも、東京美術学校の同窓生をはじめとする美校関係者、
白山会の仲間たち、そこから広がっていった友人たち、あるい
は中西自ら関係を築いた人たち等、実に多岐にわたっている。
1930年～1931年の書簡には、これまで触れた人物たちのほか、
作家の片山敏彦（1898−1961）、島崎藤村の次男で画家の島
崎鶏二（1907−1944）、作曲家でピアニストの高木東六（1904
−2006）も登場している。高木はこの当時、パリのスコラ・カ
ントルム（1894年に設立された私立音楽学校。エリック・サティ等も輩出）

で学んでいた。

1930年７月14日付母和歌宛手紙：L-38
以前 桃園に住んでおられた片山敏彦さんに時々支那料理店
にてお目にかゝります。

1931年４月18日付母和歌宛手紙：L-90
同封の寫眞は此の前の日曜日*にムードンへ遊びに行った時、
撮りましたものです。新調の洋服を着た私の姿です。（１）は
島崎鶏二君、（島崎藤村氏の二番目の息、お讀みになった藤
村の「嵐」の中に出て来る主要人物）と島崎君のモデル、及び
私、　（２）は島崎君と高木君（ピアニスト）と私、私だけのは
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1930年９月21日付母和歌宛手紙：L-61
九月廿一日（日曜）　日本女子代表選手が、パリーの代表選
手とスタッヅ*ヱリザベスで戰ふ日です。（―中略―）軽い食
事をカフヱーですませて、美校の和田先生をお訪ねしました。
之れは先生から誘って吳れとの御注文があったので。先生御
夫妻、私とでポルトオルレアンのスタッズ（競技場）につい
たのが二時丗分、フランスと日本の国旗がひるがへつてゐま
す。中へ入ると、モウ日本の女子選手は練習を始めてゐまし
た。名高い大選手、人見絹代さんは直ぐそれと分りましたが
後の人々は未だ女学校二三年、先ず十七八の年頃の人許り、
あまり小さいので驚きました。（―中略―）僅か七点の差で日
本の負けとなりました。
＊stade 仏語でスタジアム、競技場

　上記は一部を抜粋したものだが、中西はこれに加えて選手の
様子や試合の得点など、事細かに手紙で報告しており、興味深
いものがある。

　3）日本の友へ

　中西は渡仏後も、何かと蒼原会の仲間達のことを気遣ってい
る。蒼原会は中西が中心となって作った会であると同時に、そ
の仲間たちには働きながら水彩画に取り組む者も多かった。東
京美術学校を卒業した中西は、彼らの中ではいわばエリート的
な存在でもあり、会の動向をいつも気にかけていた。既述のよ
うに、1929年８月26日には、第４回蒼原会展に出品するため、
フランスから３点の作品を送っている。
　次の手紙には、そんな彼らのために中西がワインを送った時
の様子が書かれている。

1930年２月24日付父理吉宛手紙：L-4
葡萄酒をわざわざお父上が幹事の所へお届け下さったのは実
に申訳御座居ません。つまらないものを送った為、飛んだ親
不孝を致してしまったやうです。ハガキで蒼原会幹事宛、「ブ
ドー酒ついた。とりに来い」と云っていただければ若いもの
がたくさんおるのですから、受取りに参ったものを。

　またこの年10月に開催された第５回蒼原会展を見た家族か
らの手紙に対し、次のように返信する中西からは、蒼原会への
思いの深さが伝わってくる。

1930年11月17日付母和歌宛手紙：L-68
いつもいつも御変りなくお元気で、文房堂の蒼原会の展覧会
御覧になりましたさうでなにより結構です。（―中略―）蒼原
会もますます盛んだヨーと小山より便りあり、私と小山と富
田と三人でこしらへた、私の名づけた蒼原会がモウ十年近く
もつゞきますことは嬉しいことです。（―中略―）近い内、蒼

焼増しして後より送ります。
＊４月12日（日）

1931年４月26日付母和歌宛手紙：L-91
ピアニストの高木君がマドモアゼルと遊びに来るので朝から、
上の荻野の所から鍋や茶碗を借りるやら、肉や葱やお菓子を
買ひ出しに出かけるやら獨りで大騒ぎしました。中飯を例の
如く、モンパルのクーポールまで出かけて食べて、アトリヱ
にかへり一息つく所へ高木先生やってきました。間もなく、
マドモアゼルも来て、面白く、半日を過しました。マドモア
ゼル二人は姉妹で、日本の所謂、職業婦人。（―中略―）レコー
ド聴いたり、拙たなダンス踊ったり、そして夕飯には、スキ
焼の眞似事して、御馳走したのですがお世辞か、「オイシイ
オイシイ」って喰べて吳れました。お隣のスペインの画描き
先生、驚いたでしょう。モデル以外女なぞ来たことのない私
のアトリヱから、賑やかな声がもれたのですから。

1931年６月24日付母和歌宛絵はがき：P-216
今夜、島崎君（藤村の息子さん）パリーを発たれます。

1931年６月28日付母和歌宛手紙：L-107
明日は高木が、ピアノを弾くのできゝに行きます

　ところで、パリの在仏邦人たちは、スポーツイベント等で日
本人選手がフランスにやって来ると、歓迎会を催し、応援参加
者を募って皆で出かけたようだ。中西も有名選手が出場する際
など、応援に行っている。

1930年８月23日付母和歌宛手紙：L-51
八月廿二日（金）午后八時より日本人倶楽部で、来巴された
日本学生体育聯盟代表選手の歓迎会が催されました。会する
者六十餘名、在佛邦人代表の祝辞、選手監督の謝辞に始り、
久し振りの日本食にいずれも大元気となり、快談縦横、宴な
かばにして世界記録保持者、日本の国宝、織田君*は立って、
いちいち選手諸君を紹介されました。（―中略―）戰ひはいよ
いよ明廿四日、午后三時よりです。愛国心を多分に持つ、血
の気の多い日本人我々一同は、パリー市の大型乗合自動車二
台を貸切り、華々しく、應援に乗り出します。
＊1928年アムステルダム五輪、三段跳びで日本人として初めて金メダル
を獲得した織田幹雄

1930年８月26日付母和歌宛手紙：L-52
去る廿四日の日本、対フランスの陸上競技、殘念ながら日本
が負けました。なににせよ、ヨーロッパ各国を轉戰して来た
後とて、選手も疲労しており、それに学生許り――若い人は
十九才ときゝます――のことゝて、止むを得ません。
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原会のために、なにかフランスの繪の月刊雑誌でも豫約して
やりましょう。お許可を願ひます。小山も富田もヱラクなり
ましたネ。

　さらに次の手紙からは、蒼原会をともに作った小山良修や富
田通雄と固い友情で結ばれていたことが窺える。

1931年３月17日付母和歌宛手紙：L-88
パリーに生活すると、人間と云ふ動物のアラユル面をその
まゝ、見ることが出来ます。小山君や富田君見たいな、心を
打ちあけて話し合へるなんて友人はパリーにはゐませんヨ。
恐らく世の中にあんまりないでしょう。よい友人を二人　日
本に持ってゐて幸せです。

　一方中西の滞欧中、中野の中西家では、四谷の地所にある中
西のアトリエを、中野の自宅へ移転する計画が進められる。移
転にあたって中西は、いろいろと注文をつけると同時に、移転
後の利用については母の助言もあり、自分がパリにいる間、蒼
原会の集まりに利用してもらうことにする。

1930年５月26日付弟幸三郎宛手紙：L-26
アトリヱの移轉すみましたら、周囲に樹でも植へて、外から
見えぬやうにしておいて下さい。窓は北向きでよいでしょう。
南に、必要があったら開けますから。

1930年５月26日付母和歌宛手紙：L-27
アトリヱのことも幸ひうまく形がついて何よりでした。何時
かは動かさねばならぬのですし、何時まで塩町*の地所の邪
魔をしては申訳ありませんから。アトリヱの後ろ向きの方は
塩町にある時は下見板になってゐませんでしたが、郊外では
見っともないですから、四方共全部下見板にして、色は白か
如く薄い灰色位にしておいて下さい（―中略―）アトリヱの
利用、之れはよい所にお気がつかれました。どうぞ若い人々
のむつまじい集りの為に使用して下さい。小山博士**をお
招きして、課外講話でもうけたまわるのも結構でしょう。
＊四谷塩町　＊＊小山良修は医師でもあった。

　このアトリエ移転は６月半ば頃には終わったようで、７月８
日付の手紙で、中西は「アトリヱ完成致しましたさうで、色々
有難う御座居ました。」（1930年７月８日付母和歌宛手紙：L-35）と
感謝している。なお、このアトリエ（図M-37）は、第２次大戦
中強制疎開のため壊されてしまう。中西は戦後アトリエの再建
をおこなうが、完成を見ずに、1948年10月６日、肝臓癌のた
め死去した。壁の上塗りもまだ仕上がっていないアトリエで、
中西の葬儀が行われた。なおこのアトリエにはその後、1952年、
十和田国立公園功労者顕彰記念碑の裸婦像（《乙女の像》として
知られる）制作のために高村光太郎が移り住んだ。光太郎は自

炊生活をしながら翌1953年に像を完成させたが、肺結核のた
め1956年、このアトリエで死去している。

　4）パリでの食生活、トラブルなど・・・

　クラマール時代の中西は、はじめのうちこそ自炊をしたので
あろうが、結局、一般家庭の下宿に移っている。パリに来てか
らは、自炊もしたが、カフェやレストランを利用することが多
かったようだ。
　ここでは中西の食生活をみていくが、まず、自炊について触
れているものからいくつか紹介してみたい。

1930年３月17日付母和歌宛手紙：L-7
料理の本、つきました。で早速カツレツをこしらへて早速大
失敗しました。ラードであげるのを、フライ鍋で焼いたから
たまりません。メリケン粉の黒焼が出来上り、アトリヱは煙
りでモウモウと、以后注意しましょう。

1930年７月16日付母和歌宛手紙：L-39
珍らしく自炊をやる気になり、米を買ったり、肉や野菜を仕
入れたり、可成活動して、只今、いささか珍妙な夕飯を終っ
た所です。私のやる自炊は、よほど注意して仕込まないと、
レストランより高價についてしまひます。

1930年７月31日付母和歌宛手紙：L-42
今、自炊して、妙な夕飯を済せた所、馬鈴薯を煮ることだけ
は、大分上達しました。御飯は時々、こがします。しかし一
人で食べる一人者の食事位、面白くもおかしくもないものは
ありますまい。

1930年８月５日付母和歌宛手紙：L-44
夜は荻野君のアトリヱでスキ焼をしました。僕は肉を買ひ、
荻野君はネギと米とブドー酒。我々の買物姿、御想像下さい。
アノ、キチンとした好男子の荻野君、平気でネギの袋をかゝ
へてパリーを歩きます。御飯は僕がとても上手にたきました。
ロクデモないことが上達しました。御飯たきや肉切りや馬鈴
薯の皮むきなぞと。

1931年３月３日付母和歌宛手紙：L-84
今日は、久し振りでアトリヱでスキ焼して夕飯をすませまし
た。御飯は実に見事に炊けるやうに上達しました。

　自炊を重ねるにつれ、中西の料理が上達している様子が分か
る。また、この「スキ焼」は中西が比較的よく手がけた料理の
ひとつであったようで、友人たちが遊びに訪れた際にも、スキ
焼をふるまっている。（たとえば既出の高木東六とフランス人姉妹の来

訪時など［1931年４月26日付母和歌宛手紙：L-91］）
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　日本人倶楽部（日本人会）は、エトワール凱旋門に近い、パ
リ17区、デバルカデール通り7番地（7 rue du Débarcadère）
にあり、地下に食堂を備え、ここを会場に展覧会なども開催さ
れ、在留邦人たちが集っていた。既述した和田季雄の送別会を
兼ねたパリ上杜会（1931年4月30日）や、日本学生体育聯盟代表
選手の歓迎会（1930年8月22日）等も、ここで開かれている。
　次の常盤は、既出のロンドン、デンマークストリートの常盤
の支店で、日本人倶楽部同様、エトワール凱旋門近く、シャル
グラン通り（Rue Chalgrin）にあった（註40）。料理はなかなか
美味しかったのであろう、中西は、しばしばここに足を運んで
いる。

1930年４月21日付母和歌宛手紙：L-14
二人*共疲れて、夕食はエトワール近くの日本料理店常盤で
久し振りオイシイ日本食に舌鼓を打ちました。刺身、吸物、
蒲焼、ヌタ、等、なかなか外国とは思へぬ位、美味しく感ぢ
ました。
＊中西と中江大部

1930年11月16日付母和歌宛手紙：L-67（図M-29）
夕飯は又、例によって常盤へ出かけました。素晴らしいまぐ
ろが入りましたと云ふ主人の話に刺身を注文して見るとこれ
は又、全くパリーぢゃ珍しいまぐろ、でお刺身をお代りする
始末、西洋人がまぐろの刺身を目当てに、こゝに来るには一
寸、驚かされます。日本酒をチビリチビリやってゐますヨ。
マダム同伴で。日本の新聞なぞ見て、八時にアトリヱへかへ
りました。チョイチョイ行くので常盤では、早く行くと、御
飯前にお茶とお菓子を出します。私の甘黨をどこで知ったの
か。

1930年12月23日付母和歌宛手紙：L-78
私のお正月、元日は、午に常盤へ出かけて、お雑煮を祝はう
と思っております。先夜、常盤へ出かけましたら、主人が大
自慢で正月料理の献立を述べたてました。なるほど正式に全
部揃ってゐます。四十五法

フラン
。

　これらの中西の記述から、常盤では、かなり本格的で美味し
い日本料理が出されていたことが判る。また、在留邦人のみな
らず、フランス人等も刺身を目当てに訪れていたことは、興味
深い。
　中西の書簡で1931年以降に登場するのが、牡丹屋である。
牡丹屋は、この当時は、トロカデロ庭園近くのヴィヌーズ通り
30番地（30 rue Vineuse）にあった。後に、同じ16区のモザー
ル通り124番地（124 avenue Mozart）に移る（註41）。

1931年６月14日付母和歌宛手紙：L-100
伊太利より歸って以来、一ヶ月がまんしておったので　すっ

　ところで「スキ焼」をするには、醤油など、日本の食材が必
要であることは言うまでもないが、この当時、マドレーヌ寺院
の近くに、日本の食材を売る店があったという。例えば仏文学
者の河盛好蔵は、パリに留学した1928年頃のことについて、「当
時はマドレーヌ寺院の近くに僅かばかりの商品を並べている店
があるきりであった。私たちはそこでソース瓶に入った醤油を
買ってきて、どんな料理にもそれをかけて食べた。格段におい
しくなるからであった」（註38）と記しているが、この店につい
て、中西も手紙で触れている。

1931年３月１日付母和歌宛手紙：L-83
例のマドレーヌの店へ行ったら、大分目新しいものがついて
ゐました。一寸、興をそへて書きますと、△赤味噌一鑵　
十六フラン、△福神漬一鑵　十一フラン、△葡萄豆一鑵　九
フラン、こんな奴がパリーまで来てゐたには驚きました。△

［…］養志るこ　九フラン（―中略―）△米　約二升　十フラ
ン、△葡萄酒、カフヱー、砂糖、馬鈴薯、ねぎ、等々・・・
で先ず之だけあれば十日間のアトリヱ籠城に、大丈夫、

　河盛が記した頃から3年たち、中西が「大分目新しいもの」
と書いているように、かなり食材が豊富になっている様子が窺
える。
　一方、いわゆるモンパルナスを生活の拠点としていた中西は、
この界隈のカフェやレストランにも足繁く通った。中西の書簡
に頻出するのはモンパルナスの老舗カフェのひとつラ・クーポー
ル（1930年11月24日付母和歌宛手紙：L-70ほか）だが、同じく老舗
カフェのラ・ロトンドも登場している（1930年８月17日付絵はがき：

P-136）し、ル･セレクトで書いた手紙もある（1930年11月18日付

母和歌宛手紙：L-69）。レストランではサン・ジェルマン・デ・
プレのレストラン・デュヴァルの名も、書簡に散見する。しか
しここでは、中西が通った日本料理のレストランについて触れ
ておきたい。今でこそ、世界各地に日本料理のレストランはあ
るが、中西がパリに滞在していた頃は、まだまだ少なかった。
ちなみに中華料理店について中西は、「パリーには支那料理店
が七八軒あり、皆、相当流行って居ります」（1930年５月６日付

母和歌宛手紙：L-20）と述べているが、日本料理店については、
その半分ほどであった。上述の河盛は、「私が最初にパリに行っ
た昭和３年頃には、日本料理店は「常盤」と「富士」と「日本人
クラブ」の３軒に増えていたが、まもなく「牡丹屋」というのが
できた」（註39）と述べている。
　中西の書簡で触れられているのは、これらのうちの「日本人
倶楽部」、「常盤」、「牡丹屋」の３件である。

1930年４月15日付手紙：L-13
日本人倶楽部に行けばいつでもヨーカンにお茶で日本の新聞
を見られますし、時々は支那飯も喰って元気をつけてゐます。
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かり日本食にうえて、甚だ意地きたない話ですが　日本の御
飯ばかり、パリーで食べております。日本人には矢張り、米
の飯に限ります。トロカデロの近くの日本料理店ボタン屋で、
おうなの丼にお吸物、此奴は眞底、骨身にこたへて、うまい
と思ひました。喰物の話で恐れいります。

1931年６月16日付父理吉宛手紙：L-101
今日は午后、アトリヱで仕事して、猛烈に空腹になりました
ので、御夕飯に牡丹屋へ行ってスキ焼を喰べました。 

　このほか、ユニークなものとしては、ロシアン･レストランで、
スイカを食べたエピソードがあるので、紹介しておこう。

1930年８月５日付母和歌宛手紙：L-44
夏の景物、おいしい西瓜、先日、モンパルナスの露西亜のレ
ストランで出ておったので久し振りに味ひました。フランス
語でパステーク*と申しました。しかし、西瓜は浴衣がけで、
打水した涼しい夕方の庭を見ながら喰べるのに限ります。西
洋人と一諸（ママ）にフォークやナイフを使って、コソコソや
るのでは一向においしくありません。
＊pastèque

　中西の滞欧生活は、比較的順調なものであったといえるが、
多少のトラブルには遭遇している。小磯からアトリエを引き継
ぐ際のトラブルについては、すでに紹介したが、中西自身のミ
スで身分証明書の書換えが遅れたために罰金を支払ったり、ま
た健康面では、歯痛のために歯医者に通ったりもしているのだ。

1930年６月26日付母和歌宛手紙：L-32
昨日は、秋間（日本人の案内人）を連れて、カルト、チダン
チテ*の書換へ（外国人の身許證明書）に行った所、僕の考へ
違いか、少し書換へに来る時期が遅れて、罰金共、二百二十
フラン拂はせられたのは、一寸痛事でした。
＊carte d'identité

1930年７月11日付母和歌宛手紙：L-37
御承知の如く生来の悪い歯、二年の間、まア、無事に過して
来ましたが、トウトウ故障を生ぢてフランスの歯科醫の世話
にならねばならなくなりました。

1930年７月15日付母和歌宛絵はがき：P-135
七月十五日、午前、102 rue de la Tourの歯科醫に行って
きました。心配することはないそうで、電気で焼いて吳れモ
ウ二度程通へばよいそうです。どうぞ御心配ないように。

1930年８月13日付弟幸三郎宛手紙：L-46
歯の方も、パリーでは先ず相当な醫者に見せましたが、幸い

大したことでもないやうで、此の所、様子を見ております。
心配性の母が又、取越苦勞すると困りますから、貴方から心
配せぬやうお傳へ下さい。

　このほか、大使館の完全な人違いにより、マダム・ヴェルダ
ン･ベッカーなる人物に対する債務の件で、在仏日本大使館庶
務係からの呼出状が中西のもとへ届いたこともあったが（1930

年10月10日付父理吉・母和歌宛手紙：L-64）、その後の書簡でこの
件は一切触れられておらず、大使館側の完全な間違いというこ
とで、事なきを得たものと思われる。

Ⅶ 帰国の年＝1931年

　1）南仏滞在からパリへ

　1931年最初の書簡は、１月20日付けの南仏、ヴィルフラン
シュ=シュル=メールからの絵はがきにはじまる。このはがきは、
南仏とイタリアを１ヶ月ずつ回る旅を計画した中西が、滞在中
の南仏から出したものである（註42）。中西は、1929年１月に
南イタリアのアマルフィで写生した際の「その空気と描く気持
がピッタリ一致した」体験をもう一度味わいたいと、イタリア
再訪を強く望むようになり、1930年７月頃より書簡に幾度も
その思いを書いていた（註43）。イタリアを再訪して制作するこ
とを、ある意味で留学の集大成と位置づけ、そのための特別旅
費の送金を両親に依頼、「特別支出一千円」の許可を得る。そ
して、「軍用金出来た以上、最後の奮闘をトスカナ、ウンブリ
ヤの平野に試み」（1930年11月24日付母和歌宛手紙：L-70）るため、
1月15日夜（か16日）にパリを発ち、まずは南フランスまでやっ
てきたのであった（註44）。

1931年１月20日付絵はがき（封書で３枚送付）：P-161〜
P-163

（P-161，図M-30①②）一月二十日、ニースの宿を引きはらっ
て、ここへ移りました。昨夜、マントンから荻野氏がニース
へ来たので、二人で朝、車をV

ビルフランシュ
illefrancheへ飛しました。

パンシヨン、ケルマリアが私の当分の住居です。日本人も
五六人来てゐます。皆画描き。

（P-162）安い方の小さな室がないので二人室を三食附四十五
フランできめました。アマリ、おいしくもないパンションの
晝飯を二人で喰べて、二人でニースまで海岸沿ひに歩きまし
た。（一里半位）　材料等求め、もう一晩泊まって、明日、マ
ントンへかへる荻野君と別れ、一人でビルフランシュにかへ
りました。

（P-163）止宿人は全部で十七人許り、内日本人四人。おかみ
も女中もなかなか気持よくもてなします。明日から商賣始め
ましょう。
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院に自動車で入院しました」という記述もあり、清水啓三も一
緒にいたことが分かる。このほか、同じく山口と同級の矢橋六
郎もいた（註45）。
　山口薫は、中西の書簡に、これより2ヶ月前にも登場してお
り（1930年12月23日付母和歌宛手紙：L-78）、そこには「明夜は山
口君とクリスマス料理でも食べにいきましょう。」と記されて
いる。中西と美校同級の山口長男は、1930年11月末にマルセ
イユから帰国の途についているので（1931年１月横浜着）、12月
23日にはすでにフランスにはいないため、この山口君は、山
口薫であると考えられる。

1931年２月20日付絵はがき：P-168
二月二十日、同宿の七人でサン、トロッペまで一日の清遊を
試みました。美くしい小港です。

1931年２月21日付母和歌宛手紙：L-82
本日、（二月二十一日）、二年前の二月に思い出深い三週間を
過したV

ヴァンス
enceへ遊びに行って見ました。嬉しいではありま

せんか。ホテル、レヂナの亭主もマダムも、よく覚へてゐて、
大変な喜びやう、とうとう晝飯を御馳走になり、話し込んで
かへりましたが、外国でもこんな珍らしいことがあるのです。
軍用金いよいよ缺乏しかゝったので二十五六日パリーへ戻り
ます。アトリヱに千フラン、殘してはありますが心細いです
から、此の手紙がついた時、まだ送金してありませんでした
ら、電報為替で日佛*に送って下さい。
＊日仏銀行

　この１ヶ月を超える南仏滞在の成果が、《モンテカルロ》（図
C-22）、《ニースの庭》（図C-23）、《港（B）》（図C-24）といっ
た作品群である。透明水彩と不透明水彩を併用した色彩研究に
加え、モダンなフォルムなど、滞欧生活を通じて確立していっ
た中西ならではの作風を見て取ることが出来る。その一方で、
家族に送金を督促するなど、南仏での予想以上の出費は、中西
を不安にさせたようだ。
　２月25日、中西はパリへ戻った。「かへりの汽車、軍用金缺
乏から、フランスへ来て始めて三等で十八時間もの長旅行して、
よい経験」（1931年３月１日付母和歌宛手紙：L-83）もしている。

1931年３月１日付母和歌宛手紙：L-83
二月廿五日、薄日さすパリーへ無事戻りました。約四十日目
です。思ったより暖かいので先ず安心、駅よりタキシーをモ
ンパルナスのカフヱー、クーポールに飛して久し振りにパリー
のカフヱー（コーヒーのこと）を味つて、生き返りました。 

（―中略―）午后二時には電気会社まで呼出状を持って行っ
て、三ヶ月分の電気料を支拂ふなぞ、なかなかに急しいこと
です。今度、始めて軍用金のとぼしいのに心細さを感ぢまし
た。諸拂いを済せて殘ったのが、大枚六百フラン、之れだけ

　このように中西は、パリを発ってまずニースに滞在後、近郊
のヴィルフランシュ=シュル=メールへ移った。また同じ頃南
仏マントンに滞在していた荻野とも、ニースやヴィルフランシュ
で一緒に過ごしている。中西は、ヴィルフランシュではまず上
記の「パンション・ケルマリア」を宿にしたが、2月11日付け
でヴィルフランシュから出した手紙には、滞在先が「Pension 
Nouvelle（パンション・ヌーヴェル）」と記されているので、こ
の間に宿を変えたようだ。ヴィルフランシュから出された手紙
は他に２通のこされているが、いずれもパンション・ヌーヴェ
ルからなので、以後は宿を変えていない。この南仏滞在は中西
にとって予想以上の出費となったようで、南仏からイタリアへ
入る当初の予定を変更し、一旦パリに戻ることにする。

1931年２月11日付母和歌宛手紙：L-80
今ゐるヴィルフランシュから伊太利亜までなら如く近いので
之から直ぐ廻ればよいのですが、一人で二ヶ月以上の旅は可
成疲れ（気疲れ）ますし、軍用金もいさゝか心細くなりまし
たので二月二十五日に一先ず、パリーの古巣に舞い戻りましょ
う。（―中略―）南佛へ来て一ヶ月、金がかかったので驚きま
した。実に、外国人にうまく金をつかわせるやうに出来てゐ
るのです。佛国政府の収入になる滯在税、一日一人約二十銭、
ニースにはあらゆるパリーの眞似がしてあります。よく考へ
たものです。 

　いささか懐が寒くなってきたとはいうものの、ヴィルフラン
シュでの日々は、中西にとって愉快なものになったようだ。１
月20日付の絵はがき（P-161〜P-163）で、日本人画家が5,６
人滞在していると述べているが、中西は彼らと楽しく過ごした
り、二年前に訪れたヴァンスを再訪したりしている。また滞在
中、弟幸三郎にモンテカルロの絵はがきを封書で送っているの
で、日付は明らかではないものの、モンテカルロにも足を延ば
した。

1931年２月15日付母和歌宛手紙：L-81
ビルフランシュの生活は頗る面白いものになりました。なに
しろ血気な若者が七人それに、隣りに、三人も居るのですか
ら、盛んなものです。時々一同、町の運動場へ集って、ベー
スボールをやる。全く、日本と変りません。その代りフラン
ス語は一向に上達しませんが。（―中略―）寫眞はマントンに
て、山口君（美校洋画三年下の人）と私　 

　この山口君というのは、山口薫のことである。1930年11月
にパリにやってきた山口はこの頃、東京美術学校の同級生たち
とヴィルフランシュ=シュル=メールに滞在しており、彼らは
中西と一緒に行動することもしばしばあったのだろう。４日前
の２月11日付の手紙（L-80）には、「同宿の清水君（美校にて三
年下の人）、風邪をこぢらせて、熱が下らず今朝、ニースの病
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で三月十日頃つく筈の奴を頼りに、暮さねばなりません。パ
リーについて全く始めての経験、しかしよい経験です。で先
ず食料品を仕込みました。とてもレストラン等で好きなごた
くを並べてゐては、五日ももちますまい。自炊に限りますか
ら。

　こうして自炊を続けていたところへ、３月５日、日本からの
送金通知を受け取り、中西は一息つくことが出来た。一方、制
作に関しては、前年末から引き続いてグワッシュに力を入れて
いる様子がうかがえる。

1931年３月１日付母和歌宛手紙：L-83
南佛での作から、グアツシュを二、三試みて見ました。一寸
面白く行きさうですが、まだまだものにはなりません。

1931年３月５日付母和歌宛手紙（父宛手紙に同封）：L-85
仕事の方、先々順潮に進んでおります。この分ならかへるま
でには、人に見せられる二十点位は出来さうです。　

1931年３月17日付母和歌宛手紙：L-88
グアツシュを續けておりますが、マアマア水彩よりは見られ
るものが出来そうです。（―中略―）今週はモデル使ってグア
ツシュの人物を試みておりますが、確しかに水彩よりは面白
いやうです。

　４月に入り、中西は山内とともに、３日間のブルゴーニュ地
方への小旅行に出かける。荻野と同船してパリへやってきた山
内は、音楽好きの中西によって「スッカリ、レコード好きに仕込」
まれ、「月給の大部分をレコードに廻」す（1931年３月17日付母和

歌宛手紙：L-88）までになる。中西は、親しく交際を続ける山内と、
制作の合間、気分転換の小旅行を楽しんだ。

1931年４月５日付母和歌宛絵はがき：P-169
四月四日（土）、パック（復活祭）の休み、山内君と二人で、
ブルゴーニュ地方に旅行してゐます。四日はディヂョン泊り、
此の地方の首都で人口八万余、このホテル*へ泊りました。
今日（五日）は十二時の汽車でSemur**へ向ひます。六日夜、
パリーへ戻る予定。
＊ホテル la Clocheの絵はがき。このホテルは歴史ある5つ星ホテル
として現在も営業中（Grand Hôtel la Cloche Dijon）　＊＊Semur-en-
Auxoisスミュール=アン=ノーソワ　ディジョンから北西に約50キロの
歴史ある町。

　2）帰国船の決定。そしてイタリアへ

　旅行から戻ると、中西は９月17日出帆の靖国丸で帰国する
ことを決定する。靖国丸は1930年に竣工した新しい船で、中
西はよりよい設備の新造船で帰ることを希望していた。しかし

この決定までには、少しでも長くパリにいたいという思いとの
葛藤があった。中西は前年末、靖国丸で1931年の９月末頃フ
ランスを発ち、11月に帰国することを検討していると家族に
伝えたものの（1930年12月３日付母和歌宛手紙：L-74）、日本郵船
の新たなタイムテーブルでは、靖国丸のマルセイユ出港日が９
月30日から、９月17日に早まってしまう。そこで、帰国船は、
靖国丸ではなく、11月26日出帆の照国丸（1930年竣工。こちらも

新造船）でもよいかという手紙を家族に送っていたのだった（1931

年３月13日付母和歌宛手紙：L-87）。しかしおそらく、家族からの
一日も早く帰って欲しいと書かれた手紙を読み、９月17日出
帆の靖国丸で帰国すると書き送る。

1931年４月18日付母和歌宛手紙：L-90
お手紙、讀んで直に、マルセイユ出帆を九月十七日の靖国丸
と定めました。モウモウ決して変更なぞ致しません。どうぞ
御安心願ひます。早速、パリーの郵船代理店へ船室を申し込
みましょう。御心配かけましたことは御詫申します。

1931年４月30日（５月１日朝）付母和歌宛手紙：L-92
本日午后、約束の如く、船室豫約金二百円、銀行より出して、
郵船代理店に参りました。新船は乗り手が多いとのことでし
たが、事実で、まだ五ヶ月も前なのに、中央寄りのよい室は、
ほとんと予約済みには驚きました。私の室は三百十六号のB、

（Bですから寝台は下）少々感心しない小さな方の二人室です
が、（―中略―）新船は二等も一等のやうに二人部屋です。私
の部屋の位置は、ほとんと、来た時の白山丸のと同ぢ位、船
尾に近い所です。

　帰国船を決定した後、中西はいよいよ、熱望していたイタリ
ア再訪の旅へと出かけた。これまで同様、中西はほぼ毎日のよ
うに、旅先から絵はがきや手紙を送っており、旅の様子は手に
取るように分かる。

1931年５月７日付母和歌宛手紙：L-93
永らくの懸案であった伊太利旅行、いよいよ来週日曜日（五
月十一日）発つことになりました。本日、切符も求め、軍用
金も伊太利貨に変へました。切符は二等、パリー、フローレ
ンス往復（往きはモダーン * 越へ、歸へりはサンゴツター
ド**経由）二ヶ月有効にて九百二十フラン、日本の汽車賃に
比べますと頗るお高いものです。
＊Modane モダーヌ:フランス・イタリア国境の町　＊＊サン=ゴッタル
ド（伊語）、ザンクト・ゴットハルト（独語）、スイスにあるアルプスの峠

1931年５月10日付母和歌宛手紙：L-94
いよいよ明日、伊太利亜の旅に出ます。午后十時五十分、ガー
ルドリヨン発、モダンの山峡より伊太利に入り、ピサ着、午
后十一時四十分、実に二十五時間、ブツ續けて乗る譯です。
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展*以来、日本人の受けは頗るよく日本人であることが判る
と、なかなかお世辞をつかひます。（―中略―）明日は日曜日、
仕事を休んで、二年振りで、ウフィチ画廊にボッチチェリの
傑作を見に行くのを楽しんでおります。午后はピッチ宮殿の
有名なボボリの庭でも見ましょう。そして月曜日は、午前九
時の汽車でアツシゝへ発ちます。
＊1930年にローマで開催された日本美術展覧会。大倉財閥の大倉喜七郎
の全面支援のもと、横山大観、菱田春草、下村観山、川合玉堂、竹内栖
鳳ら、当時の日本画壇を代表する画家たち80名の作品が展示された。

1931年５月20日付母和歌・弟幸三郎宛絵はがき：P-176（図
C-45①②）
アツシゝの三日目*、朝から雨、午前、二階の隅の窓が二つ
ある明るい室に引移る。先年のホテル、スパシボ**と違って、
此の家は日本人を大に優待する。
＊20日で３日目ということは、５月16日付の手紙通り、５月18日にはアッ
シジに移ったようだ。　＊＊おそらくアッシジの老舗ホテルスバシオ（Hotel 
Subasio）と思われる。

1931年５月24日付母和歌宛絵はがき：P-177
五月二十四日、アツシゝに来て、もう今日は六日になります。
毎日、大いに孤軍奮闘しましたが、なかなか思ふにまかせま
せん。しかし、フローレンスの洗礼堂の扉一枚に実に二十七
年間、苦心して仕上げたギベルヂー*のことを考へると我々
凡才が二年や三年の洋行で、一仕事しやうなぞ考へるのは間
違ひ　マア、身体でも丈夫にして、大いにやりましょう。
＊フィレンツェのサンタ=マリア･デル･フィオーレ大聖堂附属のサン=ジョ
ヴァンニ洗礼堂の扉「天国の門」を27年間かけて仕上げたロレンツォ・
ギベルティのこと

1931年５月27日付父理吉宛手紙：L-96
二十五日午后、Assisi発、同夜八時三十分、再度フローレン
スに参りました。今度は二ヶ年前、小磯、古家と三人で一週
間世話になったパンショネ、Crociniに宿をとりました。此
の家の人々は日本人に特に、厚意をもってゐて、実に心持よ
く世話をしてくれます。二ヶ年前、同ぢこの家で私が腹を悪
くした時、コンニャクを熱くして、手拭いで巻いて持って来
てくれたことを覚えております。アルノ河に面した明るい、
よい一人室を僕のために用意しておいてくれました。（―中
略―）加治木中佐*とフィレンツェで會ふ約束があるので、
六月五六日頃までここにおることになりましょう。（―中略―）
六月十日より八月二十日まで、アトリヱにたてこもり、最后
の一戰を試みるつもりです。
＊加治木中佐については、本書p.30（1931年5月10日付手紙：L-94
の註）を参照されたい。

1931年５月12日付母和歌宛絵はがき：P-170
只今、伊佛国境の駅、モダーンにて、昨夜、パリー発、アツ
クスレバン*で夜明け、車窓より、こんな山がたくさん見へ
ます。これから伊太利へ入ります。
＊Aix-les-Bains エクス=レ=バン

1931年５月13日付母和歌宛絵はがき：P-171（図M-31①②）
五月十三日、美くしく晴れた、初夏らしい朝、デュオモ*の
芝には露がキラキラしてゐました。白大理石の寺は青空をバッ
クに靜かにたってゐます。落ちついた気持で伊太利の古い寺々
を見て歩く楽しさ――でそのBon Souvenir のために
＊ピサ大聖堂

1931年５月13日付母和歌宛絵はがき：P-172
ピサを午后一時三十五分に出る汽車は可成混みましたが、で
も立たなくですみました。（―中略―）懐しい花の聖母寺、メ
ヂチの都、二年前を回想したり、私の心は躍ります。三時半
着、ホテルの車で宿へ。Hotel Porta Rossa*、市の中央で
出歩くのに都合がよい家です。
＊ホテル・ポルタ・ロッサ 現在も5つ星ホテルNH Collection Firenze 
Porta Rossa として営業中

　中西はフィレンツェ滞在中、このホテルを拠点に近郊の町を
訪ね、制作を続けた。

1931年５月14日付母和歌宛絵はがき：P-174
昨夜お湯に入って、十時まで寝坊しました。二十五時間の汽
車旅行の疲れもすっかり、とれました。伊太利晴れの良い天
気、道具を持って、本寺前から七番の電車*でフィヱソロ**
へ。山の上の景色のよい所、一杯描いて、今カフヱーで一休
みしてゐます。
＊この当時、フィレンツェの街なかを走っていたトラムのことと思われる。

「本寺前」とは大聖堂前のことであろう。　＊＊フィエーゾレ

1931年５月15日付父理吉宛絵はがき：P-175
今日は東の方の郊外Settignano*へ出かけました。本寺から
九番の電車で四十分程、昨日行ったフィヱソロが遠くに見へ
る小高い丘の町、日本人の顔は私が始めてかも知れません。
＊セッティニャーノ

1931年５月16日付父理吉宛手紙：L-95
フローレンスに参って、もう四日になります。毎日、元気で
郊外へ描きに出かけます。二年前来た時は、三人連れだった
のに、外国生活に練れてゐなかった為めか、疲れやすく、落
ちつきがありませんでしたが、今度は年功を積んで度胸も出
来たので、少しも不自由しません。伊太利語は「一二三」と

「有
グラチャー

難う」位しか知らないくせに。昨年のローマの日本美術
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1931年６月２日付母和歌宛絵はがき：P-179
今日は六月二日、明日は汽車でピストイヤへ寫生、四日に加
治木中佐に會って、五日か六日に、パリーへ向けて発ちます。

1931年６月６日付母和歌宛絵はがき：P-180
五月三十一日（日）、フィレンツヱで欧州女子競技が開催さ
れまして、私も午后、見に参った所、偶然寫眞屋に撮されて、
そのヱハガキが町に出ておりましたので送ります。（―中略―）
日本の人見の人気は、ここでも大したものです。今日は六月
六日、加治木氏と午后フィレンツヱを発って、今夜は景色の
良いコモの湖畔で一泊、明日はスイスへ入ります。

　１ヶ月近く、フィレンツェとアッシジを中心に「最後の奮闘
をトスカナ、ウンブリヤの平野に試み」（1930年11月24日付母和

歌宛手紙：L-70）た中西。その成果は、《アッシジ（A）》（図C-25） 
《アッシジ（B）》（図C-26） 《伊太利亜の春》（図C-27）のような
作品として結実する。「伊太利の美しい五月、フィレンツェや
アツシシで仕事のできたことは私の滯歐中の最も樂しい想ひ出
となつて殘つた。」「繪具はニューマン、紙はファブリアノ、場
所は伊太利、季節は五月、といくつもの條件がピタリと揃つて
私は我を忘れて美しい風景の中で好きな水繪を描くことが出來
た。」（前掲『水繪 技法と随想』pp.320-321）と、このイタリア滞在に
ついて、中西は後日このように述べている。
　６月６日フィレンツェを発ってフランスへの帰路、中西は、
イタリアからスイスまでの旅程を加治木と同行するのだが、こ
の間、ホテルや停車駅から、１日に何通も家族宛に絵はがきを
送っている。６月６日コモに１泊後、翌７日から６月９日の夜
パリに戻るまでの３日間に書いた父宛、母宛、弟宛の風光明媚
な絵はがきは、今日のこっているものだけで32通にのぼる（「中

西利雄滞欧書簡リスト」本書pp.65-71）。いくら筆まめな中西とはい
え、この数は普通ではない。中西は後日、「アノ旅行中、加治
木氏と二人競争で書いたのがあのスヰス便りです」（1931年７月

15日付父理吉宛手紙：L-112）と書いている。その内容は、旅程の
ことから、景色に感動したこと、現地の歴史的エピソードなど
多岐にわたり、家族それぞれにほぼ同じ文面で出しているもの
もある。これらの絵はがきの中から、ここでは、中西の動向が
明確に分かるものを抽出して紹介する。

1931年６月７日消印父理吉宛絵はがき：P-181
六月六日、午后四時フィレンツヱ発、ボロニア、ミラノを経
て午后十一時二十分、伊太利北部の景勝、コモ（Como）着、
湖畔のホテル、ボルタ投宿、加治木氏と御同行しましたので、
お風呂附のよい室、一浴して、よく休みました。（―中略―） 
窓から美しいコモ湖を見ながら、朝食、午前散歩、今カフヱー
へ一休みして、これを書きます。

1931年６月７日付父理吉宛絵はがき：P-186
六月七日（日曜）　午后、一時二十三分、伊太利コモ湖畔発、
キアソ*よりスヰスに入り、ルガノの勝景、サン、ゴツター
ドのトンネル、ウィリアム、テルの古跡等、美くしいスィス
の風物に夢のやうな五時間を過して、春雨煙るルセルン**
に午后六時半着、オテル、ディアナに投宿しました。
＊キアッソ。イタリアとの国境にあるスイスの町　＊＊ルツェルン

1931年６月８日付母和歌宛絵はがき：P-199
インターラーケンで乗換へて、スィスの首府ベルンに午后七
時半着、駅の近くのホテル、ウィルドマン*（山男ホテルと訳
しましょうか）投宿、スィスのホテルはどこでも実に清潔で
近代的で、とてもとてもフランス等の比ではありません。夕
飯后、町を一廻りしましたが、設備満点、世界の公園の町の
名をはづかしめません。ドイツが近いのでビールが素敵にう
まいこと。
＊ヴィルデンマン（Wilden Mann）

1931年６月９日付母和歌宛絵はがき：P-210
三日間の印象深きスィスの旅も今日で終りました。ベルン 
一時半発、Olten*で加治木氏とお別れして**、三時半、スィ
スとフランスの国境に近いBasel***でパリー行に乗換へ。
バーゼルまで来ると懐しいフランス語が一ヶ月振りで耳にひ
びきました。
＊オルテン。オルテン駅は、チューリッヒ、ベルン、バーゼル、ルツェ
ルンから、現在列車で30分以内の位置にある。　＊＊同日付父理吉宛の
絵はがきで、加治木はチューリッヒへ向かうことが触れられている。　�
＊＊＊バーゼル

　中西は、６月９日の夜パリに到着した。旅は無事に終了した
ものの、最後にパリでちょっとしたトラブルに見まわれるのだ
が、その様子を２枚の絵はがきに綴っている。

1931年６月９日付母和歌宛絵はがき：P-213
とうとうパリーへかへりつきました。六月九日、午后十一時
二十五分、パリー、ガールドレスト*着。時間がおそいので、
門番を起すのも気の毒と思って、駅前のホテルを赤帽に命ぢ
た所、荷物を持ちこんだこのホテルは、頗る怪しげな、御二
人連れ専用らしい代物、それ故、馬鹿馬鹿しく高い。
＊東駅

1931年６月９日付母和歌宛絵はがき：P-214
とうとう一番勝手をよく知ってゐるパリーで馬鹿な目に會ひ
ました。こんなキタナイ部屋が四十フランだなんて人を馬鹿
にしてゐます。
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1931年６月14日付母和歌宛手紙：L-100
明日は日曜日、アト十二週間、一つ、終りの頑張りを始めま
しょう。油繪ぢや、外に上手な人が日本にもゐますから私は
私で、グアツシュと水彩でゆかうと思ひます。四十号大（三
尺に二尺五寸）のカルトンを用意したのですが　之れが、う
まくいって吳れるとよいと願ってゐるのですが。額縁に入る
と随分と大きなものになります。伊太利の作品も、まアまア
相当でしたが、パリーのアトリヱのに比べると、どうも味が
ありません。今の私には、普通の巧

ウマ
さ――にはあまり感興を

ひかれません。其の点、パリーにゐる画描き共は、実際一人
一人が不思議な普通でないうまさ、――を持ってゐてヱライ
と思ひます。個性の現はれ――とでも云ひましょうか。

　９月17日の靖国丸マルセイユ出港まで3ヶ月、実際に落ち
着いて制作できるのは正味２ヶ月と考え、制作に打ち込む中西。
また６月14日付けの手紙からはあらためて、「グアツシュと水
彩でゆかう」という決意も見て取れる。こうして制作を続ける
中西のもとに、６月23日、日本郵船の事情で、帰国船の靖国
丸と箱根丸との日程が入れ替わり、箱根丸が９月18日発、靖
国丸が10月１日発になったという連絡が入る。少しでも長く
パリにいたいと考えていた中西にとって、これはある意味朗報
でもあった。中西は、船の変更はせず、10月１日マルセイユ
発の靖国丸で帰ること、神戸着は11月４日になること、そし
て「今度の変更は私の勝手ではなく、罪は日本郵船にあるので
すから、どうぞそのお積りで。」（1931年６月23日付両親宛手紙：

L-104）と書き送った。そして引き続きアトリエでの人物画制作
や、戸外でのスケッチを続けていくが、その滞欧生活最後の制
作ぶりを追ってみよう。

1931年７月７日付母和歌宛手紙：L-110
幸ひ私も至極元気で、今日なぞ、半年振りでスヱーデンのモ
デルのお嬢さんがアトリヱに来ましたが、随分、肥って色が
黒くなったなぞと驚いておった位、先々、丈夫で勉強出来る
のはなによりと喜んでおります。このモデル、眞面目な女で、
パリーのモデルとしては珍らしい人、今、大きな人物のグア
ツシュをやっております。

1931年７月20日付母和歌宛手紙：L-113
今日は日曜日、久し振りでセーヌ河岸へ寫生に参りました。
パリーに暮してゐるくせに、パリー市中の画はありませんの
で、出かけて見ました。ポン、サンミツシヱルで八番の電車
を降りると、アノ美くしいノートルダムドパリーが直ぐ目に
入ります。伊太利で随分、古い美くしい寺を見て来ましたが
こんな立派な寺は、あまり數多くあるものではありません。
くすんだ壁と青々した樹木が実に美くしい対照をなしてゐま
す。寺を一巡りしてゐると鐘が鳴り出しました。そして、そ
の音は、二ヶ月前のアツシゝの一週間を懐しく想ひ出させま

　3）滞欧生活最後の日々

　６月10日、1ヶ月ぶりに自分のアトリエに戻った中西は、こ
れまでの滞欧生活を振り返るとともに、両親への感謝と、今後
の残り少ない日々における決意表明を、次のように書き送る。

1931年６月10日付母和歌宛の手紙：L-98
六月十日、午前十時、一ヶ月振りでアトリヱに戻りました。
下のコンシヱルヂュから、手紙やその他一ヶ月分の郵便物を
貰って、三十日目にアトリヱの扉をあけました。ホコリ臭
く、キタナイけれど、矢張り私のアトリヱです。なんだか
安心しました。そして一通り、掃除してから先ず、母上より
のお手紙七通を拝見致しました。（―中略―）三十歳前後に、
ともかく世界の本場を踏んで、本ものの画を見、そして伊太
利に二度、画の筋道を尋ね、四ヶ年*の歳月を海外に暮すこ
との出来た幸せを、父さんや貴方にどれだけ私は感謝してよ
いか、わかりません。唯、不肖の私、どれだけ、之の御恩が
へしが出来るやら、――　只今アトリヱで三、四、月に出来
たグァッシュを見てゐます。画描きはパリーを去ってはなら
ぬと、シミジミ感ぢました。パリーこそ、若い画描きの道場
です。そこには、世界各国の名人、奇手が集ってゐますもの。

（―中略―）サア、私は一人でアト三ヶ月、私の大好きナ、
ヱルネストクレスソンの私のアトリヱに立てこもりましょう。
そして、貴方にお見せする私の画の完成を急そがねばなりま
せん。
＊足かけ４年という意味であろう。

　さらに翌11日、14日と、たたみかけるように、自身の思い
を書き連ねている。

1931年６月11日付父理吉宛手紙：L-99
今日、伊太利から持ちかへった画を出して見ました。そして、
一つ、さとったことがあります。それは、アンナニ、頑張っ
て、描いて来た画が、パリーのアトリヱで描いた画に、どう
しても及ばないと云ふことです。それは、伊太利で出来た画
は上手には仕上ってゐます。が　なんとなく、野暮臭くて、
ものたりなくて･･････ 黙って、アト三ヶ月、アトリヱに立
て籠りましょう。パリーの画は不思議なものをもってゐるや
うです。（―中略―）アト、數へて見ると僅か、三ヶ月と五日

（マルセイユ出帆の日まで）、正味は二ヶ月もありますまい。
落ちついて勉強出来る日數は。でもやります。二枚でも三枚
でも、よい画が欲しいです。ほんとうに心から。弱い意志に
鞭打って、仕事しましょう。私は私の弱点をよく知ってゐま
す。もっと、強くならなければならぬと思ひます。ほんの僅
かもってゐる、長所をもっと、育てなければなりません。
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した。オテルドビィユ*を主題にしてセーヌの景色を水彩で
一枚仕上げてかへりました。
＊オテル・ド・ヴィルHôtel de Ville＝市庁舎

　帰国が近づくにつれ、中西は日本の展覧会の様子を気にかけ
はじめる一方、中西が間もなく帰国することを知った日本の友
人たちからは、滞欧作を展示したいという知らせが中西のもと
に寄せられるようになる。

1931年２月15日付母和歌宛手紙：L-81
本日、上杜會の目録入手仕りました。盛んなものですネ。在
佛會員では荻野、高野、加山、顔*、小堀、と私の六人が出
品してゐません。つまり、あの他に六人ゐるのですから盛ん
なものです。来年は私も二十点位、水彩を並べて見ましょう。
日本水彩画會と光風会　御覧下さい。目録をお願ひします。
＊顔水龍（イエン･シュイロン）（1903−1997）は台湾出身。

1931年６月16日付父理吉宛手紙：L-101
六月一日出の日本水彩展目録在中の御便り本日到着、有難く
拝見仕りました。友人達がなかなか元気で出品してゐるのを
知って愉快でした。不破君*なかなか大きなものを出してゐ
るさうで、勉強家ですし、眞面目ですから、よい画が出来る
でしょう。小山君や富田君はいかがです。伊太利から、あま
り無沙汰してゐるので日本水彩展事務所宛で皆さんにハガキ
出して置きました。来年から私も仲間入りをするわけです。
＊不破章は結成間もない東京三脚会（後の蒼原会）に参加し、以後活動を
続ける。日本水彩画会展、光風会展、帝展等にも出品、戦後は日本水彩
画会理事長となり、日展でも活躍した。

1931年６月28日付母和歌宛手紙：L-107
昨日、不破君から可成長い手紙が来ました。それによると日
本水彩画会は来年、僕のために特別室をこしらへて、私の画
を列べるのださうですが、こんな話きくと、画のことが気に
なります。アト三ヶ月、一大決心をせねばなりません。（―
中略―）どうしても、相当の力作を四十点（一室分）持ってか
へらねばなりません。そこが画描きのつらい所です。

1931年７月９日付母和歌宛手紙：L-111
上杜会と日本水彩画会の友人の双方から滯欧作の特別陳列
は、私の会で是非――なんて手紙が来る度に、画の數も多少
考へて置かねばならず、出来は勿論大切なことですし、誠に
画描きってつらい商売だと思ひました。日本にかへったら、
十一月中旬から春まで当分、アトリヱにたてこもって、制作
をしなければなりますまい。

　ある程度まとまった数の滞欧作の力作を揃えなければと、中
西は覚悟を新たにしているが、次の７月23日付母和歌宛手紙

からは、中西の滞欧生活の成果が凝縮されたような、一つの自
信に満ちた思いを見ることができる。

1931年７月23日付母和歌宛手紙：L-114
いよいよかへる日も近ずきました。自分の仕事をふりかへっ
て見て、頗る不満足を感ぢ、情なく思ひますが、又、日本へ
かへつて、桃園のアトリヱで一人で――ではない貴方の傍で、
――画を勉強することを希望にして、勇気をつけて、国へか
へりましょう。でも一つの慰めは、画とはどんなものかと云
ふことが、判ったことです。三年の間パリーは勿論、ヨーロッ
パ中をめぐって、數多くの名作を見ました。之からは無駄な
まよひ方はしないと思っております。

　制作に打ち込む合間を縫い、中西は６月24日、帰国するこ
とになった加治木とフランスでの最後の時を過ごしている。既
述のように加治木は、中西がイタリアからの帰途、スイスの旅
に同道した人物である。

1931年６月24日付母和歌宛絵はがき：P-216
加治木氏とパリーより汽車で一時間程の郊外モウ*の町へ参
りました。川沿ひの一寸した田舎町、寫眞で知っておる美く
しい寺**があります。（―中略―）久し振りで見るフランスの
田舎もなかなかよいものです。
＊Meaux モー　＊＊サン=テティエンヌ大聖堂

　中西は、加治木と昼間モーに遊んだ後、夜は、加治木が宿泊
しているホテル（ANSONIA HOTEL）を訪ね、スイスの旅の
思い出話等をして楽しく過ごし、加治木が中西のために用意し
てくれたこのホテルの部屋に宿泊した。翌25日、アメリカ経
由で帰国する加治木をパリの北駅まで見送っている。（1931年６

月24日付母和歌宛手紙：L-105、および1931年６月25日付母和歌宛手紙：

L-106）

　また、友人たちと、野球をして楽しむ時間もあったようだ。

1931年８月９日付母和歌宛手紙：L-115
昨日は日曜日*、友人達十二三人集って、ボアド、ブーロー
ニュ**の中の美くしい草原でベースボールをやって半日遊
び暮しました。關東、關西に別れて戰ったのですが、二十二
対二十で關東組の勝、終って、日本人倶楽部にて夕飯を共に
し、雑談に時の移るのも忘れました。
＊なお、1931年８月９日は日曜日なので、８月９日付けの手紙で「昨日
は日曜日」というのは、つじつまが合わない。「８月９日付」なら「昨日は
土曜日」、「昨日は日曜日」なら「８月10日付」ということになる。この手
紙の消印は、８月11日であり、また「日曜日だから皆で集まって野球を
した」と考える方が自然であることから、手紙はおそらく「８月10日」に
書かれたものであろう。　＊＊Bois de Boulogne　ブローニュの森。パ
リ16区にある森林公園で、パリの中心からは西へ５キロほど。

　８月17日、中西は三度目となるノルマンディー地方への旅
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1931年８月31日付母和歌宛手紙：L-117
幸ひ、アトリヱの後継者も見つかりまして、本日、差配の所
へ出かけて、話をすませて参りました。権利金は半分にして、
千百フラン*、森君から拂ってもらふことにしました。まア、
これで、一先ず型はつきました。今週の金曜日に運送屋が私
の荷物の量

カサ
を見にきます。来週はマルセイユ向けて送り出さ

ねばなりません。切符も求めましょう。
＊アトリエの権利金は、次の借り手が前の借り手に支払うことが習わしとなっ
ていたようで、中西も小磯良平からアトリエを引き継ぐ際、二千フランを
小磯に支払っている（1931年５月27日付父宛の手紙：L-96）。中西がアト
リエを引き払う時には、権利金は二千二百フランに値上げされていたが、
中西は、森が支払う権利金を半額にして、残りは自分で負担したようだ。

　アトリエの後継者については、これまで複数の候補者の名が
手紙で述べられてきたが、結局、それまで一度も名前が出てこ
なかった森芳雄（1908−1997）が引き継ぐことになった。森
は1931年５月に渡仏、9月に中西からアトリエを引き継いだ
後は、1933年の夏にパリ近郊のエピエ=リュ（Épiais-Rhus）
に移るまで、このアトリエに住むこととなる。
　こうして問題が無事解決した中西は、9月11日、再度ロン
ドンへ赴いた。

1931年９月11日付母和歌宛絵はがき：P-222
二年振りに再び英佛海峡を渡ってロンドンに来ました。今度
はホンノ三四日、お名殘りの美術館見物。宿も同ぢDenmark 
St. の常盤、こゝの日本料理はなかなか結構

1931年９月12日付母和歌宛絵はがき：P-224
部屋で英国風の朝飯を喰べて、早々、ナショナル、ギャラリー
へ出かけました。（寫眞左の建築）、よく整理の出来た、世界
屈指の大美術館、午后二時まで足の疲れも忘れて、見て廻り
ました。午后はアルバートミュゼアムへ水繪の時代巡、陳列
を見に行きます。

1931年９月12日付母和歌宛絵はがき：P-225（図C-46①②）
午后、雨の中をアルバートミュゼアムに行きました。（―中
略―）こゝには一八〇〇年から近代までの水彩画の年代順陳
列があるのです。大いに得る所がありました。さすがは大英
国、美術館博物館の充実しておること。この絵はサー、ヂョ
ン、ミレーの描いた水彩画、作者の娘さんがモデル、明日は
テートガラレーへ行きます。

1931年９月14日付母和歌宛絵はがき：P-227
今日は午前テートガラリー、午后ナショナルミュゼヱへ行っ
た（―中略―）明日はひるま、能率を挙げて、夜の汽車でパリー
へかへります。明後日はクラマールのマダム、ベルヂヱ*に
お別れの宴で呼ばれておりますので。
＊中西が下宿をしていた家

に出る。滞欧中のスケッチ旅行としては、おそらくこれが最後
のものとなる。この旅では絵はがき５枚がのこされているが、
その都度出されたものではなく、裏面にちょっとした文章が書
かれ、まとめて封書で送られたものである。これらのうち４枚
がルーアン、１枚がフェカンのもので、中西がこの旅で、ほか
にどこを訪れたかは不明であるが、８月24日付母和歌宛手紙

（L-116）で「二十二日（土）夜に、一週間のノルマンヂー地方の
旅を終へてパリーに戻りました」と記しているので、６日間の
旅であったことは分かっている。また、この旅で中西が送った
絵はがきは、本来はもっと多かったと考えられる。

1931年８月17日/19日付絵はがき（封書で送付）：P-217〜
P-221

（P-217）八月十七日パリーを発ってノルマンデーへ小さな旅
をしました。其の印象、――第一日のルアンで　名高い古時計

（P-219）第一日のホテル、ルアン、オテル ドラ ポスト　第
一流、チト身分不相應の感あり

（P-221）第三日はFécamp*へ、アマリ、シックでない海水
浴場、でホテルも安い。パンション、一人五十五フラン。
＊フェカン

　中西は、最初のノルマンディー旅行（1929年７月）で、ル・アー
ヴル、トゥルーヴィル、オンフルールを回り、2度目の旅行（1930
年3月～4月）では、ディエップを訪れているので、今回は、ルー
アンやフェカン等、これまで訪れなかったところへ行ったもの
と思われる。この時の成果の一つに《ルーアンの河岸》（図
C-28）がある。中西はルーアンを、ノートルダム大聖堂を擁す
る古都としてではなく、河港都市としての姿で描いている。
　上述のノルマンディーの旅から戻ったことを記した手紙で、
中西は次のように続けている。

1931年８月24日付母和歌宛手紙：L-116
最早、パリー生活も餘す所、僅か三十日、今週より、ソロソ
ロ荷物の整理を始める積りです。荷造り、運送一切を或る運
送屋にまかせる方が、一人でゴタゴタ荷造りするよりよいと
思っております。御金、到着致しました。有難う御座居ます。
今週中に船の切符の残額　七千フラン*拂ひ込んでしまひま
しょう。
＊ちなみに中西はすでに内金２千フランを払い込んでいる。中西が乗る
靖国丸二等のマルセイユから横浜までの料金は９千フランである（1931
年５月27日付手紙：L-96）。これを既述の１フラン＝約８銭、１円＝現
在約２千円で計算してみると、144万円になる。

　さらに続けて、この手紙到着後の返信は、もうパリで読むこ
とは出来ないため、「日本行き靖国丸の乗船客　中西利雄」宛
てで、９月５日から10日に出す手紙はマルセイユに、それ以
降の手紙は香港に出すよう、家族に頼んでいる。また、懸案だっ
たアトリエの後継者も、無事に決まる。
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　「お名残の美術館見物」の後、中西は15日夜、ロンドンを発ち、
16日午前、パリへ戻った。この前後の9月8日から22日まで
の日程を、中西は２枚の絵はがきに連ねて記し、家族へ送って
おり、この間の行動を明確に伝えている。実に忙しい毎日を送っ
ていることが判る。

1931年９月22日付母和歌宛絵はがき（２枚続き）
（P-228）
九月八日より二十二日まで
○八日より九日にかけて荷造り
○九日、荷物を運送屋に渡す*
○十一日、英国に行く。 
○十二、十三、十四、ロンドン滯在、 
○十五日夜、ロンドン発 
○十六日午前五時パリー着、
　�仝日正午クラマール。マダムベルヂヱーの家にお別れの食事、
○十七日、上杜会送別会 
○十八日、送別会**にてテツヤ（クーポール） 
○十九日アトリヱの取引済む。

（P-229）
○二十二日、お金つきました。有難う御座居ました。そして
今夜、この駅***カラ 一寸、スイスへ行って参ります。チヱ
ルマツツ****へ――　唯マツターホルンを眺めてくるだけに。
一たんパリーに戻ってマルセイユへたちます。
＊後日書かれた（９月29日付）絵はがきでは「十日に荷造屋に渡す」とある。　
＊＊同じく９月29日付絵はがきによれば、遊び仲間の送別会　＊＊＊パリ・
リヨン駅の絵はがきのため「この駅」としている。　＊＊＊＊ツェルマット

　９月22日の夜、中西はパリのリヨン駅からスイスへ向けて
出発した。

1931年９月23日付母和歌宛絵はがき：P-230
フランスとスイスの国境で眼が覚めました。八時、ローザン
ヌ、（―中略―）十時四十五分ビィスプ*（この寫眞の所）乗換、
あこがれのチヱルマツツに行く汽車にのりました。車中にて
＊Visp フィスプ

1931年９月23日付母和歌宛絵はがき：P-231
一生に一度は是非来て見たいと考へてゐたチヱルマツツに来
て、マツターホルンの気高い姿を仰いで満足しました。
二十五日にパリーへ戻ります。

1931年９月24日付母和歌宛絵はがき（続きもの）
（P-232）二十四日 午后はこの寫眞のやうな電車に乗って
Gornergrat* まで登りました。三千百三十六メートル、こ
んな高い所に立派なホテルがあります。

（P-233）シーズンはずれの九月末のことゝて、誰れもいませ
ん。その誰れもいないホテルの恐ろしく大きな立派なティー

ルームで僕一人、山を眺めながら御茶をのんで一寸愉快でし
た。
＊ゴルナーグラート

　23日、24日とツェルマットに滞在し、マッターホルンの雄
姿を眺めて25日にはパリへとんぼ返りした中西。これらスイ
スから出した絵はがきの次は、いよいよマルセイユからの書簡
となる。
  ９月29日にマルセイユへ到着した中西は、再び「グランドホ
テル」（Le Grand Hôtel du Louvre et de la Paix）に泊まった。この
ホテルは、フランス到着時、そして荻野暎彦をマルセイユで迎
えた際にも滞在した、中西お気に入りのホテルである。ここか
ら３枚の絵はがきに続けて文章を綴り、封書で出したものが、
次の滞欧中最後の絵はがきである。前半の内容は、９月22日
付２枚続きで出した絵はがきとほぼ同じである。

1931年９月29日付絵はがき（封書で３枚送付）
（P-234）九月二十九日、マルセイユ、グランドホテルにて　
利雄、／到々マルセイユへ着きました。此の十日以来、あま
りの忙しさに御便り差し上げられませんでした。大体こんな
工合に運んで。／九日、午后三時より翌十日、朝六時まで荷
物の整理、／十日、荷造屋に渡す。（以下、９月22日付絵はがき

と同内容のため略）

（P-235）二十二日、正午日本よりの送金着、同夜、スヰスへ
向け出発／二十三日 二十四日 スィス チヱルマツツ滯在／
二十五日 スィスよりパリーへかへる。／二十六日、御土産
物なぞ。こんな工合で、少し慾ばりましたので可成忙しい思
ひをしました。／○荷送費、九百八十六フラン／○運送費、
七百フラン、／（パリー、マルセイユ）／○客車積み荷物超
過料六十二フラン／荷物は木箱五個、／鞄、四個、画道具等
／なかなかたくさんになりました。

（P-236）昨夜、汽車がこんで寝ませんので可成疲れました。
今、一風呂浴びて休んでおる所です。木箱五個がヱライ重量
で（ホトント一噸近い）汽船の超過量が大分高價になりさう
です。今日、明日はマルセイユで少し休みましょう。（―中
略―）元気よく日本にかへれて、私も愉快です。明後日から
又、一ヶ月以上の船旅が始まります。では又、船中にて

　帰国時の中西の荷物は、相当な分量であることが判る。その
中には、1931年３月３日付母和歌宛手紙（L-84）で「畫集が約
五十册、レコードが百枚、そして蓄音器と、この三つが難物で
す。」と書き送ったものも含まれていることだろう。またこの
３月３日付の手紙では「五月頃からソロソロ荷物を郵船で送り
始めますから、御手數ですが、お受けとり下さい。」「本は先き
に送りましょう。海上保險をつける積りです。」とも書かれて
おり、中西が先に日本へ送った分を考えると、滞欧生活中の荷
物の総量は、推して知るべしである。
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うまいと思ひました。湖のなかを走るやうに靜かな航海を續
けております。（―中略―）本船からは八十銭で、電報がいつ
でも打てるさうです。必要の時は利用します。

　この10月2日付の手紙が、現在ご遺族のもとにのこされて
いる中西滞欧中の最後の手紙である。また、ご遺族のもとには、
中西が航海中や帰国直後に打った電報ものこされている（図
M-38）

「ヨキコウカイヲツヅクトシオ」10月14日中野局印
「ホンコンニムカフゲンキトシオ」10月24日中野局印
「コウベ　ニテオリルヨテイ一ニチ」10月27日中野局印
「一ニチアサコウベチャクトシオ」10月31日中野局印
「アスヨル九ヂ　二〇フンツバメニテアニトトモニトウキヨ
ウエキニツク」11月１日中野局印

「イマコウベハツツバメ六ゴウシャトシオコウザブロウ」11
月2日中野局印

　これらの電報から、中西は11月1日、神戸に着き、弟幸三
郎が神戸で中西を迎え、特急燕で11月2日の夜、東京駅に着
いたことが分かる。燕は、東京～神戸間を９時間で結んでいた。
中西は、靖国丸から出した手紙（10月１日付：L-118）では、「神
戸でおりずに横浜まで行かうと思ひます」と述べていたが、神
戸の碇泊で2日間過ごすよりは、一日でも早く自宅へ帰ること
にしたと思われる。こうして中西は、無事、帰宅したのである。

おわりに
　これまで見て来たように、中西の書簡には、自身の制作に関
することはもちろん、海外で触れた文化･芸術に対する感動、
パリでの交友や日常生活の様子などが生き生きと語られている。
これらは、中西利雄に関する資料として重要であるばかりでな
く、当時の様子を伝える記録として、またそこに登場する様々
な人物たち等にとっても、意味のある資料であるといえるだろ
う。
　中西の３年間の留学生活は、特定の師についたり、美術学校
へ通って学ぶ（モンパルナスのアカデミーには、不定期で通ったりはし

たものの）というものではなかった。パリを中心にヨーロッパ各
地を回り、数々の巨匠たちの作品に触れながら自身の作品、制
作のあり方を問い直していくというものである。そして実はこ
れこそは、強い意志がなければ続かない、孤独な闘いでもあっ
た。水彩画の限界を感じ思い悩む様子、パリのアトリエでの葛
藤の日々を、書簡は赤裸々に伝えている。油彩画ばかりを制作
していた時期も長く、時に水彩画への興味を失いそうになりな
がらも、水彩画を止めることはしなかった。
　こうした試行錯誤の末、中西はデッサンの重要性を再認識す

　10月1日、靖国丸に乗船した中西は、早速家族宛に手紙を
書いている。出帆の前に書かれた以下の手紙は、マルセイユか
ら出された。

1931年10月１日付母和歌宛手紙：L-118
只今、靖国丸に乗り込みました。なかなか奇麗です。室の位
置も悪くはありません。室附給仕は横沢と云ふ人、ナポリま
では三百十六号の室は私一人です。（―中略―）荷物があまり
多くて、これにはほとほと閉口しました。マルセイユより横
浜までの荷物の運賃が百五十円位かゝりさうです。大きな箱
が五つ、一緒に積むと三メートルに五メートルもの量

カサ
になり

ます。部屋に持ち込んだ荷物が六個。あまり荷物が多くなり
ましたから、神戸でおりずに横浜まで行かうと思ひます。神
戸淀泊は二日ですから、小磯や竹中と會ったり、奈良へでも
行ってゐればすぐです。横浜へみんなで来ていただきましょ
う。（―中略―）出帆は午后六時の予定。十月一日午后三時　
マルセイユ港　靖国丸にて　

　出帆したその夜、中西は靖国丸のメニューに、手紙を書いて
いる（図M-32①②）。メニューはこの日のディナーのものだが、
日光東照宮の陽明門があしらわれ、オードヴルからデザートま
で、なかなか豪華な内容である。内側には日本郵船の航路が示
され、折り込んで手紙として出せるような仕様になっているの
も面白い。

1931年10月１日午後11時、地中海にて：L-119
午后五時三十分、マルセイユを出帆致しました。折悪くの雨、
懐しいフランスの風景も雨に霧で、よく見えません。ノート
ルダムドガルト*が かすかに、それと判りました。三年半暮
したフランスと別れる――妙に気が滅いりました。（―中略―）
二等は日本人、私をいれて、たった二人（―中略―）新造船
だけあって、よい設備です。第一、機關の振動が船室に傳は
ないので驚きました。船室はよいホテルと変りません。三等
の立派なのにもおどろきました。三等には日本人が十人位お
ります。
＊ノートル・ダム・ド・ラ・ギャルド聖堂、小高い丘の上にある。

1931年10月２日付母和歌宛手紙：L-120
昨夜夕飯后、私の室にスヱズまで行く西洋人が移って来まし
た。（三等から）　幸ひ、この人はフランス語を話すので大い
に助かりました。午后十一時頃から船がゆれだして、ベット
に入ってからも室中グラグラします。一万一千噸もある大き
な船を房州通ひの小舟と同様に、ゆり動かす海の力に驚きま
した。（―中略―）十月二日、午前六時半にボーイがカフヱー
とトーストを持って来ます。海はすっかり靜かになってゐま
す。八時朝食、フランス風と違ってなかなかの御馳走です。

（―中略―）十二時午食、三年振りでカレーライスを喰べて
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るとともに、透明水彩に不透明水彩（グワッシュ）を加えた色彩、
そしてモダンなフォルムという独自のスタイルを確立していく。
この滞欧期の集大成ともいえる作品のひとつが《森のカフェ》
1931年（図C-29）で、画面からは、パリ郊外のおしゃれで小
粋なカフェの様子が生き生きと伝わってくる。デュフィを思わ
せる軽妙なタッチで多くの人物を描きながら、その構成や配色
の妙など、これまでの日本の水彩画には見られなかった、中西
が創出した独自の世界を見ることができる。
　こうした成果をもって帰国した中西の眼に、当時の日本の水
彩画は次のように映った。

誰れの描いた水繪も同じやうに見へ、且同じやうな鈍調さを
呈してゐるのも不思議に思へてならなかつた。そして水繪の
多くが、繪を一つの効果的な繪らしき

4 4 4 4

畫面にまとめ上げるこ
とに急で、ほんとうに一つのものを個性的に深く掘下げる誠
實さに缺けて居ることやデッサンの眞の理解に到達して居る
作品の甚だ少ないことが何にもまして痛感されたのである。

（前掲『水繪 技法と随想』p.322）

　翌1932年の第19回日本水彩画会展で中西の滞欧作27点が
特別陳列されると（図M-39①②）、その近代感覚溢れる作品は
多くの人々を魅了し、高い評価を得る。そしてその後も中西が、
水彩画では難しいとされていた人物画に積極的に取り組むなど、
水彩画の革新者として活躍していくことになるのは、周知の通
りである。

（副参事兼企画課長）

　本稿執筆にあたり、1997年の「没後50年　水彩画の革新者　
中西利雄」展以来、機会あるごとに様々な資料を見せて下さり、
多数のご教示を賜りました、中西利雄ご長男、中西利一郎氏に、
心からの感謝の意を表します。
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館・神戸市立小磯記念美術館・中日新聞社、2020年
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註34：�小磯良平 前掲「中西君のこと」　なお、「サール・プレイエル」Salle 

Pleyel については、本書p.28、1930年3月17日付母和歌宛手紙
（L-7）の註を参照されたい。「サール・ガボオ」Salle Gaveauは、
1907年にオープンしたコンサート・ホールで、パリ８区にあり、
今日までクラシック音楽のコンサートが行われている。

註35：�クラマール時代の書簡で音楽会の言及があるものは、1928年10月
30日付手紙（L-1）で、シャンゼリゼ劇場における秋のシーズン開き
のコンサートに行き、コルトーのピアノを聴いたことが述べられて
いるものと、ほぼ同内容の記述がある1928年10月付弟幸三郎宛絵
はがき（P-33）のみである。後者の絵はがきについては、日付がなく、
消印から判読すると1928年か1929年のはがきであること、また日
本への到着日から10月に書かれたものであることが分かるのだが、
書かれているコンサートの内容が1928年10月30日付手紙（L-1）と
同じであることから、1928年10月に書かれたはがきであることを
特定した。

註36：�山田美佐子「パリの上杜会―荻須高徳の交流を中心に―」『わが青春
の上杜会』展図録、豊田市美術館、神戸市立小磯記念美術館、2020
年、pp.49-51）

註37：�昭和5年の時点で、東京美術学校図画師範科の卒業生で「松岡」姓の
者は、他に松岡圭三郎（大正8年3月卒業）と、松岡正雄（大正６年
３月卒業）の２名がいるが、1930年当時のパリ在住者ということで
考えると、松岡銀六以外考えられない。

註38：河盛好蔵『巴里好日』文化出版局、1979年、p.35
註39：河盛好蔵 前掲書p.90
註40：�Itoh, Keiko, 前掲書p.67　および和田博文 他 前掲『パリ・日本人
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C-1　《橋の在る風景》　1924年　第11回日本水彩画会展 C-2　《盛夏麗日風景》　1924年　第5回帝展

C-5　《田舎の並木道》　1930年

C-3　《風景》　1927年　第3回蒼原会展

C-6　《アマルフィにて》　1929年　当館蔵

C-4　《クラマールの並木道》　1929年

C-8　《雪景色（ヴァンス）》　1929年C-7　アマルフィで描いた1929年1月7日の年記がある作品

カラー図版
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C-15　�《ムードンの丘》　1929年　�
第22回サロン・ドートンヌ

C-16　�《トリエール・シュル・セーヌ》　1930年　�
第23回サロン・ドートンヌ　千葉県立美術館蔵

C-13 　《波止場（マルセイユ）》　1929年　当館蔵

C-11　《カーニュ（南仏）にて》　1929年 C-12　《マルセイユ風景》（現場制作）　1929年　当館蔵

C-10　《雪の風景》　1929年　当館蔵

C-14　�《トゥルーヴィル、船》　1929年　�
第22回サロン・ドートンヌ

C-9　�古家新《残雪の丘（南フランス）》　1929年�
神戸市立小磯記念美術館蔵
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C-23　《庭（ニースの庭）》　1931年

C-21　《シルク・ディヴェール》　1931年

C-20　�《黄色い首巻（人物）》�
1930年　当館蔵

C-18　《トリエール風景》（現場制作）　1930年　当館蔵

C-19　�《ロダンの家の見える風景（木立）》　1930年　�
第23回サロン・ドートンヌ

C-24　《港（Ｂ）》　1931年

C-17　《トリエール風景》　1930年　第13回帝展　当館蔵

C-22　《モンテカルロ》　1931年
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C-26　《アッシジ（Ｂ）》　1931年C-25　《アッシジ（A）》　1931年

C-27　《伊太利亜の春》　1931年 C-28　《ルーアンの河岸》　1931年

C-29　《森のカフェ》　1931年 C-30　《麦秋》　1946年

C-31①　1928年7月2日　マルセイユ（表）　【P-22】 C-31②　1928年7月2日　マルセイユ（裏）　【P-22】
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C-33①　1928年12月14日　ヴェネツィア（表）　【P-40】 C-33②　1928年12月14日　ヴェネツィア（裏）　【P-40】

C-35②　1928年12月30日　ローマ（裏）　【P-46】

C-32①　1928年12月13日　パドヴァ（表）　【P-39】

C-35①　1928年12月30日　ローマ（表）　【P-46】

C-34②　1928年12月28日　アッシジ（裏）　【P-43】C-34①　1928年12月28日　アッシジ（表）　【P-43】

C-32②　1928年12月13日　パドヴァ（裏）　【P-39】
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C-39①　1929年1月25日　ヴァンス（表）　【P-59】

C-36②　1929年1月1日　ローマ（裏）　【P-48】

C-37②　�1929年1月4日　アマルフィ（ポンペイの絵はがき）（裏）　
【P-50】

C-37①　�1929年1月4日　アマルフィ（ポンペイの絵はがき）（表）　
【P-50】

C-39②　1929年1月25日　ヴァンス（裏）　【P-59】

C-38①　1929年1月12日　カーニュ=シュル=メール（表）　【P-55】 C-38②　1929年1月12日　カーニュ=シュル=メール（裏）　【P-55】

C-36①　�1929年1月1日　�
ローマ（表）　【P-48】
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C-40②　1929年5月24日　ロンドン（裏）　【P-72】

C-44　�1930年1月1日�
パリ（表）　【P-120】

C-41①　�1929年8月2日　�
サン=ブリュー（表）　
【P-86】

C-41②　1929年8月2日　サン=ブリュー（裏）　【P-86】

C-42①　1929年9月1日　ハーグ（表）　【P-96】

C-42②　1929年9月1日　ハーグ（裏）　【P-96】

C-43　�1929年10月17日�
竹中郁からのサロン
入選を祝うはがき

C-40①　1929年5月24日　ロンドン（表）　【P-72】
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C-45①　�1931年5月20日 �
アッシジ（表）　
【P-176】

C-47①　 1930年1月8日　パリのアトリエ イラスト C-47②　左図パリのアトリエ イラスト（部分）

C-46①　�1931年9月12日�
ロンドン（表）
【P-225】

C-45②　1931年5月20日　アッシジ（裏）　【P-176】

C-46②　1931年9月12日　ロンドン（裏）　【P-225】
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M-6　中西の下宿の住所を印刷した封筒

M-5　�1928年9月25日頃�
（中西家着10月12日）�
クラマール（表）　【P-32】

M-1②　1928年5月31日　南シナ海上（裏）　【P-4】

M-2①　1928年6月21日　アデン1（表）　【P-14】

M-1①　1928年5月31日　南シナ海上（表）　【P-4】

M-2②　1928年6月21日　アデン1（裏）　【P-14】

M-3　�1928年7月2日 �
日本郵船からマルセイユ到着
の知らせ M-4　1928年8月9日　パリ（裏）　【P-29】

モノクロ図版
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M-7①　1928年11月8日　モレ=シュル=ロワン（表）　【P-35】

M-8②　�1928年12月29日　アッシジ（フィレンツェの絵はがき）（裏）　
【P-44】

M-8①　�1928年12月29日　アッシジ（フィレンツェの絵はがき）（表）　
【P-44】

M-7②　1928年11月8日　モレ=シュル=ロワン（裏）　【P-35】

M-10　1929年2月15日　グラース（カンヌの絵はがき）（表）　【P-64】M-9　1929年2月9日　グラース（表）　【P-62】

M-11①　1929年7月8日　トゥルーヴィル（表）　【P-82】 M-11②　1929年7月8日　トゥルーヴィル（裏）　【P-82】
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M-12①　1929年7月10日　トゥルーヴィル（表）　【P-84】 M-12②　1929年7月10日　トゥルーヴィル（裏）　【P-84】

M-13　1929年8月26日（消印）　パリ／クラマール（裏）　【P-94】 M-14　�1929年8月26日　野口健司宛　パリ／クラマール　【PN-4】� �
上記はがきの「建」は誤字。正しくは「健司」

M-15①　1929年8月31日　ハーグ（表）　【P-95】 M-15②　1929年8月31日　ハーグ（裏）　【P-95】

M-16①　1929年10月23日　クレルモン=フェラン（表）　【P-106】 M-16②　1929年10月23日　クレルモン=フェラン（裏）　【P-106】
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M-17①　1929年10月25日　ヴィシー〜リヨン（表）　【P-110】 M-17②　1929年10月25日　ヴィシー〜リヨン（裏）　【P-110】

M-18①　1929年11月3日　マルセイユ（表）　【P-116】 M-18②　1929年11月3日　マルセイユ（裏）　【P-116】

M-19①　1930年4月1日　ディエップ（表）　【P-123】 M-19②　1930年4月1日　ディエップ（裏）　【P-123】

M-20①　1930年5月4日　ヴィリエ=シュル=モラン（表）　【P-127】 M-20②　1930年5月4日　ヴィリエ=シュル=モラン（裏）　【P-127】
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M-21①　�1930年6月12日　フォントネー=オー=ローズ1（表）　
【P-132】

M-21②　�1930年6月12日�
フォントネー=オー=ローズ
1（裏）　【P-132】

M-22①　1930年8月17日　マント4（表）　【P-139】

M-24②　�1930年9月6日-20日　トリエール=シュル=セーヌ1（裏）　
【P-141】

M-24①　�1930年9月6日-20日　トリエール=シュル=セーヌ1（表）　
【P-141】

M-23①　1930年9月5日　トリエール=シュル=セーヌ　【L-54】

M-22②　�1930年8月17日　�
マント4（裏）　【P-139】

M-23②　1930年9月5日　トリエール=シュル=セーヌ　【L-54】
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M-25②　�1930年9月6日-20日　トリエール=シュル=セーヌ2（裏）　
【P-142】

M-25①　�1930年9月6日-20日　トリエール=シュル=セーヌ2（表）　
【P-142】

M-30②　�1931年1月20日　�
ヴィルフラシシュ=シュル
=メール1（裏）　【P-161】M-30①　�1931年1月20日　ヴィルフラシシュ=シュル=メール1（表）　

【P-161】

M-28　1930年12月28日　パリ　【L-79】 M-29　1930年11月16日　パリ　【L-67】

M-27　1930年10月4日　アムステルダム（裏）　【P-154】M-26　1930年9月15日　トリエール=シュル=セーヌ（表）　【P-146】
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M-31①　�1931年5月13日　ピサ（表）　
【P-171】

M-31②　1931年5月13日　ピサ（裏）　【P-171】

M-32①　�1931年10月1日　地中海（表）　【L-119】�
（靖国丸のメニューに書いた手紙）

M-32②　�1931年10月1日　地中海（裏）　【L-119】�
（靖国丸のメニューに書いた手紙）

M-33　中西のパスポート

M-34　イタリア旅行の際の手帖

M-35　中西が書いたヴェネツィアの地図
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M-36　1929年11月2日　ゴッホが描いたアルルのはね橋を背にして

M-38　中西帰国前後の電報（左から中野局印10月14日、10月24日、10月27日、10月31日、11月1日、11月2日）

M-39①　1932年第19回日本水彩画会展 中西の滞欧作特別陳列（1） M-39②　1932年第19回日本水彩画会展 中西の滞欧作特別陳列（2）

M-37　アトリエ（第二次大戦中、強制疎開のため壊された）
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中西利雄滞欧書簡リスト

家族宛絵はがき
No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-1 1928年5月25日
消印

理吉･
母上 門司

P-2 1928年5月28日 ワカ 上海

P-3 1928年5月31日 幸三郎 南シナ海上 1928年6月8日

P-4 1928年5月31日 理吉 南シナ海上 1928年6月8日 （1）

P-5 1928年6月1日 理吉 香港 1928年6月8日

P-6 1928年6月1日 幸三郎 香港 1928年6月8日

P-7 1928年6月7日 理吉･
母上 シンガポール 1928年6月25日

P-8 1928年6月7日 幸三郎 シンガポール 1928年6月29日

P-9 1928年6月8日頃 中西様 ペナン 1928年6月29日 （2）

P-10 1928年6月8日頃 （封書で
複数送付） ペナン１

P-11 1928年6月8日頃 （封書で
複数送付） ペナン２

P-12 1928年6月8日頃 （封書で
複数送付） ペナン３

P-13 1928年6月13日 （封書で
送付） コロンボ

P-14 1928年6月22日 （封書で
複数送付） アデン１ 1928年7月20日

P-15 1928年6月22日 （封書で
複数送付） アデン２ 1928年7月20日

P-16 1928年6月22日 （封書で
複数送付） アデン３ 1928年7月20日

P-17 1928年6月22日 （封書で
複数送付） アデン４ 1928年7月20日

P-18 1928年6月28日 （封書で
送付）

地中海（エジプ
トの絵はがき） 1928年7月20日

P-19 1928年6月28日
頃

（封書で
送付）

地中海（エジプ
トの絵はがき） 1928年7月20日 （3）

P-20 1928年6月28日
頃

幸三郎（封
書で送付）

（エジプトの絵は
がき） 1928年7月20日 （3）

P-21 1928年6月30日 理吉 ナポリ 1928年7月20日

P-22 1928年7月2日 理吉 マルセイユ 1928年7月21日

P-23 1928年7月3日 和歌 マルセイユ発パ
リへ 1928年7月24日 ＊

P-24 1928年7月5日 幸三郎 パリ 1928年7月27日

P-25 1928年7月16日
消印 理吉 パリ 1928年8月2日

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-26 1928年7月20日 理吉 パリ 1928年8月7日

P-27 1928年7月23日
頃 和歌 パリ 1928年8月10日 （4）

P-28 1928年7月27日 （封書で
送付） パリ 1928年8月17日

P-29 1928年8月9日 理吉 パリ 1928年8月28日

P-30 1928年8月17日
消印 理吉 パリ 1928年9月4日

P-31 1928年9月3日 理吉 クラマール

P-32 1928年9月25日
頃

（封書で
送付） クラマール 1928年10月12日 （5）

P-33 1928年10月 幸三郎 1928年11月9日 （6）

P-34 1928年11月6日 理吉 モレ=シュル=ロ
ワン 1928年11月25日

P-35 1928年11月8日 理吉･
幸三郎

モレ=シュル=ロ
ワン 1928年11月27日

P-36 1928年11月 （封書で
送付）

モレ=シュル=ロ
ワンの絵はがき

P-37 1928年11月 （封書で
送付）

モレ=シュル=ロ
ワンの絵はがき 1928年12月2日

P-38 1928年12月11日 理吉 ミラノ 1929年1月2日 （7）

P-39 1928年12月13日
消印 理吉 パドヴァ 1928年12月30日

P-40 1928年12月14日 理吉 ヴェネツィア 1929年1月2日

P-41 1928年12月15日 幸三郎 ヴェネツィア 1929年1月15日

P-42 1928年12月28日 幸三郎 アッシジ 1929年1月15日

P-43 1928年12月28日 理吉 アッシジ 1929年1月16日

P-44 1928年12月29日 和歌 アッシジ（フィレン
ツェの絵はがき） 1929年1月15日

P-45 1928年12月29日 和歌 ローマ（ヴェネツィ
アの絵はがき） 1929年1月18日

P-46 1928年12月30日 和歌 ローマ 1929年1月18日

P-47 1928年12月30日 幸三郎 ローマ 1929年1月18日 ＊

P-48 1929年1月1日 理吉 ローマ 1929年1月26日

P-49 1929年1月2日 理吉 ナポリ 1929年1月23日

P-50 1929年1月4日 理吉 アマルフィ（ポン
ペイの絵はがき） 1929年1月26日

P-51 1929年1月5日 理吉 アマルフィ 1929年1月26日

P-52 1929年1月6日 幸三郎 アマルフィ 1929年1月26日

・本リストは、中西利雄が滞欧中、家族および友人に出した書簡のうち、筆者が調査したものをまとめたものである。
・表の各項目について
　①　�No.（識別番号）については、家族宛絵はがき：P-1からP-238、家族宛手紙：L-1からL-120、友人の野口健司宛絵はがき：PN-1からPN-7　と付した。

本書本文、図版、年譜にもこれらの番号を記し、照合できるようにした。
　②　�日付については、書簡および封筒裏面に書かれている日付、もしくは日付は書かれていなくても前後関係から明確な場合はそれを日付とした。なお、消印

が読み取れる場合に限り、日付未記載のもの、および日付と消印が異なるものについて、消印の日付を記した。
　③　�このリストにおける宛名は、はがきおよび封筒に書かれているものをそのまま記した。したがってたとえば、母宛のものが「和歌」「ワカ」「Mme 

Nakanishi」等、異なって記されている場合がある。なお、宛名が日本語と欧文と併記されているものは日本語を記した。
　④　書簡の到着日については、記載があるもののみを記した。
・�絵はがきには、中西が切手を貼って差出したものと、封書で（場合によっては複数枚まとめて）差出したものがあり、後者については明記した。なお、封書で送

付の場合、個別の絵はがきに宛名のない場合が多い。
・�リストに「＊」を付したものは、中西が「Via Siberia（シベリア経由）」を書き忘れたもの（但し航海中に出したものと封書で送付した絵はがきを除く）で、日本へ

の到着までの日数が、通常より余計にかかっているものが多い。
・その他の註記（1）～（43）は、本リストの末尾に記した。� （編：山口和子）
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No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-89 1929年8月9日 理吉 ブレスト 1929年9月7日 ＊

P-90 1929年8月11日 理吉･
甚兵衞 ル・コンケ 1929年9月7日 ＊

P-91 1929年8月12日 理吉

ブレスト→ル・フ
レ→モルガ→ドゥ
アルヌネ（モルガ
の絵はがき）

＊

P-92 1929年8月12日 幸三郎 ドゥアルヌネ ＊

P-93 1929年8月17日 理吉 ドゥアルヌネ ＊

P-94 1929年8月26日
消印 理吉

パリ／クラマール
（ブルターニュの
絵はがき）

＊

P-95 1929年8月31日 理吉 ハーグ

P-96 1929年9月1日 理吉 ハーグ

P-97 1929年9月2日 理吉 アムステルダム

P-98 1929年9月2日 和歌 アムステルダム

P-99 1929年9月3日 和歌
アムステルダム

（マルケン島の
絵はがき）

P-100 1929年9月3日 理吉
アムステルダム

（マルケン島の
絵はがき）

P-101 1929年9月4日 和歌 アムステルダム
からベルギーへ

P-102 1929年9月4日 理吉 アントワープ

P-103 1929年9月5日 和歌 ヘント

P-104 1929年9月6日 理吉 ブリュージュ

P-105 1929年10月1日 理吉 パリ／
クラマール

P-106 1929年10月23日 和歌 クレルモン=フェ
ラン 1929年11月17日

P-107 1929年10月24日 和歌 クレルモン=フェ
ラン 1929年11月17日

P-108 1929年10月25日 理吉 ヴィシー 1929年11月12日

P-109 1929年10月25日 幸三郎 リヨンへ向う車
中 1929年11月17日

P-110 1929年10月25日 和歌 ヴィシーからリヨ
ンへ 1929年11月17日（11）

P-111 1929年10月26日 和歌 リヨン 1929年11月17日

P-112 1929年10月27日 理吉 マルセイユ 1929年11月17日

P-113 1929年10月30日 理吉 マルセイユ

P-114 1929年11月2日 （封書で
送付） マルセイユ

P-115 1929年11月2日 和歌 マルセイユ

P-116 1929年11月3日 和歌 マルセイユ （12）

P-117 1929年12月11日 理吉 パリ／
クラマール ＊

P-118 1929年12月17日 理吉 パリ／
クラマール ＊

P-119 1929年12月25日
消印

中西様御
一同様

パリ／
クラマール ＊

P-120 1930年1月1日 （封書で
送付） パリ （13）

P-121 1930年3月31日 理吉 ディエップ ＊

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-53 1929年1月10日
消印 理吉 ローマ （8）

P-54 1929年1月10日 幸三郎 ローマ

P-55 1929年1月12日 理吉 カーニュ=シュル
=メール 1929年2月3日 ＊

P-56 1929年1月13日
／1月16日消印 和歌

カーニュ=シュル
=メール（ニース
の絵はがき）

＊

P-57 1929年1月18日 理吉　 カーニュ=シュル
=メール 1929年2月9日

P-58 1929年1月21日 理吉　 カーニュ=シュル
=メール 1929年2月11日

P-59 1929年1月25日 理吉　 ヴァンス ＊

P-60 1929年2月3日 理吉　 ヴァンス ＊

P-61 1929年2月7日 和歌 グラース 1929年3月17日 ＊

P-62 1929年2月9日 和歌 グラース 1929年3月18日 ＊

P-63 1929年2月10日 理吉 グラース 1929年3月17日 ＊

P-64 1929年2月15日 理吉 グラース（カンヌ
の絵はがき） 1929年3月30日 ＊

P-65 1929年2月18日 理吉 グラースからパリ
／クラマールへ 1929年3月30日 ＊

P-66 1929年3月18日 理吉 パリ（コルベイユ
の絵はがき） 1929年4月12日 ＊

P-67 1929年4月19日 中西甚兵衞
（妹婿） マドリード

P-68 1929年4月19日 幸三郎 マドリード 1929年5月12日

P-69 1929年4月21日 理吉 マドリード 1929年5月12日 ＊

P-70 1929年4月23日 理吉 マドリード（トレド
の絵はがき） 1929年5月14日

P-71 1929年5月4日 理吉 パリ／
クラマール 1929年6月7日

P-72 1929年5月24日 理吉 ロンドン 1929年6月14日

P-73 1929年5月25日 和歌 ロンドン 1929年6月14日

P-74 1929年5月25日 幸三郎 ロンドン 1929年6月14日

P-75 1929年5月26日 幸三郎 ロンドン 1929年6月14日

P-76 1929年5月26日 和歌 ロンドン 1929年6月14日

P-77 1929年5月28日 和歌 ロンドン 1929年6月16日

P-78 1929年5月29日 和歌 ロンドン 1929年6月16日

P-79 1929年5月29日 理吉 ロンドン 1929年6月16日

P-80 1929年7月6日 理吉 ル・アーヴル

P-81 1929年7月7日 幸三郎 ル・アーヴル ＊

P-82 1929年7月8日 理吉 トゥルーヴィル ＊
（9）

P-83 1929年7月8日 理吉 トゥルーヴィル ＊
（9）

P-84 1929年7月10日 理吉 トゥルーヴィル ＊
（10）

P-85 1929年7月頃 ワカ（封書
で送付）

ノルマンディー
の絵はがき

P-86 1929年8月2日 理吉 サン=ブリユー

P-87 1929年8月3日 理吉 サン=ブリユー
からトレギエへ 1929年9月7日 ＊

P-88 1929年8月6日 理吉 トレギエ 1929年9月7日 ＊
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No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-147 1930年9月17日 （封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ（ポワ
シーの絵はがき）

P-148 1930年9月17日 （封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ（ポワ
シーの絵はがき）

P-149 1930年9月17日 （封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ（ポワ
シーの絵はがき）

P-150
1930年9月19日
日付手紙に同封と
思われる

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ（ムラ
ン［ムラン=アン
=イヴリーヌ］の
絵はがき）

P-151
1930年9月19日
日付手紙に同封と
思われる

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ（ムラ
ン［ムラン=アン
=イヴリーヌ］の
絵はがき）

P-152 1930年10月2日 理吉 アムステルダム1 1930年10月20日（16）

P-153 1930年10月2日 理吉 アムステルダム2 1930年10月20日（16）

P-154 1930年10月4日 ワカ アムステルダム 1930年11月1日

P-155 1930年10月4日 ワカ アムステルダム 1930年10月20日

P-156 1930年10月13日 幸三郎 パリ（アントワー
プの絵はがき）

1930年10月26日
付P-157〜P-160
の包み紙

（封書で
送付） 1930年11月中旬（17）

P-157 1930年10月26日 （封書で
4枚送付）

パレゾーの絵は
がき

P-158 1930年10月26日 （封書で
4枚送付）

パレゾーの絵は
がき

P-159 1930年10月26日 （封書で
4枚送付）

パレゾーの絵は
がき

P-160 1930年10月26日 （封書で
4枚送付）

パレゾーの絵は
がき

P-161 1931年1月20日 （封書で
3枚送付）

ヴィルフランシュ=
シュル=メール （18）

P-162 1931年1月20日 （封書で
3枚送付）

ヴィルフランシュ
=シュル=メール （18）

P-163 1931年1月20日 （封書で
3枚送付）

ヴィルフランシュ
=シュル=メール （18）

P-164 1931年1月-2月 （封書で
送付）

ヴィルフランシュ
=シュル=メール （19）

P-165 1931年1月-2月
幸三郎

（封書で
送付）

ヴィルフランシュ
=シュル=メール

（モンテカルロの
絵はがき）

（19）

P-166 1931年1月-2月 （封書で
送付）

ヴィルフランシュ
=シュル=メール

（モンテカルロの
絵はがき）

（19）

P-167 1931年1月-2月 （封書で
送付）

ヴィルフランシュ
=シュル=メール

（マントンの絵は
がき）

（19）

P-168 1931年2月20日 （封書で
送付） サン=トロペ

P-169 1931年4月5日 和歌 ディジョン

P-170 1931年5月12日 ワカ モダーヌ

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-122 1930年4月1日
美香子（姪）

（封書で
複数送付）

ディエップ

P-123 1930年4月1日
母上

（封書で
複数送付）

ディエップ

P-124 1930年4月1日
幸三郎

（封書で
複数送付）

ディエップ

P-125 1930年5月3日 （封書で
送付）

パリ（ラ・ヴァレン
ヌ=サン=ティレー
ルの絵はがき）

1930年5月20日

P-126 1930年5月3日 （封書で
送付）

パリ（ラ・ヴァレン
ヌ=サン=ティレー
ルの絵はがき）

1930年5月20日

P-127 1930年5月4日 （封書で
送付）

ヴィリエ=シュル
=モラン 1930年5月20日

P-128 1930年5月11日 理吉
パリ（ラ・ヴァレン
ヌ=サン=ティレー
ルの絵はがき）

P-129 1930年5月-6月 （封書で
送付） パリ （14）

P-130 1930年6月4日 （封書で
送付） パリ

P-131 1930年6月 （封書で
送付） パリ （15）

P-132 1930年6月12日 （封書で
3枚送付）

フォントネー=
オー=ローズ1

P-133 1930年6月12日 （封書で
3枚送付）

フォントネー=
オー=ローズ2

P-134 1930年6月12日 （封書で
3枚送付）

フォントネー=
オー=ローズ3

P-135 1930年7月15日 和歌 パリ（ムランの絵
はがき）

P-136 1930年8月17日 （封書で
5枚送付）

パリ～マント［マン
ト=ラ=ジョリー］1
（マントの絵はがき）

P-137 1930年8月17日 （封書で
5枚送付）

パリ～マント［マン
ト=ラ=ジョリー］2
（マントの絵はがき）

P-138 1930年8月17日 （封書で
5枚送付）

パリ～マント［マン
ト=ラ=ジョリー］3
（マントの絵はがき）

P-139 1930年8月17日 （封書で
5枚送付）

パリ～マント［マン
ト=ラ=ジョリー］4
（マントの絵はがき）

P-140 1930年8月17日 （封書で
5枚送付）

パリ～マント［マン
ト=ラ=ジョリー］5
（マントの絵はがき）

P-141 1930年9月6日
-20日

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ

P-142 1930年9月6日
-20日

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ

P-143 1930年9月6日
-20日

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ

P-144 1930年9月6日
-20日

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ

P-145 1930年9月6日
-20日

（封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ

P-146 1930年9月15日 （封書で
送付）

トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年10月30日
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No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-202 1931年6月8日／
6月9日消印 和歌 ベルン

P-203 1931年6月8日／
6月9日消印 幸三郎 ベルン

P-204 1931年6月9日
中西様
M.R. 
Nakanishi

ベルン

P-205 1931年6月9日 幸三郎 ベルン （25）

P-206 1931年6月9日／
6月10日消印 和歌

ベルン～パリへ
の車中（ベルン
の絵はがき）

（25）

P-207 1931年6月9日／
6月10日消印 幸三郎

ベルン～パリへ
の車中（シュタウ
プバッハの滝の
絵はがき）

（25）

P-208 1931年6月9日／
6月10日消印 ワカ

ベルン～パリへ
の車中（シーニ
ゲ・プラッテの
絵はがき）

（25）

P-209 1931年6月9日／
6月10日消印 幸三郎

バーゼル～パリ
の車中（ベルン
の絵はがき）

（25）

P-210 1931年6月9日／
6月10日消印 和歌

バーゼル～パリ
の車中（スイス
の絵はがき）

（25）

P-211 1931年6月9日／
6月10日消印 幸三郎

バーゼル～パリ
の車中（ベルン
の絵はがき）

（25）

P-212 1931年6月9日／
6月10日消印 幸三郎

バーゼル～パリ
の車中（ベルン
の絵はがき）

（25）

P-213 1931年6月9日／
6月10日消印 ワカ

パリ（ライヒェン
バッハの滝の絵
はがき）

（26）

P-214 1931年6月9日／
6月10日消印 ワカ パリ（ルツェルン

の絵はがき） （26）

P-215 1931年6月12日
／6月15日消印 ワカ パリ（ベルンの

絵はがき）

P-216 1931年6月24日 和歌 モー 1931年7月10日

P-217 1931年8月17日 （封書で
送付） ルーアン1 （27）

P-218 1931年8月17日 （封書で
送付） ルーアン2 （27）

P-219 1931年8月17日 （封書で
送付） ルーアン3 （27）

P-220 1931年8月17日 （封書で
送付） ルーアン4 （27）

P-221 1931年8月19日 （封書で
送付） フェカン （27）

P-222 1931年9月11日
／9月12日消印 和歌 ロンドン

P-223 1931年9月11日
／9月12日消印 和歌 ロンドン

P-224 1931年9月12日
／9月14日消印 和歌 ロンドン

P-225 1931年9月12日
／9月14日消印 ワカ ロンドン

P-226 1931年9月13日
／9月14日消印 幸三郎 ロンドン

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-171 1931年5月13日 和歌 ピサ （20）

P-172 1931年5月13日 和歌 フィレンツェ1 （21）

P-173 1931年5月13日 ワカ フィレンツェ2 （21）

P-174 1931年5月14日 和歌 フィエーゾレ 1931年6月3日

P-175 1931年5月15日 理吉 セッティニャーノ 1931年6月3日

P-176 1931年5月20日 ワカ
幸三郎 アッシジ 1931年6月8日

P-177 1931年5月24日 和歌 アッシジ 1931年6月12日

P-178 1931年5月25日 理吉 フィレンツェ 1931年6月12日

P-179 1931年6月2日 ワカ フィレンツェ

P-180 1931年6月6日 和歌 フィレンツェ 1931年6月24日 （22）

P-181 1931年6月7日
消印 理吉 コモ 1931年6月24日

P-182 1931年6月7日 幸三郎 コモ 1931年6月24日

P-183 1931年6月7日 ワカ コモ 1931年6月24日

P-184 1931年6月7日／
6月8日消印 幸三郎 ルツェルン1 （23）

P-185 1931年6月7日／
6月8日消印 幸三郎 ルツェルン2 （23）

P-186 1931年6月7日／
6月8日消印 理吉 ルツェルン1 （24）

P-187 1931年6月7日／
6月8日消印 理吉 ルツェルン2 （24）

P-188 1931年6月7日／
6月8日消印 和歌 ルツェルン3 （24）

P-189 1931年6月7日／
6月8日消印 和歌 ルツェルン4 （24）

P-190 1931年6月8日 幸三郎 ルツェルン

P-191 1931年6月8日 Mme.
Nakanishi ルツェルン

P-192 1931年6月8日 幸三郎
ルツェルン（サン
=ゴッタルドの絵
はがき）

P-193 1931年6月8日 Mme.
Nakanishi ルツェルン

P-194 1931年6月8日 幸三郎
インターラーケン
への途上（ルツェ
ルンの絵はがき）

P-195 1931年6月8日 Madame 
Nakanishi

インターラーケ
ンへの途上（ブ
リューニング駅
の絵はがき）

P-196 1931年6月8日 Mme.
Nakanishi

インターラーケン
への途上（ウィリ
アム･テル像の
絵はがき）

P-197 1931年6月8日 ワカ インターラーケ
ン

P-198 1931年6月8日 和歌 ベルン（ユングフ
ラウの絵はがき）

P-199 1931年6月8日／
6月9日消印 和歌 ベルン

P-200 1931年6月8日／
6月9日消印 理吉 ベルン

P-201 1931年6月8日／
6月9日消印 幸三郎 ベルン
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No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

L-15 1930年4月23日 和歌 パリ 1930年5月10日 

L-16 1930年4月27日
／4月28日消印 和歌 パリ 1930年5月14日  

L-17 1930年5月2日 和歌
（封筒のみ） パリ 1930年5月21日 

L-18 1930年5月3日 和歌
（封筒のみ） パリ 1930年5月21日 

L-19 1930年5月5日 和歌 パリ 1930年6月21日 

L-20 1930年5月6日／
5月8日消印 和歌 パリ 1930年5月25日 

L-21 1930年5月7日 和歌 パリ 1930年5月25日 

L-22 1930年5月11日
／5月13日消印 和歌 パリ 1930年5月30日

L-23 1930年5月17日 和歌 パリ 1930年6月6日

L-24 1930年5月18日
／5月19日消印 和歌 パリ 1930年6月6日

L-25 1930年5月20日
／5月21日消印 

理吉
（母宛同封） パリ 1930年6月6日

L-26 1930年5月26日
／5月30日消印 幸三郎 パリ 1930年6月15日

L-27 1930年5月26日
／5月30日消印 和歌 パリ 1930年6月15日

L-28 1930年5月31日 （封筒なし） パリ

L-29 1930年6月11日
／6月12日消印 和歌 パリ 1930年6月29日

L-30 1930年6月12日
／6月13日消印

和歌
（封筒のみ）

フォントネー=
オー=ローズ 1930年7月1日

L-31 1930年6月19日 和歌 パリ 1930年7月10日 （32）

L-32 1930年6月26日 和歌 フォントネー=
オー=ローズ 1930年7月13日

L-33 1930年6月29日
／7月1日消印 和歌 フォントネー=

オー=ローズ 1930年7月18日

L-34 1930年7月1日 和歌 パリ 1930年7月18日

L-35 1930年7月8日／
7月10日消印 和歌 パリ 1930年7月27日

L-36 1930年7月9日／
7月10日消印

幸三郎
（母宛同封） パリ 1930年7月27日

L-37 1930年7月11日 和歌 パリ 1930年7月27日

L-38 1930年7月14日
／7月15日消印 和歌 パリ 1930年8月1日

L-39 1930年7月16日
／7月17日消印 和歌 パリ 1930年8月3日

L-40 1930年7月24日
／7月26日消印 和歌 パリ 1930年8月12日

L-41 1930年7月29日
／7月30日消印 和歌 パリ 1930年8月15日

L-42 1930年7月31日
／8月1日消印 和歌 パリ 1930年8月17日

L-43 1930年8月2日／
8月3日消印 和歌 パリ 1930年8月19日

L-44 1930年8月5日／
8月6日消印 和歌 パリ 1930年8月22日

L-45 1930年8月12日
／8月13日消印 理吉 パリ 1930年8月29日

L-46 1930年8月13日
／8月14日消印 幸三郎 パリ 1930年8月30日

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

P-227 1931年9月14日
／9月15日消印 和歌 ロンドン 1931年10月4日

P-228 1931年9月22日
／9月23日消印 ワカ パリ （28）

P-229 1931年9月22日
／9月23日消印 ワカ パリ （28）

P-230 1931年9月23日
／9月24日消印 ワカ フィスプ

P-231 1931年9月23日
／9月24日消印 ワカ ツェルマット

P-232 1931年9月24日
／9月25日消印 ワカ ツェルマット （29）

P-233 1931年9月24日
／9月25日消印 ワカ

ツェルマット（ゴ
ルナーグラート
の絵はがき）

（29）

P-234 1931年9月29日 （封書で
3枚送付） マルセイユ （30）

P-235 1931年9月29日 （封書で
3枚送付） マルセイユ （30）

P-236 1931年9月29日 （封書で
3枚送付） マルセイユ （30）

P-237 日付不明
1930年か？

（封書で
送付） パリ

P-238 日付不明 （封書で
送付） パリ

＊�このほか、通信文のない滞欧中の絵はがきとして、トゥルーヴィル：1枚、ル・
アーヴル：1枚、アムステルダム：1枚、シャンティイー：2枚、アントワープ：
1枚、ブリュージュ：1枚、パリ：6枚がある。

家族宛手紙
No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

L-1 1928年10月30日 （封筒なし） クラマール （31）

L-2 1930年1月8日 （封筒なし） パリのアトリエ
のイラスト

L-3 1930年2月18日
／2月19日消印 理吉 パリ 1930年4月1日 ＊

L-4 1930年2月24日
／2月25日消印 理吉 パリ 1930年4月1日 ＊

L-5
1930年3月7日

（封筒記載は3月8
日）

和歌 パリ 1930年4月18日 ＊

L-6
1930年3月7日

（封筒記載は3月8
日）

幸三郎 パリ 1930年4月18日 ＊

L-7
1930年3月17日

（封筒記載は3月
18日） 

和歌（手紙
は両親宛） パリ 1930年4月19日 ＊

L-8 1930年3月25日
消印

理吉（手紙
は両親宛） パリ 1930年4月29日 ＊

L-9 1930年4月1日
消印

和歌
（封筒のみ） パリ 1930年6月20日

L-10 1930年4月1日
消印

幸三郎
（封筒のみ）

（ディエップの消
印） 1930年［？］月15日 ＊

L-11 1930年4月3日 和歌 パリ 1930年5月3日 ＊

L-12 1930年4月7日 和歌 パリ 1930年5月3日 ＊

L-13 1930年4月15日 （封筒なし） パリ

L-14 1930年4月21日
／4月22日消印 和歌 パリ 1930年5月20日 ＊
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No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

L-78 1930年12月23日
／12月24日消印 和歌 パリ 1931年1月11日

L-79 1930年12月28日
／12月29日消印 和歌 パリ 1931年1月18日

L-80 1931年2月11日 和歌 ヴィルフランシュ
=シュル=メール 1931年3月2日

L-81 1931年2月15日 和歌 ヴィルフランシュ
=シュル=メール 1931年3月7日

L-82 1931年2月21日 和歌 ヴィルフランシュ
=シュル=メール 1931年3月23日

L-83 1931年3月1日／
3月2日消印 和歌 パリ 1931年3月22日

L-84 1931年3月3日／
3月4日消印 和歌 パリ 1931年3月22日

L-85 1931年3月5日／
3月6日消印

理吉
（母宛同封） パリ 1931年3月24日

L-86 1931年3月7日／
3月8日消印 和歌 パリ 1931年3月25日

L-87 1931年3月13日 和歌 パリ 1931年4月1日

L-88

1931年3月17日
（封筒記載は3月
18日）／3月18日
消印

和歌 パリ 1931年4月3日

L-89 1931年3月18日
／3月19日消印

和歌
（親展） パリ 1931年4月3日

L-90 1931年4月18日 和歌 パリ 1931年5月11日

L-91 1931年4月26日 和歌 パリ 1931年5月15日

L-92
1931年4月30日

（5月1日朝）／5月
2日消印

和歌 パリ 1931年5月19日

L-93 1931年5月7日 和歌 パリ 1931年5月24日

L-94 1931年5月10日
／5月11日消印 和歌 パリ 1931年5月29日

L-95 1931年5月16日 理吉 フィレンツェ 1931年6月3日 （35）

L-96 1931年5月27日 理吉 フィレンツェ 1931年6月15日 （36）

L-97 1931年6月7日 （封筒なし） ルツェルン （37）

L-98 1931年6月10日 和歌 パリ 1931年6月26日 

L-99 1931年6月11日 理吉 パリ 1931年6月28日

L-100 1931年6月14日 和歌 パリ 1931年6月30日

L-101 1931年6月16日
／6月18日消印 理吉 パリ 1931年7月5日

L-102 1931年6月19日 和歌 パリ 1931年7月7日

L-103

1931年6月21日
（封筒記載は6月
22日）／6月22日
消印

和歌 パリ 1931年7月10日

L-104 1931年6月23日 理吉･
和歌 パリ 1931年7月10日

L-105 1931年6月24日 和歌 パリ （38）

L-106 1931年6月25日
／6月26日消印 和歌 パリ 1931年7月13日

L-107 1931年6月28日
／6月29日消印

和歌
（親展） パリ 1931年7月19日

L-108 1931年6月30日
／7月2日消印

理吉･
和歌 パリ 1931年7月17日

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

L-47 1930年8月14日 和歌 パリ 1930年9月2日

L-48 1930年8月16日
／8月17日消印 和歌 パリ 1930年9月2日

L-49 1930年8月18日
消印　

和歌
（封筒のみ） パリ

L-50 1930年8月19日 和歌 パリ 1930年9月5日

L-51 1930年8月23日
／8月24日消印 和歌 パリ 1930年9月9日

L-52 1930年8月26日
／8月27日消印 和歌 パリ 1930年9月12日

L-53 1930年9月2日／
9月3日消印 和歌 パリ 1930年9月19日

L-54 1930年9月5日 和歌 トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年9月21日 （33）

L-55 1930年9月9日 和歌 トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年9月28日

L-56 1930年9月15日
／9月17日消印

和歌（幸三
郎宛同封）

トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年10月3日

L-57 1930年9月16日 和歌 トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年10月3日

L-58 1930年9月17日 理吉 トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年10月5日

L-59 1930年9月18日 和歌 トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年10月5日

L-60 1930年9月19日 和歌 トリエール=シュ
ル=セーヌ 1930年10月7日

L-61

1930年9月21日
（封筒記載は9月
22日）／9月24日
消印

和歌 パリ 1930年10月10日

L-62 1930年9月25日
消印 和歌 パリ 1930年10月13日

L-63 1930年10月9日
／10月10日消印 和歌 パリ 1930年10月26日

L-64 1930年10月10日
／10月11日消印

理吉・
ワカ パリ 1930年10月29日

L-65 1930年11月11日
／11月12日消印

ワカ
（親展） パリ 1930年11月27日

L-66 1930年11月13日 和歌 パリ 1930年11月30日

L-67 1930年11月16日 和歌 パリ 1930年12月5日

L-68 1930年11月17日 ワカ パリ 1930年12月5日

L-69 1930年11月18日 和歌 パリ 1930年12月5日

L-70 1930年11月24日
（11月25日朝） ワカ パリ 1930年12月13日

L-71 1930年11月26日
／11月27日消印 和歌 パリ 1930年12月13日

L-72 1930年11月27日
／11月29日消印

理吉
（親展） パリ 1930年12月17日

L-73 1930年11月29日
消印 和歌 パリ 1930年12月17日

L-74 1930年12月3日 和歌 パリ 1930年12月22日

L-75 1930年12月6日 和歌 パリ 1930年12月24日（34）

L-76 1930年12月16日
／12月17日消印 ワカ パリ 1931年1月4日

L-77 1930年12月21日
／12月23日消印

和歌（幸三
郎宛同封） パリ 1931年1月11日
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 （7）本文  註13参照

 （8）はがきの文面と前後関係から執筆は１月9日

 （9）２枚続きの内容

（10）中西自身が写っている

（11）同行した鈴木重成の添え書きあり

（12）荻野暎彦の添え書きあり

（13）年賀状として送付

（14）日付未記載だが、記載内容から1930年5～6月と判断

（15）日付未記載だが、記載内容から1930年6月と特定

（16）２枚続きの内容

（17）�P-157～P-160の包み紙。日付と説明文の記載あり。なお、絵は
がきには通信文等未記載

（18）３枚続きの内容

（19）�日付未記載だが、滞在時期から1931年1～2月と特定。P-164は
通信文も未記載

（20）ピサの斜塔を背に中西自身が写っている

（21）２枚続きの内容

（22）フィレンツェで欧州女子競技会を見た中西が写っている

（23）２枚続きの内容

（24）� P-186～P-189は４枚続きの内容。P-187とP-189に同行者、加
治木中佐の和歌一首添え書き

（25）�いずれもフランスの切手、1931年6月10日パリの消印（但しP-205
の消印は判読不能）であり、パリへ戻ってから切手を貼って投函
したもの

（26）２枚続きの内容

（27）�まとめて封書で送付したと思われる。内容から鑑み、同封された
絵はがきは他にもあったと思われる

（28）２枚続きの内容

（29）�２枚続きの内容（本来は３枚続きと思われるが１枚目はのこって
いない）

（30）３枚続きの内容

（31）�封筒なし、数枚の便せん中ナンバーが、3, 4と記されたもののみ

（32）カフェレストラン・ド・ヴェルサイユの便箋と封筒

（33）オテル・デュ・コメルスの便箋

（34）�日付未記載で消印も読めないが、日本到着日から鑑み、また「今
日の土曜日」という記述があることから、12月６日付の手紙であ
ると特定

（35）ホテル・ポルタ・ロッサの便箋･封筒

（36）ペンショーネ･クロッツィーニの便箋･封筒

（37）ホテル･ダイアナの便箋

（38）�アンソニア･オテルの便箋･封筒。切手を貼って投函した形跡な
し。何かに入れて送付したか、出さなかった可能性もある。

（39）便箋の枚数足りない

（40）日本郵船の便箋･封筒

（41）靖国丸のメニューに書いた手紙

（42）日本郵船の便箋･封筒

（43）�日付未記載だが、オテル・ビュファローの住所記載があることか
ら1928年7月～8月と特定

No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

L-109 1931年7月1日／
7月2日消印 幸三郎 パリ 1931年7月19日

L-110 1931年7月7日 和歌 パリ 1931年7月24日

L-111 1931年7月9日／
7月10日消印

和歌
（親展） パリ 1931年7月26日 （39）

L-112 1931年7月15日 理吉 パリ 1931年7月31日

L-113 1931年7月20日
／7月21日消印 和歌 パリ 1931年8月7日

L-114 1931年7月23日 和歌
（親展） パリ 1931年8月12日

L-115 1931年8月9日／
8月11日消印 和歌 パリ 1931年8月24日

L-116 1931年8月24日 和歌 パリ 1931年9月12日

L-117 1931年8月31日
／9月1日消印 和歌 パリ 1931年9月14日

L-118 1931年10月1日
／10月2日消印 和歌 マルセイユ 1931年10月20日（40）

L-119 1931年10月1日 地中海 （41）

L-120
1931年10月2日
／10月3日消印

（ナポリ）
ワカ 地中海 1931年10月21日（42）

野口健司宛絵はがき
No. 日付（消印） 宛名 場所 到着日

PN-1 1928年5月31日 野口健司 南シナ海上

PN-2 1928年7月-8月 野口健司 パリ （43）

PN-3 1928年12月21日
消印 野口健司 ヴェネツィア

PN-4 1929年8月26日 野口健司
パリ／クラマー
ル(絵はがきは
モルガのもの)

＊

PN-5 1929年11月4日
消印 野口健司 マルセイユ

PN-6 1929年12月31日
消印 野口健司 クラマール ＊

PN-7 1930年8月22日
消印 野口健司 パリ

 註
 （1）写真面に木村毅直筆の俳句

 （2）�文面から1928年6月8日頃と推定。日付は読み取れないがペナン
の消印

 （3）�日付は未記載だが、エジプトの絵はがきを封書で送付しているため、
P-18と同じ1928年6月28日頃と推定

 （4）本文  註4参照

 （5）�日付は未記載だが、日本到着が1928年10月12日なので、日本到
着までの日数を17～18日前後と、鑑みると、差出日は1928年9月
25日頃と推定

 （6）�日付は未記載で、消印からは、1928年か29年の10月であること
が分かる。また文面は、L-1に同じ内容の記述があることから、
1928年10月と特定
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et de la Paix）（中西は以後このホテルを「グランドホテル」
と記す）に宿泊。（P-22，P-23）

７月	� ３日、9時40分マルセイユ発の急行でパリへ向かう（パリ
到着予定時刻は夜10時５分）。パリのリヨン駅で、山口長
男、荻須高徳の出迎えを受ける。当時、小磯良平も滞在して
いた、パリ14区のトンブ＝イソワール通り138番地、オテ
ル・ビュファロー（Hôtel Buffalo, 138 rue de la Tombe-
Issoire）に身を落ち着ける。（P-23，P-27，L-33（当時の回想））

７月	� 以後パリにてルーヴルをはじめ様々な美術館や画廊に通っ
て名画の鑑賞・研究に努める。（P-25）�  

オテル・ビュファロー滞在中、近くのモンスーリ公園へ毎
朝散歩に行き、雀にパンをやったり、手紙を書いたりする
ことが日課となる。（P-27）�  
また、郊外ビヤンクール、ムードンの丘、クラマールの森等、
パリ近郊にも足を伸ばし絵を描き始める。（PN-2）

８月	� 9日、パリ南西のクラマールへアトリエを見にいき、翌９
月よりこの地に移ることとする。（P-29）

９月	� はじめは、41 rue de Fontenay（フォントネー通り41番地）
の画室であったが、10 allée de Meudon（ムードン小路10
番地）のアパートに変わる。（P-30，P-31，P-32他）

11月	� 近所の家庭、4 rue Duffaut（デュフォー通り4番地）のベル
ジェ家に移り、下宿する。ベルジェ家とは、中西がパリに移っ
た後も、交際を続ける。（L-1他）

11月	� 6-8日、白山会の11月例会で、鈴木良三らとモレ=シュル
=ロワンに遊ぶ。この時バルビゾンにも寄り、ミレーの画
室も訪ねている。（P-34，P-35）

12月	� 10日夜、美校同窓の小磯良平、小磯の中学（兵庫県立第二
神戸中学校）の先輩である古家新の３人でパリを発ちイタ
リア旅行。11日、12日とミラノ、メトロポール・ホテル
に宿泊。（P-38）

12月	� 13日、ミラノを発ってパドヴァへ。スクロヴェーニ礼拝堂
に描かれたジョットのフレスコ画等を見る。アルベルゴ・
スタンショネ（スタツィオーネ Stazioneか?）に投宿。（P-39）

12月	� 14日、ベネツィアに移る。アルベルゴ・フォンタナに宿泊。
（P-40）

12月	� 15日、パラッツォ・ドゥカーレ、サンタ・マリア・マッジョー
レ教会等を見る。（P-41）

12月	� 以後、スクオーラ・グランデ・ディ・サン・ロッコ（サン・
ロッコ大同信組合）や、ティツィアーノの作品等を見る。

（PN-3）

12月	� 22 日、ヴ ェ ネ ツ ィ ア を 発 ち、フ ィ レ ン ツ ェ に 入 る。
Pensione Crocini（ペンショーネ・クロッツィーニ）に宿泊。
中西は風邪をひいて体調を崩す。（PN-3，P-44）

12月	 25日、フィレンツェを発ち、アッシジに入る。（P-42）

12月	� 29日、午後4時、アッシジを発ち、ローマに入る。ホテル・
アレクサンドラに宿泊。（P-45）

12月	� 30日、ローマ国立博物館等を見る。（P-46）

1929（昭和４年）������������������������

１月	� １日、日本料理「日本館」で正月のおせち料理を食べる（３
人で20円）。（P-48）

1928（昭和3）年������������������������

４月	� 28-29日、蒼原会、中西利雄渡仏送別記念登山会を開催。
28日夜11時新宿駅発、猿橋駅下車。瀬戸村～麻生山～大
寺山・小寺山～権現山～扇山～鳥沢駅から帰京（29日）。（「美
術界」『みづゑ』280、1928年6月、p.259／「美術界消息」『アトリヱ』

5-5、1928年5月、p.155）

５月	� 12日、蒼原会中西利雄渡仏送別会を京橋いづみやにて開催。
（「美術界」『みづゑ』280、1928年6月、p.259）

５月	� 21日、渡仏のため、中野区桃園の家を出発、夜、東京駅に
て蒼原会会員らに見送られる。（小山良修「蒼原会略史」『蒼原』1、
1935年10月、p.65／「美術界消息」『アトリヱ』5-5、1928年5月、p.155

ほか）

５月	� 22日を京都で、23日を奈良で過ごし、夜は京都の新京極で、
父たちと4人でビリヤードを楽しむ。（L-25（当時の回想））

５月	� 24日、日本郵船「白山丸」で渡仏。東京美術学校同窓の藤岡
一も同船していた。中西の船室は、二等四号室、四人部屋
で、医学博士の野村、広島高等工業学校教授の中江大部、
そして画家の鈴木良三が同室であった。また演劇研究のた
め渡仏する生嶋、小説家で文学評論家の木村毅とも親しく
なる。後にこの船に乗船していたメンバーで「白山会」を作
り、渡仏後、定期的に集う機会を持つこととなる。（『水繪 技
法と随想』p.299／中西利雄「懐かしき船室」『蒼原』2、蒼原会、1940年

11月、pp.15-16）

５月	� 25日、門司入港。汽車で箱崎八幡宮を詣で、航海の無事を
祈る。（P-1）

５月	� 28日、上海入港。上海見物をし、本場の中華料理を楽しむ。
（P-2，P-3）

６月	� １日、香港入港。島巡りや、ピークへも登るなど、香港を
観光する。（P-5）

６月	� ７日、シンガポール着。博物館、貯水池、マホメットの寺院、
植物園等を観光し、日本人町の会席料理店「新喜楽」で日本
料理を食べる。また猛烈な暑さにも驚く。（P-7）

６月	� ８日頃、ペナン着。スネークテンプルを見、並木道や道路
の立派さに驚く。（P-10～P-12）

６月	 13日、コロンボ入港。（P-13）

６月	� 21日、アデン入港。樹木のない赤黒い岩山や、オアシス、
水売りなど、日本では考えられない光景に驚く。（P-14～
P-17）

６月	� 26日頃、ポートサイド（エジプト）入港。スフィンクスやピ
ラミッドを見る。（P-18～P-20）

６月	� 30日、ナポリ入港。博物館などを訪れ、ティツィアーノの
作品等を見る。（P-21）

７月	� ２日、マルセイユ到着。日本から到着していた手紙11通に
喜ぶ。巌窟王で有名なシャトー・ディフなどマルセイユ観
光後、Hôtel Louvre & Paix（Le Grand Hôtel du Louvre 

中西利雄滞欧年譜
・�各事項に続き、その事項の根拠となる資料名を（　　）で記した。資料のうち、

中西利雄の書簡については、「中西利雄滞欧書簡リスト」（pp.65-71）にお
けるNo.（識別番号）のみを記してある。なお、固有名詞に欧文が併記され
ているものは、中西自身が記しているか、名称が絵はがきや便せんに印刷
されているものである。� （編：山口和子）
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５月	� 28日、白山会の多田氏の案内でキューガーデンとハンプト
ンコートを見る。（P-77）

５月	� 29日、午前、ソーホー・スクエアにあるニューマンの店に
行き、永らくの希望だったニューマンの水彩絵の具を購入。
午後はウォレス・コレクションを見学、その後タワーブリッ
ジに行き、パテベビーで撮影する。（P-79）

５月	� 30日、午前９時ロンドン発の汽車でパリに戻る。（P-79）

７月	� ６日、パリを発って、ル・アーヴルへ。６日間、ノルマン
ディー地方を一人で旅行する。（P-80）

７月	� ８日、ル・アーヴルを発ってトゥルーヴィルへ。気に入っ
た構図を見つけ、翌日から制作。（P-82）

７月	� 10日、トゥルーヴィルで過ごした後、午後オンフルールへ
行き制作。翌11日、パリへ戻る。（P-84）

８月	� ２日、ブルターニュ地方への一人旅。午後1時10分パリを
発ってサン=ブリユーへ。オテル・ド・フランスに宿泊。

（P-86）

８月	� ３日、サン=ブリユーを発ってトレギエへ。オテル・サン
トラル（Hôtel Central）に宿泊、近藤七郎一家も滞在して
いた。（P-87）

８月	� ６日、同宿のフランス人ドクターに誘われ、近藤七郎一家
とともにトレギエ近郊のポンパルへドライブする。（P-88）

８月	� ９日、近藤一家と別れ、トレギエからブレストへ移る。オ
テル・コンチネンタル（Hôtel Continental）に宿泊。（P-89）

８月	� 11日、ブレストからル・コンケの漁村を訪ね、ブレストへ
戻る。（P-90）

８月	� 12日、ブレストを発ち、汽船でル・フレへ、そこからモルガへ。
午後4時半にモルガを発ち、6時ドゥアルヌネに入り、17日
まで滞在（オテル・デュ・コメルス Hôtel du Commerce
に宿泊）。滞在中、各国（英・仏・独・米・ハンガリー）か
ら訪れている画家たちと交流。おそらく18日、パリへ戻る。

（P-91，P-93）

８月	� 25日、式場隆三郎、近藤七郎とともに、オーヴェール=シュ
ル=オワーズに赴く。ゴッホ兄弟の墓とガシェ家を訪ねる。

（ガシェ家芳名録：本文 註22／PN-4）

８月	� 26日、９月に開催される第４回蒼原会展に出品するため、
水彩画３点を日本へ送る。（P-94）

８月	� 31日、ゴッホの展覧会を見るために、オランダ、ハーグを
訪れる。ホテル・テルミヌス（Hotel Terminus）に宿泊。

（P-95）

９月	� １日、クレラー=ミュラー本社で開催されているゴッホ展
を訪れ、午後はマウリッツ・ハイス王立美術館でレンブラ
ント等の作品を見る。（P-96）

９月	� ２日、クレラー=ミュラー・コレクションによるゴッホ展を
再訪した後、ハーグ発12時27分の列車でアムステルダム
へ移り、ホテル・ハウデン・ホーフト（Hotel Het Gouden 
Hoofd）に投宿、昼食後アムステルダム国立美術館でレン
ブラント等の傑作を見る。（P-97，P-98）

９月	� ３日、汽船に乗ってマルケン島とフォーレンダムを回遊。
（P-100）

１月	� ２日、ローマを去り、ナポリに移る。ホテル・ベルトリー
ニに宿泊。（P-49）

１月	� ４日、日本人専門の案内人アントニオにガイドを依頼し、
ポンペイを見学。その後アマルフィに入る。ルナ・ホテル（現
在も四つ星ホテルとして営業を続けるホテル・ルナ・コンヴェ
ント）に宿泊。７日まで滞在し、写生等をする。（P-50，
P-51，P-53）

１月	� ８日、ナポリ経由でローマに戻る。以前と同じホテル・ア
レクサンドラに宿泊。 （おそらく）翌９日、午前、ヴァチカ
ンのシスティーナ礼拝堂を見学し、午後はアリナリ写真店で、
写真を求める。（P-53）

１月	� 10日、ローマの廃墟（Palazzo dei Cesari）を訪れる。イタ
リア旅行で撮影したパテベビーのフィルムは16巻に上った。

（P-54）

１月	� 11日、午後９時45分、ローマを発ち、翌12日午後２時頃、
ニース着、タクシーでカーニュ=シュル=メールに入り、オ
テル・コロニーに投宿。以後しばらく同地に滞在し、制作
する。（P-55）

１月	� 13日、車でニースに足を伸ばす。（P-56）

１月	� 22日、カーニュからヴァンスに移り、以後滞在。（P-58）

１月	� 25日、ヴァンスに雪が降り、古家新とともに雪景色を写生
する。（P-59）

２月	� ３日、汽車でグラースへ行き、気に入ったため、ホテルを
定めてヴァンスへ戻る。（P-60）

２月	� ７日、ヴァンスよりグラースへ移り、オテル・ベル・ヴュー
（Belle Vue）に滞在。カンヌにも足を伸ばす。（P-61）

２月	� 16日、ニースへ花合戦を見に行く。（P-64）

２月	� 17日、グラースからカンヌに出て、午後４時の列車に乗り、
翌18日午前11時、パリ、リヨン駅に到着。2ヶ月を超える
イタリア～南フランスの旅を終える。（P-65）

３月	� 18日、パリから列車で１時間ほどのコルベイユ（Corbeil）へ、
一人でスケッチに行く。（P-66）

４月	� 薩摩治郎八の援助で開催された、仏蘭西日本美術家協会の
第１回パリ展（４月８日～20日、パリ、ルネサンス画廊）に
作品１点を出品。（同展出品目録：本文 註15）

４月	� 17日、午後10時、パリを発ち、小磯良平、竹中郁と、ベ
ラスケス、エル・グレコ、ゴヤを見に、スペイン旅行。19日、
午前７時、マドリード着。ホテル・マジェスティックに宿泊。

（P-68／『水繪 技法と随想』p.304ほか）

４月	� 21日、闘牛を見物し、６巻のパテベビーに撮影。翌22日
はエル・エスコリアルへ。（P-69）

４月	� 23日、トレドを訪ね、エル・グレコの足跡を辿る。24日、
スペインを発ち、（おそらく25日か26日）パリ着。（P-70）

５月	� ４日、日本へ帰る川口軌外一家を、パリの北駅で見送る。
（P-71）

５月	� 24日、小磯良平と、ロンドン旅行。午後７時半にロンドン、
ヴィクトリア駅に到着し、日本のホテル、常盤に宿泊。日
本料理も楽しんだ。（P-72）

５月	� 25日、ナショナルギャラリー、26日、大英博物館、ロン
ドンブリッジ、タワーブリッジ等を巡る。（P-73，P-75）
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クレッソン通り18番地のアトリエを借用する権利を正式に
引き継ぐ。この建物は外国人画家向けアパート形式の貸ア
トリエで、中西が小磯から引き継いだ部屋は、正宗得三郎、
大久保作次郎、伊原宇三郎、小磯良平と、代々日本人画家
によって受け継がれた。中西の後は森芳雄に引き継がれる
ことになる。（P-118／中西利雄［壁紙を怖れる］「水絵散策Ⅲ」『みづゑ』
345、1933年11月、pp.315-316）

1930（昭和５年）������������������������

１月	� （前年末か１月８日までに）パリ14区、エルネスト・クレッ
ソン通り18番地のアトリエに引っ越す。モデルを雇って研
究を続ける等、この冬はこのアトリエで過ごす。（L-2，L-3）

２月	� 15日、当時荻野暎彦が住んでいた日本人学生会館でBal（舞
踏会）があり、荻野や鈴木良三と参加。ダンスを楽しみ、
ベルギー人一家と楽しく過ごす。（L-3）

２月	� ブール=ラ=レーヌの近藤七郎宅の雑煮の会に招かれ、月遅
れの正月気分を満喫する。（L-4）

３月	� 17日、荻野暎彦と二人でサル・プレイエルで開催された、
ピアニストのアルフレッド･コルトー、ヴァイオリニスト
のジャック･ティボー、チェリストのパブロ･カザルスによ
る三重奏を聴きに行く。（L-7）

３月	� 24日、サル・プレイエルで開催された、ブルーノ・ワルター
指揮によるべートーヴェンの二つの交響曲のコンサートを
聴きに行く。（L-8）

３月	� 31日、５ヶ月ぶりにパリを離れ、ノルマンディー地方のディ
エップを訪れる。オテル・アグアード（Hôtel AGUADO）
に宿泊。（P-121，L-11）

４月	� ３日、午前、パリに戻る。日本から送ってもらった、中西
がかつて制作した一連の水彩画の包みを受け取り、思いを
新たにする。翌週７日の月曜日から、再びアトリエで、モ
デルを雇っての研究を始める。以後、平日はアトリエでモ
デルでの人物研究、週末は郊外へスケッチ等に出かける日々
が続く。また油彩で制作することが多くなる。（L-11，L-12）

４月	� ６日、荻野暎彦とパリ郊外、クラマールからムードン方面
へ写生に出かける。またムードンの藤岡一の家庭を訪問。

（L-12）

４月	� 13日、荻野暎彦、山内（荻野と同船で渡仏してきた人物）と
ともに、サン=ジェルマン=アン=レーに行く。（L-14）

４月	� 21日、白山会の中江大部（広島高等工業学校教授）とロン
シャンの競馬を見に行き、日本料理店の常盤で夕食をとも
にする。（L-14）

４月	� 26日、鈴木良三のアトリエで白山会の解散会。二年続いた
白山会も帰朝者が相次ぎ、ひとまず解散して、またあらた
めて日本で集まることにする。（L-16）

４月	� 27日、荻野暎彦と二人で、ファン・ドワーズ（コンフラン=
サントノリーヌ）へ写生に出かける。（L-16）

５月	� ３日、午前中アトリエでモデルを描き、午後、ラ･ヴァレ
ンヌ=サン=ティレールに一人でスケッチに出かける。（P-125）

５月	� ４日、荻野暎彦とヴィリエ=シュル=モランに写生に出かけ
る。（P-127）

５月	� ６日、荻野と二人、オランピア劇場に活動写真を見に行く。
（L-20）

９月	� ４日、アムステルダム国立美術館を再訪し、昼食後、アム
ステルダム市立美術館を見た後、ベルギーへ。アントワー
プ到着後、計画していたホテルが閉店しており、飛び込み
で入ったホテルで、ひどい目に遭う。（P-101，P-102，P-103）

９月	� 5日、ヘントへ移り、ホテル・デリッセに宿泊、6日、ブリュー
ジュに移りHôtel du Singe D'or（オテル・デュ・サンジュ・
ドール）に一泊し、7日、パリへ戻る。（P-104）

９月	� 第４回蒼原会水彩画展（日本橋丸善：9月21日−9月26日）
開催、滞欧中の中西利雄が送った３点の作品は好評を博し
た。（周（小山周次）「太皷を叩く」『みづゑ』297、1929年11月、p.539

／小山良修「蒼原会略史」『蒼原』1、1935年10月、p.65）

10月	� 23日、東京美術学校の後輩、鈴木重成とともに、榛名丸で
渡仏してくる美校の同級生荻野暎彦を迎えにマルセイユへ。
１日目、12時15分にパリのリヨン駅を発ち、午後７時、
クレルモン=フェラン着、グランド・オテル・ド・ラ・ポ
ストに投宿。（P-106）

10月	� 24日、クレルモン=フェラン近郊の火山、ピュイ・ド・ドー
ムへ登る。（P-107）

10月	� 25日、クレルモン=フェランを発ち、途中ヴィシーに寄り、
午後10時半、リヨン着。オテル・ロワイヤル（オテル・ル・
ロワイヤル・リヨン、現在も5つ星ホテルとして営業中）に
宿泊。（P-108，P-110）

10月	� 26日、リヨン美術館を見学。ピエール・ピュヴィス・ド・
シャヴァンヌの壁画やマネ、クールベの作品を見る。昼食
を経て午後も同館で過ごす。（P-111）

10月	� 27日、リヨンを発ち、アヴィニョン見学後、マルセイユ
へ。旧港前のオテル・メヂテランネー（メディテラネ 
Méditerranéeか？）に宿泊。写生しつつ榛名丸の到着を待
つ。（P-111，P-112）

10月	� 29日、旧港前のオテル・ノーチックに移る。（P-115）

10月	� 30日、エクサン・プロヴァンスを訪問。（P-113）

11月	 1日、レスタックに行く。（P-115）

11月	� 2日、再度ホテルを変え、「グランド・ホテル」（Le Grand 
Hôtel du Louvre et de la Paix）に移る。このホテルは中
西がマルセイユ上陸時に泊ったホテルである。午後、アル
ルへ行く。（P-115）

11月	� ３日、榛名丸で渡仏してきた荻野暎彦を出迎える。荻野と
は以後しばしば行動を共にすることになる。翌４日、パリ
へ向かう。（P-116）

11月	� 第22回サロン・ドートンヌ（グラン･パレ、パリ：11月3
日−12月22日）に《Trouville, bateaux（トゥルーヴィル、
船）》と《Meudon, la Maison blanche et le Chemin（ムー
ドン、白い家と道）》（現在は《ムードンの丘》というタイト
ルで知られている）の２点が入選、蒼原会でその報を知り、
バンザイが叫ばれる。（本文 註28／小山良修「蒼原会略史」『蒼原』1、

1935年10月、p.65）

12月	� ８日、上杜会在パリ会員で、パリ滞在中の東京美術学校助
教授和田季雄夫妻を囲む会を開催。中西、荻野暎彦、荻須
高徳、山口長男、小堀四郎、高野三三男、藤岡一、小磯良平、
小磯の友人の竹中郁らが参加。（本文 註36）

12月	� 20日、小磯良平が使用していたパリ14区、エルネスト・
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８月	� 22日、パリに来た織田幹雄ら、日本学生体育連盟代表選手
の歓迎会が日本人倶楽部で開催され、出席する。24日、日
本人会はバス２台を借りて、日本対フランスの陸上競技の
応援に行くが、日本は敗退。（L-51，L-52）

９月	� ４日、トリエール=シュル=セーヌに出かける。景色も美し
く、描けそうな場所のため、オテル・デュ・コメルス（Hôtel 
du Commerce）に部屋を定めて翌５日から滞在することに
する。５日にこのホテルに来てあらためて見るとあまりに
部屋が汚いので、６日、レストラン・パスカル（Restaurant 
Pascal）に宿を変え、以後二週間ほど滞在（９月20日まで）。
滞在中、レストランの親爺と釣りを楽しみ（15日）、夜は近
くのたばこ屋へ、ラジオで流れるクラシック音楽を聴きに
行くことが習慣となる。時折パリに戻り（14日）、またトリ
エール周辺の町々を訪ねてスケッチを重ねる。アンドレジー
およびポン・エッフェル（コンフラン=サントノリーヌ）（16
日）、ポワシーおよびヴィレンヌ=シュル=セーヌ（17日）、
他にヴェルヌイユ=シュル=セーヌ、ムラン=アン=イヴリー
ヌ（19日）など。（L-54～L-60，P-141～P-151）

９月	� 21日、和田季雄夫妻とともに、人見絹枝ら日本の女子代表
選手とパリの代表選手との競技会の応援に行く。日本は敗
退。（L-61）

10月	� ２日、アムステルダム市立美術館で開催のゴッホ展（９月
６日−11月２日）を見るため、荻野暎彦と二人でオランダ
を訪れる。昨年と同じホテル・ハウデン・ホーフト（Hotel 
Het Gouden Hoofd）に宿泊（６日まで）。展覧会ではゴッ
ホの作品366点が展示され、「もうこんな素晴らしい展覧会
は一寸ありますまい」とはがきに記す。（P-152，P-154）

10月	� ７日、アムステルダムを発ち、ハーグを経てアントワープへ。
アントワープで２泊し、開催中のベルギー独立100周年を
記念する「アントワープ殖民及海洋万国博覧会」を見て、９
日、パリに戻る。（L-152，P-156）

10月	� 26日、パリ近郊、パレゾーへ写生に行く。（P-157～P-160）

11月	� 第23回サロン・ドートンヌ（グラン・パレ、パリ：11月1
日−12月14日）に《Triel-sur-Seine（トリエール・シュル・
セーヌ）》、《Paysage à Meudon（ムードン風景）》（現在は

《ロダンの家の見える風景（木立）》というタイトルで知られ
ている）の２点が入選。８日の『ル・タン（Le Temp）』紙の
サロン評で、中西の作品についても言及される。（本文 註32， 
33）

11月	� 12日、帰国する鈴木良三を、パリのリヨン駅まで見送る。
（L-66）

11月	� 15日、珍しく出会った二科の海老原喜之助、吉井淳二とと
もに、シルク・ディヴェールに行き、終了後はカフェ・クー
ポールで夜通し語り合う。（L-67）

11月	� 20日、マルセイユ発の日本郵船香取丸で11月28日に日本
へ帰る近藤七郎一家と別れの宴を兼ね、以前から約束して
いたトゥール・ダルジャンで夕食をともにすることとなる。

（L-69）

11月	� 23日、近藤七郎の子供達と、ルナ・パークで遊ぶ。翌24日、
近藤がパリにいる最後の日、カフェ・クーポールで深夜２
時まで話し込む。（L-70）

11-12月	� アトリエでの制作に、自分なりの成果や手応えを感じ始め
る。グワッシュを多く手がけるようになる。（L-67，L-73，
L-79）

５月	� 10日、荻野と二人で、シャンゼリゼ劇場へ、アンナ・パヴ
ロワの舞踊を見に行く。（L-22）

５月	� 11日、荻野、山内と３人で、ラ･ヴァレンヌ=サン=ティレー
ルに清遊する。（L-22）

５月	� 13日、15日、両日とも荻野暎彦とともに、パリ・オペラ
座で開催の、フルトヴェングラーが指揮するベルリン国立
オペラのオーケストラの演奏会に行く。（L-23）

５月	� 18日、スケッチの予定が天候悪く、荻野と二人でセーヌ河
の川下り等を楽しむ。（L-24）

５月	� 31日、荻野と二人、サル・プレイエルで開催されたシャリ
アピンのコンサートに行く。（L-28）

5-6月	� 四谷塩町の地所にあった中西のアトリエを、中野へ移転す
ることになり、パリから手紙で、いろいろと注文をする。
アトリエは中西の滞仏中、蒼原会の集まりに利用して貰う
ことにする。（L-26〜L-28）

６月	� 11日、荻野暎彦とフォントネー=オー=ローズへ出かける。
田舎の景色を描くためにホテルに部屋を定め、翌日から３
週間ほど滞在。滞在中もしばしばパリへ戻り、用足しや食
事をする。（L-29〜L-33）

６月	� 25日、外国人の身分証明書の書き換えに行った所、中西の
勘違いにより書き換えの時期が遅れていたため、罰金220
フランを支払う。（L-32）

6-7月	� ルーヴル美術館のウジェーヌ・ドラクロワ展（Exposition 
Eugène Delacroix : peintures, aquarelles, pastels, dessins, 

gravures, documents : Musée du Louvre, juin-juillet 1930）、
ベルネーム画廊の「ジェリコーより今日までのフランス水
彩画展」（Les Aquarellistes français de Géricault à nos jours 

: Galerie Georges Bernheim, du 18 juin au ３ juillet 1930）か
ら啓発を受け、これら二つの展覧会に何度となく足を運ぶ。

（『水繪 技法と随想』、pp.312-317）

7-8月	� パリのアトリエに籠もって制作を続ける。この頃から、水
彩にグアッシュを併用した色彩研究を始める。（L-40ほか）

７月	� 歯痛に苦しみ、歯医者に通う。幸い大事に至らずに済んだ。
（L-37，P-135）

７月	� 19日、上杜会パリ在住会員主催で、岡田三郎助夫妻の歓迎
会を、万花酒楼で開き出席。岡田三郎助夫妻のほか、上杜
会メンバー７名（中西、荻野暎彦、荻須高徳、山口長男、
小堀四郎、高野三三男、加山四郎、（藤岡一は欠席））、当時
パリにいた美校の和田季雄夫妻や、荻須高徳の友人である
大橋了介、横手貞美等も参加していた。終了後、高野三三
男のアトリエに場所を移し、夜明かしをして楽しく過ごす。

（L-40）

７月	� 26日、東京美術学校出身者による岡田三郎助夫妻歓迎会が
日本人倶楽部で開催されることになり、出席を予定する。

（L-40）

８月	� 14日、中西のアトリエの上の階が空き、荻野暎彦が転居し
てくることが決定する。引っ越しの完了日は９月１日。（L-

47，L-50，L-53）

８月	� 17日、マント（マント=ラ=ジョリー）へスケッチに出かける。
パリへ戻って夕食後、カフェのテラスで藤田嗣治に会う。

（P-136～P-140）
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送別会を兼ね、日本人倶楽部でパリ上杜会を開催、10名程
が集まる。会終了後、モンマルトルの藤岡一のアパルトマ
ンで、夜明かしをして過ごす。（L-92）

５月	� 10日、帰国間近の和田季雄夫妻を囲む集まりが上海亭で開
かれる。その後中西のアトリエで、中西が撮影したフィル
ムを見せることになり、和田夫妻、藤岡一一家、荻須高徳、
吉井淳二が訪れる。偶然訪ねてきた海軍中佐加治木も加わ
り、楽しく過ごす。（L-94）

５月	� 11日夜、かねてより希望していたイタリア旅行に出発（夜
10時50分、パリ、リヨン駅発）。12日、国境を越えイタ
リアに入る。（L-94，P-170）

５月	� 13日、ピサを見て、午後、フィレンツェに入り、ホテル・
ポルタ・ロッサ（Hotel Porta Rossa）に投宿。ここを拠点
に、フィレンツェ近郊の小都市へ写生に出かける。フィエー
ゾレ（14日）、セッティニャーノ（15日）等。日曜日（17日）
は仕事を休み、ウフィッツィ美術館やピッティ宮等を見る。

（P-171，P-172，P-174，P-175，L-95）

５月	� 18日、フィレンツェを発ってアッシジに入る。24日まで
滞在し、制作を行う。（L-95，P-177）

５月	� 25日午後、アッシジを発って、再度フィレンツェに入る。
２年前、小磯良平、古家新と泊まった、ペンショーネ・クロッ
ツィーニ（Pensione Crocini）に投宿。フィレンツェ市内（ミ
ケランジェロ広場：27日）や、近郊の町（ピストイヤ：６月
３日）を描くことを続ける。（L-96，P-179）

５月	� 31日、フィレンツェで開催された欧州女子競技（日本から
は人見絹枝も参加）を見る。（P-180）

６月	� ６日、午後４時フィレンツェを発ち、午後11時20分コモ着、
湖畔のホテル・ボルタに投宿。 （親しくしている加治木中佐
がフィレンツェから同行）。（P-181）

６月	� ７日、午後１時23分コモ発、スイスに入り、車窓の美しい
風景等（キアッソ、ルガーノ、サン=ゴッタルドのトンネル
等）を見ながら午後６時半、ルツェルン着、ホテル・ディ
アナ（Hôtel Diana）に投宿。（P-186）

６月	� ８日、ルツェルンを発ち、インターラーケンを経て、午後７
時半ベルン着、ホテル・ヴィルデン・マン（Hotel Wilden 
Mann）に投宿。（P-199）

６月	� ９日、午後１時半、ベルンを発ち、途中の駅オルテンで加
治木と別れ、バーゼルを経て、午後11時25分、パリ、東
駅に到着。夜遅いため、駅近くのホテルに泊まり、翌10日、
アトリエに戻る。（P-210，P-213，L-98）

６月	� 11日以後、アトリエで人物画を描き、戸外でスケッチする
日々を続ける。フランスでの残された時間を制作に打ち込
み、グワッシュと水彩でいく決意を新たにする。（L-99，

L-100）

６月	� 23日、日本郵船の事情で、帰国船の靖国丸と箱根丸との日
程が入れ替わり、中西が予定している靖国丸は、10月１日
マルセイユ出港となる連絡が入る。中西は船の変更はせず、
靖国丸で帰国することにする。（L-104）

６月	� 24日、帰国することになった加治木とパリ近郊のモーに遊
び、夜は加治木が滞在しているホテルに宿泊して、語り合
う。翌25日、アメリカ経由で帰る加治木をパリの北駅まで
送る。（P-216，L-105，L-106）

12月	� 16日、松岡銀六（東京美術学校図画師範科出身）と、ガスタ
ン・ウォルムズ（ブラジル人画家）と３人で夕食をとった後、
ウォルムズの車で音楽会へ行く。（L-76）

12月	� 22日、松岡銀六の紹介で知り合ったボーランド人の男女が
中西のアトリエを訪問。レコードを聴いたり、パテベビー
のフィルムを見たりして楽しく過ごす。（L-78）

12月	� 24日、近所のカフェ、ビュファローで、荻野とともにクリ
スマスのレベイヨン（夜明しの宴）を楽しむ。（L-79）

12月	� 28日、松岡銀六、ガスタン・ウォルムズと３人で、パリ近
郊をドライブ。トリエール=シュル=セーヌまで足を伸ばし、
９月に滞在したレストラン・パスカルにも寄る。（L-79）

1931（昭和６年）������������������������

１月	� 15日夜（か16日）、パリを出て南仏へ。はじめニースに滞在。
19日、マントン滞在中の荻野暎彦がニースへ来て泊まり、
翌20日、二人でヴィルフランシュ=シュル=メールを訪れる。
中西は20日にニースの宿を引き払ってヴィルフランシュ=
シュル=メールに移り、パンション・ケルマリアに投宿。
日本人の画家たちも5～6人来ていた。（P-161～P-163）

２月	� 11日、この頃までに、宿をパンション・ヌーヴェルに替え
る。ヴィルフランシュ滞在中、同宿や近くの宿に宿泊して
いた若い日本人画家達と楽しく過ごす。その中には東京美
術学校３年後輩の山口薫、矢橋六郎、清水啓三らもいた。
中西はヴィルフランシュ滞在中、マントン（この折少なく
とも山口薫は同行している）や、モンテカルロにも訪れた。

（L-80，L-81，P-165）

２月	� 20日、同宿の日本人画家たち７人で、サン=トロペへの清
遊を楽しむ。（P-168）

２月	� 21日、２年前に３週間ほど滞在したヴァンスに行き、当時
滞在していたオテル・レジナへも訪れる。ホテルの主人夫
妻は中西をおぼえていて歓待された。（L-82）

２月	� 25日、パリに戻る。（L-83）

３月	� 南仏で制作した作品をもとに、グワッシュを試みたり、モ
デルを使ってグワッシュの人物像を描くことを続ける。制
作に手応えを感じるようになる。（L-83，L-85，L-88）

３月	� ８日の国勢調査の用紙が、中西のところにも届く。（L-86）

３月	� 16日、荻野暎彦、山内、ガスタン・ウォルムズ、中西のア
トリエでレコードを聴き、楽しく過ごす。（L-88）

４月	� ４日、復活祭の休みに山内と二人でブルゴーニュ地方へ。
４日はディジョンに泊まり（オテル・ラ・クロシュ La 
CROCHE）、５日、12時の汽車でスミュール=アン=ノー
ソワへ行き、６日夜パリへ戻る（予定）。（P-169）

４月	� 12日、島崎鶏二（島崎藤村の次男、画家）と島崎のモデル、
ピアニストの高木東六とともにムードンへ遊びに行く。（L-90）

４月	� 26日、高木東六が二人のフランス人女性とともに、中西の
アトリエへ遊びに来る。レコードを聴いたり、ダンスをし
たり、夕飯にはすき焼きのまねごとをして御馳走し、楽し
く過ごす。（L-91）

４月	� 30日、帰国船（９月17日マルセイユ出港の日本郵船靖国丸）
の予約をする。また同日夜７時から、帰国する和田季雄の
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11月	� １日、神戸に帰着、弟幸三郎が神戸で兄を出迎えた。２日、
二人で神戸から、夜９時20分東京駅着の特急燕に乗車、帰
宅の途につく。（電報：中野局印10月27日、10月31日、11月1日、
11月2日）

６月	� 27日、日本水彩画会が来年（1932年）、中西のために特別
室を設け滞欧作の特集陳列を計画しているという、不破章
からの手紙を受け取る。相前後して、上杜会も特別陳列を
計画しているという手紙が来る。（L-107，L-111）

６月	� 29日、高木東六のピアノ演奏会に行く。（L-107）

７月	� ７日、１年がかりで探していたゴッホの画集（Jacob Baart 
de la Faille, L'Œuvre de Vincent van Gogh, Catalogue 

raisonné, 4 Volumes, Paris et Bruselles, 1928）を、1350フラ
ンで手に入れる。（L-110）

７月	� ９日、フランス人の友人の結婚のお祝いに招かれる。親し
い友人だけ７人で食事やダンスをし、楽しい時を過ごす。
また14日のパリ祭には、このメンバーで踊って愉快に過ご
した。（L-111，L-113）

７月	� 20日、久しぶりにセーヌ河岸へ写生に出かける。パリ市庁
舎を中心としたセーヌの景色を１枚仕上げて戻る。（L-113）

７月	� 23日、３年間の滞欧生活の成果が凝縮されたような、一つ
の自信に満ちた思いを母に書き送る。「でも一つの慰めは、
画とはどんなものかと云ふことが、判ったことです。三年
の間パリーは勿論、ヨーロッパ中をめぐって、數多くの名
作を見ました。之からは無駄なまよひ方はしないと思って
おります」。（L-114）

８月	� ９日、友人達12，3人でブローニュの森で野球を楽しみ、
夜は日本人倶楽部で夕食を共にする。（L-115）

８月	� 17日から６日間、ノルマンディー地方を旅行する。1日目ルー
アン滞在、オテル・ド・ラ・ポスト（Hôtel de la Poste）に
宿泊。3日目フェカン、オテル・デ・バン（Hôtel des Bains）
に宿泊（他の訪問地は不明）。22日にパリへ戻る。（P-217～

P-221，L-116）

８月	� 31日、アトリエの後継者が、森芳雄に決まったことを手紙
で家族に報告。（L-117）

９月	� 8日～9日、アトリエの荷物の荷造りをし、9日（もしくは
10日）荷物を運送屋に渡す。（P-228～P-229）

９月	� 11日、ロンドンへ。前回と同じ、常盤に投宿。12日、午
前ナショナル・ギャラリーへ行き、午後ヴィクトリア＆ア
ルバート美術館で水彩画の時代巡陳列を見る。13日、14
日とテート・ギャラリー等を見、15日の夜ロンドンを発っ
て、16日午前５時パリに帰る。（P-222～P-228）

９月	� 16日、クラマールで下宿していたベルジェ家から、お別れ
の食事に招かれる。（P-228，P-234）

９月	� 17日、上杜会の送別会が開かれる。18日、遊び仲間との
送別会がクーポールで開かれる。（P-228，P-234）

９月	� 19日、アトリエの取引が完了する。（P-228）

９月	� 22日夜、マッターホルンを見るためにスイスへ。23日、
24日とツェルマットのPension Greven（ペンション･グレー
フェン）に滞在、24日は、電車でゴルナーグラートまで登る。
25日、パリへ戻る。（P-231，P-232，P-235）

９月	� （おそらく28日）パリを発ち、29日、マルセイユに到着。「グ
ランド・ホテル」（Le Grand Hôtel du Louvre et de la 
Paix）に滞在し、乗船の時を待つ。（P-234）

10月	� １日、日本郵船「靖国丸」に乗船、マルセイユ港を午後５時
30分出航、フランスを離れる。（L-119）
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ディジョン
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ツェルマット

コモ
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アルル
アヴィニョン

マドリード

エル=エスコリアル

トレド

フィレンツェ

フィエーゾレピストイヤ

セッティニャーノ

アッシジ

ローマ

ナポリ　

ポンペイ

アマルフィ

ヴェネツィア

ピサ

ニース

サン=トロペ

マルセイユ

エクサン・プロヴァンス

レスタック

クレルモン=フェラン

トゥルーヴィル

ブレスト

ル・コンケ
ル・フレ

ドゥアルヌネ
モルガ

グラース

ヴァンス

カーニュ=シュル=メール

ニース

ヴィルフランシュ=シュル=メール

モンテカルロ
マントン

カンヌ

オーヴェル=シュル=オワーズ

コンフラン=サントノリーヌ

アンドレジー
アンギャン=レ=バン

ムラン=アン=イヴリーヌ
（ムラン）

マント=ラ=ジョリー
（マント）

ヴェルヌイユ=シュル=セーヌ
ヴェルヌイエ

トリエール=シュル=セーヌ

ヴィレンヌ=シュル=セーヌ

ブローニュ=ビヤンクール

ポワシー

ムードン

パレゾー

コルベイユ=エソンヌ
（コルベイユ）

クラマール

パリ

ブローニュの森

フォントネー=オー=ローズ
ブール=ラ=レーヌ ラ・ヴァレンヌ=

サン=ティレール

サン=ジェルマン=アン=レー
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ーズ
川

マルヌ川

セーヌ
川

セーヌ川
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トリエール=シュル=セーヌ

ヴィレンヌ=シュル=セーヌ

ブローニュ=ビヤンクール

ポワシー

ムードン

パレゾー

コルベイユ=エソンヌ
（コルベイユ）

クラマール

パリ

ブローニュの森

フォントネー=オー=ローズ
ブール=ラ=レーヌ ラ・ヴァレンヌ=

サン=ティレール

サン=ジェルマン=アン=レー

オワ
ーズ
川

マルヌ川

セーヌ
川

セーヌ川

関連地図
・�書簡に登場する地名および書簡には登場しないが作品名等に登場する地名
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